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　　プロローグ．リリム







　エイク・ウェルドランの数少ない悪あく癖へきの一つとして、読書が挙げられる。

　もちろん読書、勉学が悪いわけではない。本はまだまだ貴重だが、立派な聖職者を志すエイクにとって知識の吸収は必ひつ須すともいえるし、エイクは義父と違ちがって書しよ籍せきを丁てい寧ねいに扱あつかう人間である。ではなにが悪いのか。

　のめり込みすぎるのである。

　おまけにそのまま寝ね入いってしまうこともしばしば。

　毎日の懺ざん悔げ室の仕事に加えて夜よ更ふけまで勉強などしていれば、それも当然ではあった。

　本を乱雑に扱う義父フォーグスとはまた違った悪癖に、そろそろ丘おかの上の教会にも慣れてきた修道女シルヴァや、手伝い妖よう精せいヘルミーネは何度も注意しているが、一向に直らない。人手が増えたためにエイクが本を読む時間も増えた、という事情もあった。

　シルヴァがエイクの寝ね床どこに潜もぐり込む回数が一向に減らないのは、そうしたエイクへの心配が裏にあるのかもしれないが、こればかりはシルヴァ当人にもわからないことかもしれなかった。

　今日も、寒さしのぎに毛布をまとい、そのまま文ふ机づくえで読書中に寝入ってしまったエイクの姿がある。

　いつもなら夜回りのヘルミーネが気付いて愚ぐ痴ちを言いながら寝床に連れて行ったり、寝ぼけたシルヴァが寝床に潜り込むかわりに床ゆかへと押し倒たおして一いつ緒しよに眠ねむってしまったりという一ひと幕まくがあるのだが、今日は二人とも、エイクの部屋を訪おとずれることはなかった。

　だがしかし。

　夜や気きの吹ふき込む窓から、別の来訪者はあったようだが。




　毛布の中の温あたたかい感かん触しよく。

　エイクは覚かく醒せいと同時、またか、と思った。今までも何度もあったことだ。

　シルヴァンシア・Ｌ・クーヴェリュード。エイクの住む教会で、修道女シスターを目指す女性。しかしその正体はサキュバスであり、淫いん魔まとして育てられた癖くせが抜ぬけないのか、修道女となった後も度たび々たび、自分の服を脱ぬいだり、エイクの服を脱がせたり、挙あげ句くにエイクの寝しん所じよにまで潜り込んでいる。

　今回もそれだろうと思ったエイクは、重い目ま蓋ぶたに抗あらがいながら口を開く。

「シルヴァさ……いえ、シスター・シルヴァ。起きてください」

　目を開ければ、飛び込んでくるのは暗くら闇やみ。曇くもっているのか窓からの月明かりもない世界。しかし、視覚に頼たよれないと判明したからか、次に研とぎ澄すまされた聴ちよう覚かくと嗅きゆう覚かくが、エイクに異常を伝えた。

　聴ちよう覚かくからは、女性の笑い声。しかも、二人。

　嗅きゆう覚かくからは、濃こく溜たまり、鼻び腔こうから喉のどにまで絡からむような、甘い匂におい。

「……な」

　危険だと思っても、身体からだが動かない。寝ね起おきゆえと思ったがそうではない。既すでにこの、濃のう密みつな香かおりを危険なまでに吸い込んでいたからだと、今いま更さら気付いた。頭に霞かすみがかかったようで、エイクは自分がなにをしていたのか一いつ瞬しゆん忘れかけた。

　この匂い。シルヴァから発される、男を惑まどわす匂いに似る。が、その濃さが尋じん常じようではない。

「ふふ、お目覚め？　それともまだ夢の中？　可愛かわいらしい子羊さん」

「ええー。まだ寝ぼけてる？　ほらほら、さっさと起きてよ。つまんなぁーい」

　毛布の中から、月明かりで金に光る髪かみがにゅうっと現れる。それも二人分。

　ご丁てい寧ねいに、生えている角までシルヴァとよく似ていたが、声は別人だ。ならば誰だれなのか。誰すい何かの声もあげられずに、エイクはされるがままだった。

「ふふ。初めまして、力なき人の子。神に頼たよるしかない若き殿との方がた？」

「はあい、見習い神父！　ええと、妹がお世話になってまあす」

　くすくすと笑う二人の女性だった。妹。そういえばシルヴァには、二人の姉がいたはず。

　二人がかりでエイクを押し倒たおす女性たちは、確かにその外見にはシルヴァと共通するところが多い。輝かがやく金きん髪ぱつ、頭部の角に、淫いん魔ま特有の露ろ出しゆつ度の高い衣服。もはや衣服というより、身体に黒布を張り付けただけと言ったほうが正しいのかもしれないが。

「動けない？　ふふ。では自己紹しよう介かいね。私はクーヴェリュード家の長女パトリシア。気軽にパティと呼んでいいわ。未み熟じゆくな身内が迷めい惑わくをかけていません？」

　ツインテールのシルヴァといった感じのサキュバスが、そっとエイクの顔に触ふれた。晩秋のせいか指先が冷たい。今まさにこの状じよう況きようが迷惑であると強く言いたかったが、エイクの口は水あめでも詰つめ込まれたかのような痛さがあった。

「ええ……っと。ボクはフェレンシア！　次女だよ。お兄さん、結構細いんだね？」

　そっと顔を近づけてくるのは、金髪を髪の後ろで括くくったサキュバス。のしかかるその身体は必要以上の熱を持っていた。やんわりとした態度のパティやシルヴァとは違ちがい、快活そうな態度のサキュバスだった。

　長女のパティのほうが、末っ子のシルヴァと似ている気もするが、肉体がまた違う。パティの身体は上うわ背ぜいがあり均整がとれているようだが、肉付きはさほどでもなく、特に淫魔とは思えないほどすらりとしている。一方、健全な性格と思える次女フェレンは、しかし胸や腰こしの曲線がシルヴァとよく似ていた。

　パズルのように、シルヴァのいくつかの要素を分解し、また二人に組み直したように思える。元々孤こ児じであり、兄けい弟てい姉し妹まいはすべて義理の関係であるエイクには、本当の姉妹とはこれほど似るのかというわずかな驚おどろきがあった。

「今日……は、どのような……ご用件、で？」

　重い頭と、何かがつかえたような喉のどから、どうにかエイクは声を発した。

　頭の中で鳴る警けい鐘しよう。なにしろ淫いん魔まが二人もいるのだ。耐たえられる聖職者がどれだけいるのか。そもそも、思考力や感情まで薄うすれそうな匂においの霧きりである。気付いたらすべて終わっていて、記き憶おくなどほとんどなく過あやまちを犯おかしてしまうかと思うと、もはや戦おののくしかない。

「ふふ、そんなに怯おびえないで。お姉さんたちは、ただご挨あい拶さつに来ただけですもの」

「ええ、そうそう。ボクたちの愚ぐ妹まいがお世話になってるからさ。迷めい惑わくかけてない？」

「私たちは淫魔。性と夢で人を堕だ落らくに誘さそう悪魔の眷けん属ぞく。ふふ、けれどあの子は落ちこぼれでしたの。それなのに、教会で修道女なんてやっていると聞いた時は、なんの冗じよう談だんかと思いましたけれど」

「ええ。お姉様。噂うわさだと人じん外がいの頼たのみならなんでも聞くお人ひと好よし神父ってことだったけど、まさか本当に淫魔を修道女にしちゃうとはね！　ボクも驚いて、あ、でも、感謝もしてるんだよ？」

　そもそもシルヴァがこの教会を訪おとずれたのは、一番上の姉からエイクの噂を聞いたから、ということだった。どのような噂を聞いたのだろう。次女フェレンの口ぶりだと、妙みような枝や葉がくっついている気がしてならない。
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「それは……ご丁てい寧ねいに、どうも」

　喉のどに水あめを流し込まれたような痛さにも、少しだけ慣れたエイクだった。

「どうですか、あの子？　ドジばっかりではありません？」

　長女パティが、エイクの耳に唇くちびるを寄せて問うた。背筋にぞくぞくとしたものが走る。この感覚は悪お寒かんであると、エイクは自分に言い聞かせた。

「た、助かって、います……」

「ええー？　本当かなあ？　でもそれなら、ちょっと良いこと教えちゃうよ、見習い神父様ぁ」

　今度はフェレンが、逆側がわの耳に顔を寄せた。温かな吐と息いきがエイクの肌はだに触ふれる。

「ふふ、警告よ。見習いの神父さん？」

「け、警告……？」

　むしろ今この瞬しゆん間かんが警告されるべき危機的状じよう況きようだとエイクは思うが。

「ええっと、数日後に、えーと？」

「ふふ、異い端たん審しん問もん官かん、よ」

「ええ、そうそれ、お姉様。異端審問官が来るんだってぇ」

「審問官……」

　今度こそ、悪寒がエイクを駆かけ抜ぬけた。淫いん魔まに耳打ちされた時の震ふるえではない。これは更に純じゆん粋すいな恐きよう怖ふだ。わざわざ淫魔の姉二人が警告に来るのもわかる。この警告はエイクにではなく、むしろシルヴァに対してのものだろうからだ。

　異端審問官。

　状況にもよるが、対応を間ま違ちがえれば被ひ害がいは甚じん大だいだ。たとえば竜りゆうはその存在自体が一つの災さい厄やくであるが、異端審問官の名もそれに近いと言える。

「それは本当、です、か……？」

「ふふ。悪魔に名を連ねるもの。噓うそと紛まがい物もので作られたリリスの末まつ裔えい・リリム。そんな私たちの言うことだもの、見習い神父様は信じたくないかしら？」

「ええっと、お姉様。そんなに意地悪なこと言っちゃだーめ！」

　長女パティの煙けむに巻くような言い回しを、次女フェレンが咎とがめる。こちらが何も言えないうちに、再びパティが囁ささやくような耳打ちをした。

「ふふ、噓なんて言いません。可愛かわいい妹のためでもあるのだから」

「……ありがとう、ございます。助かります」

　突とつ然ぜんの、深夜の来訪に驚おどろくエイクだったが。

　確かにその言葉、噓ではないと思えた。淫魔二人は噓をついたところで得をしないはずだが、逆にエイクたちにとっては非常に重要な情報だ。今すぐにでも対策を立てなければならない。

「ふふ、それは良かった」

「ええっとぉ、じゃ、お礼してもらっちゃおうかな？」

「……お礼、ですか。すみませんが、貧びん乏ぼうでして」

　金銭でも食物でも、教会らしい節約をしてようやくギリギリの生活をしているのが現状だ。礼などできるはずもない。

「ふふ、あらあら見習い神父様ったら、私たちが人に金銭を求めると？」

「ええ、お姉様。ボクたちがなにが欲しいかなんて、ね？」

「ふふ、そうねフェレン」

「あの、なにを……」

　するのか。

　声をあげる前に、すでにパティのほうがエイクの腹上に跨またがっていた。一いつ瞬しゆんの早はや業わざで、シルヴァもそうだが、淫いん魔まの閨ねやの技わざというのは、ただの悦えつ楽らくではなくそれだけである種芸術的な美しさを持っている気がする。体たいさばきが華か麗れいとしか言いようがない。

　エイクにとってはまったく歓かん迎げいできないことであったが。

「ふふ。私たちに一晩、無む抵てい抗こうをくださる、というのはいかが？」

「……でき、ません」

「ええー、できない人なんていないんだよ？　繁はん殖しよくするのは生物としての原理。ボクたちはちょこっとそのお手伝いをするだけで」

「サキュバスと、子を生なした事例は……聞きませんが」

　払はらいのけたくとも力が出ない。そうこうしているうちに、次女フェレンのほうがエイクの頭部側がわに回り、上半身を持ち上げる。後頭部に当たる温かい感かん触しよくは彼女の豊満な胸か、それとも大だい腿たい部ぶだろうか。どちらにしても、この感触に身を委ゆだねるわけにはいかないエイクである。

　ちなみにサキュバスの出産例はないが、その逆、インキュバスに孕はらまされた例は度たび々たび聞く。そのうちのどれだけが捏ねつ造ぞう話かは不明だが、一応、淫魔と人間で子は出来るのだろう。

　サキュバスが、父親のあずかり知らぬところで子を産むだけか。ならば人知れず、淫魔と人間の子は意外にたくさんいるのかもしれない。

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶ。誰だれが誰の親かなんて、淫魔の社会では気にしませんもの」

「ええ、そうそう。ボクたちだって父親全部違ちがうかもしんないし？」

「ふふ、お母様から生まれたということだけね？　似てないところがあるかも」

「ええ、お姉様とか！　特に胸が！」

「八やつ裂ざきにするぞ愚ぐ妹まいが」

　エイクをそっちのけで話を進める二人だった。一瞬だけ豹ひよう変へんしたパティだが、すぐに微笑ほほえみ顔がおに戻もどり、エイクの胸むな元もとを撫なでてくる。前後を淫魔に挟はさまれて、身動きのとれないエイクは、二人の淫魔に翻ほん弄ろうされるしかない。

　後方のフェレンも、一見エイクの身体からだを支えているようで、さりげなく両肩かたを押さえ、拘こう束そくしている。普ふ段だんであれば簡単に振ふり解ほどけただろうが、淫魔の匂においで力の出ないエイクにとっては腕うでを縛しばられたに等しい。

「ふふ、まあいいわ。胸がなくても殿との方がたを悦えつ楽らくさせることなんて訳もないもの」

「ええっ、でもお姉様。この人、シルヴァと一いつ緒しよにいるくらいだし、巨きよ乳にゆう派じゃないのかな？　ボクのほうが喜ばれるかもよ？」

「ふふ、大だい丈じよう夫ぶ。一晩で、私のような乳でないと反応しない身体からだにしてあげるから」

　好き勝手に言われた挙あげ句く、妙みような性せい癖へきまで植えつけられたらたまったものではない。が、エイクには現状、この状じよう況きようを打破する方法が浮かばない。

　以前、シルヴァに押し倒たおされた時に使ったハーブを用意していないのも失敗だ。シルヴァはこまめにハーブの精油を利用しているため、最近は匂においでエイクが惑まどわされることも少なかった。まさかそうして油断した折に、他ほかの淫魔に襲おそわれるなどとは思わなかったエイクである。

　こういう時は罵ば倒とう語を浴びせて追い払はらう、という対処法もなくはない。

　が、この二人は淫いん魔まとして場ば数かずを踏ふんでいるようだし、通用しない気がした。ではなにが効くのか。聖水。十じゆう字じ架か。聖書などか。教会であるからにはもちろんあるが、常に肌はだ身み離はなさず持っているわけではなかった。

「ふふ、不思議ねえ見習い神父様？　同じ宗教でも、今は教派が随ずい分ぶんと分化してしまったのではない？　同じ神を奉ほうずる人の子だというに、その教えは何故なぜ違ちがうの？　新しい教えだと、聖職者の妻帯も認めると聞いているけれど？」

「……詳くわしい、ですね、パトリシアさん」

「ふふ、パティと呼んでくださいな」

「その通り、ですよ。パティさん」

　淫魔といえど聡そう明めいなのかもしれない。

　いや、シルヴァが少々抜ぬけているところがあるにしても、賢かしこく献けん身しん的な女性であることを考えれば、それより長く生きているはずのパティが聡明なのは当然か。次女のフェレンは『難しい話してるねー』などと言いながらエイクに自分の胸を押し付けているところを見ると、単なる個性なのかもしれなかったが。

「純潔など……教えが変われば、守る必要がないかもしれません。異教どころか、同じ宗教の中でも、そうです……笑ってしまいますよね」

「だったら」

「でも、決めたん、ですよ」

　パティの言葉も一理あるかもしれない。エイクもこの先の人生で、考えを絶対に変えないとは言い切れない。もしかしたらいずれ、今こうして修道していることを、バカなことをしていたと笑う時がくるかもしれないが。

「すみませんが、今、考えを変えたくはない……と思っています。ましてや誘ゆう惑わくの声で……」

「ふふ、悪魔や淫魔が、お嫌きらい？」

「僕は……ええと、色々ありましたので……悪い人ばかりではないと知っていますが」

「ふふ、嬉うれしい」

　二人の淫いん魔まがくすくすと笑う。

「でもそんなことを聞いたら、ますます堕だ落らくさせたくなってしまいます」

「ええ、お姉様、そうだよね？　だってボクたち、淫いん靡びなる血族、性愛のリリムだもの」

　口づけをせんとばかりに寄せられたパティの顔に、エイクは泣きたいような気分になった。どうやら決意表明のつもりが、相手に火をつけてしまったらしい。

　元から不道徳な聖職者より、敬けい虔けんな信徒のほうが堕落させ甲が斐いがあるということか。

「まあ……そうなりますよね」

「ふふ、もちろんです。では見習い神父様、たっ……ぷりと、頂きますね」

「……見逃のがしては、もらえませんか」

「だぁめ♪」

　実に楽しそうな声。エイクは必死に腕うでだけでも動かそうとするが、背後のフェレンの拘こう束そくは巧こう妙みようだった。抜ぬけ出せない。

「やめて、ください……！」

「頂きますわ」

　パティの唇くちびるがエイクに近づく。

　もうダメか、とエイクが思わず甘い匂においに堕落しそうになった、その瞬しゆん間かんだった。




「──そんなの許しませんわよっ！」




　部屋の扉とびらが開く。

　それと同時に飛び込んで来た白い影かげを、エイクは見た。

　影は月明かりに照らされ、素す早ばやい動作で得え物ものを振ふり回す。身軽な淫魔姉し妹まいはエイクから離はなれ、その攻こう撃げきをあっさりとかわしたが、身体からだの自由が利きかないエイクはその一撃を脳天に受けてしまった。

「ぐっ」

「おっと──申し訳ありませんです、慣れていなくて」

　エイクに当たったのは、モップの柄えであった。

　飛び込んで来た白い影、教会に居い候そうろうする妖よう精せいヘルミーネは、モップをくるくると回転させて淫魔を威い嚇かくする。まるで棒ぼう術じゆつのようだが、所しよ詮せん古いモップなので威い力りよくはたかが知れている。

「家事手伝い妖精に武器など扱あつかえませんです。エイク、立てますです？」

「いえ……今はちょっと」

「まったく世話の焼ける半人前でありますです」

　文句を言いながらもどこか嬉うれしそうなヘルミーネであった。基本的に家事や、世話をする行こう為い自体に喜びを覚える性質らしい。部屋を散らかす悪あく癖へきは未いまだ治っていないが、それを差し引いても教会一番の働き者であることは間ま違ちがいない。

「お、お姉様！　エイク様になんてことしてますの！」

　駆かけつけてくれたのはヘルミーネだけではないらしい。

　修道服に身を包んだ美女。淫いん魔ま姉し妹まいの末っ子シルヴァンシアが、姉二人を詰きつ問もんしていた。

「ええー？　ちょっと警告しただけだよシルヴァ。そう怒おこんないでよ」

「ふふ。貴女あなたのお世話になっている殿との方がたがどんな人なのか、ちょっと見てみたかっただけよ」

「ここは神聖な教会ですわ！　淫魔の来るところではありません！」

　よく言う、とヘルミーネが小声で呟つぶやいた。シルヴァの盛大な棚たな上あげぶりに、パティやフェレンも苦笑気味だ。

　突とつ然ぜんの二人の登場だったが、エイクにはなによりありがたい。ヘルミーネが二人の淫魔を威い嚇かくしてくれたおかげで、エイクの鼻び腔こうに届く香かおりもわずかに薄うすれた気がした。

「お二人とも、どうしてここに……」

　甘すぎる匂いでまだ喉のどが痛い気もするエイクだったが、どうにか声を出すことができた。意識も徐じよ々じよにはっきりしてくる。

「あの色ボケ竜りゆうの時と同じでありますです。教会の異変であれば自分が気付きますですし、怪あやしげな吸精の術であれば、淫魔も察しますし耐たい性せいもある。まだ童どう貞ていでいられて良かったでありますですね、神父？」

　以前、守護竜が暴走したことを思い出すエイク。あの時も、変事に真っ先に気付いたのはヘルミーネであったし、シルヴァも眠ねむらされていたが状じよう況きようは覚えていた。

「わたくし、もう実家とは関係ありませんわよ！　わざわざ来ないでくださいな！　ましてやエイク様に手を出すなんて……」

「ふふ、着き替がえを取りに家に戻もどって来るくせによく言うわ」

「きっ、着替えなしではいられませんもの！」

「ええ、そう、そうだよね。女の子だもんねー？」

　ニヤニヤしている姉妹と、からかわれている末妹。概おおむね、地じ獄ごくにあるという彼女たちの実家でも似たようなやり取りをしているのだろうと思わされた。

「とにかく！　エイク様は立派な聖職者を目指しているのです！　絶対なびきませんわよ！」

　シルヴァはそう言ってくれるが、エイクには自信がなかった。さっきまでは誘ゆう惑わくに乗る乗らない以前の問題で、完全に身体からだの自由を奪うばわれていた。シルヴァたちが助けに来てくれなかったら危なかっただろう。

「ふふ、羨うらやましいわ。信しん頼らいされて」

「ええ、お姉様。ボクたちなんか邪じや魔ま者扱あつかいだよ？」

「ふふ、ではこれでお暇いとましようかしら。ねえ、神の下げ僕ぼく様？　いかに悪あく魔まの警告といえど、いえ悪魔のものだからこそ、心に強く留めておいてね？」

「ええ、その通り。それじゃシルヴァ、元気でやんなよっ」

　パティが意味ありげに微笑ほほえみ、フェレンが手を振ふる。シルヴァが後を追おうとするが、素す早ばやい淫いん魔ま二人は、するりと蛇へびかなにかのように、エイクの部屋の窓から出て行ってしまった。

　ばさりばさりと、静かな深夜に翼つばさの音が響ひびく。

　闖ちん入にゆう者としては、あまり歓かん迎げいしたくない類たぐいの二人であったが、しかしそれ以上に。

「まったく好き勝手に……」

「シルヴァさん」

　しばらくは姉たちの出て行った窓を見ていたシルヴァだが、やがて目を伏ふせて振り返る。

「あ、あの、申し訳ありませんわ。エイク様。わたくしの身内が、やりたい放題」

「本当なのです。私もいるこの教会で、淫魔などに好き放題ヤられてはたまったものではありませんです。というかあなたも気をつけないと、姉たちと同類になりますですよ？」

「い、一番好き放題している居い候そうろうには言われたくありませんわっ」

「これでもしっかり働いていますです」

「二人とも、喧けん嘩かは、そのくらいで」

　相変わらず相性が良くない。が、今はゆっくりしていられなかった。淫魔の匂においが薄うすれた部屋で、エイクはヘルミーネから離はなれ、自分で立つ。まだ頭が重いうえに、夜中に起こされたので寝ね不ぶ足そくだが、そんなことも気にしていられなかった。

「すみません、ヘルミーネさん、神父を起こしてもらえますか？」

「は？　こんな夜中に……」

「緊きん急きゆう事態なので」

　半ば引退しているようであっても、この教会の主である義父。少なくとも真っ先に報告しなくてはならない。この教会だけでなく、ジェントという街にとっても大おお事ごとだ。

「すぐに、対策を立てなくてはなりません……二人とも、申し訳ないですが、お手伝いを」

　二人はまだ戸と惑まどった様子だったが、エイクの様子が普ふ通つうではないと察したのか、やがて頷うなずいてくれた。頼たよりになる、とエイクは思う。今はとにかく、フォーグス神父と今後の相談だ。

　慌あわただしくなる。懺ざん悔げも祈いのりもする時間はなさそうだ。

　エイクだけでなく、この教会にいる者の、誰だれにとっても。













　　一人目．異い端たん審しん問もん官かん







　フォーグスによって、ジェントの住民へと伝えられた審問官来訪の報。その事実の確かく認にんは、速すみやかに行われた。

　自警団が、もっとも近い街へ早はや馬うまを走らせた。未明に出発した使者は、昼前にはジェントへと戻もどった。それによれば、確かに王都から審問官を名乗る者が、道中の街で宿をとりつつ、ジェントへと向かっているとのことだった。

　冬も近いジェントを、その一報は騒そう然ぜんとさせた。

　大聖堂の聖職者、および自警団が協同態勢となり、街の各所で厳重警けい戒かいが行われる。自警団員が見回り、審問官に目をつけられそうな点を指導するとのことだった。

　それはもちろん、エイクたちの教会も例外ではない。

　いや、それどころか、もっとも警戒しなくてはならないのが、エイクたちだろう。

「あの、エイク様……」

「なんでしょうか」

　エイクが行っているのは、食堂の掃そう除じだった。しまってある食材の位置を変え、野菜や豆などを目のつきやすい場所に。干し肉などは奥にしまう。街で売るためのリキュール類も目立たぬように整理する。肉や酒があったとしてもすぐに異端者扱あつかいはされないだろうが、念のためだ。ここは敬けい虔けんな教会だと思わせなくてはならない。

　いや、実際、ここはごくごく普ふ通つうの教会でしかない。咎とがめられることなどなにもない。

　理り屈くつの上では。

「わたくし、どこかに隠かくれていたほうが」

「いけません。それをすると、万が一発覚した時、『隠すような理由があるのだろう』と咎められる恐おそれがあります。やましいことなどないと証明するなら、シスター・シルヴァもいなくてはいけません」

「そういうものですか……」

　食堂にある暖だん炉ろの前で、丸くなって寝ねているアザンレニュイがふがふがと息を漏もらす。寒くなってきたせいか、この火か竜りゆうは食堂で暖を取ることが多かった。

「それに、シスター・シルヴァは一応、角や尻尾しつぽは隠せますから」

「素す性じようが不明確で、異端だと告発されませんか？」

「…………」

　沈ちん黙もくするしかないエイク。シルヴァは一気に涙なみだ目めになった。泣なき癖ぐせは一向に直っていない。

「や、やっぱりわたくしが皆みなさんにご迷めい惑わくを……！　こ、こうなったらわたくし、淫いん魔まとしてその異い端たん審しん問もん官かんをからからに搾しぼり殺しますわ……！」

「シルヴァさん！　だからそう自棄やけにならないでください！　あとすぐパニックになって脱ぬがないで！　大だい丈じよう夫ぶですから！　危険があるのはシルヴァさんだけではないんです！」
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　教会内の重圧に耐たえられなくなったのか、すぐに服を脱ぎだすシルヴァ。もちろんサキュバスがシスターなどやっていれば告発されるだろうが、問題はもっと根本的な部分にある。

　出て行こうとするシルヴァの服を摑つかみながら、頭を悩なやませるエイクだった。というかこの状じよう況きよう、他人から見るとエイクがシルヴァの服を脱がしているように見えるかもしれない。

「……騒さわがしいな」

「神父。それにジェシカ」

　食堂に入って来たのは、杖つえをついたフォーグス。そしていつものようにバスケットを持ったエイクの義ぎ兄妹きようだい、ジェシカだった。普ふ段だんから気の強いジェシカだが、食堂に入って来るなりシルヴァを見て呆あきれた顔になる。

「また脱いでんの、アンタは」

「ま、またとは失礼ですわっ！　そんな頻ひん繁ぱんでは、ない、と思いますけど……」

「なんか見る度たび、半脱ぎの気がするわ」

　ジェシカは厳しく言いながら、バスケットをテーブルの上に置いた。布が被かぶせてあるが中身は間ま違ちがいなくパンだろう。ランブルのパン屋は、ジェントでも評判が高い。

「エイクも、そんな怖こわい顔して。朝も食べてないんだって？　ちょっと腹ごしらえしなさいよ。審しん問もん官かんが怖いのはわかるけど」

「あの、エイク様、わたくしのせいで……」

「アンタのせいじゃないわよ。そうでしょ？」

　エイクは頷うなずいた。シルヴァのことも懸け念ねんではあるが、それだけではないのだ。

「なにが魔ま女じよ狩がりの発ほつ端たんとなるか、わかりませんから」

「ま、とにかく食べなさいよ。神父も」

「うむ。頂こうか」

　エイクは椅い子すを引いて、フォーグス神父を助ける。以前、守しゆ護ご竜りゆうの一件で久々に剣けんなど振ふるったせいなのか、腰こしが痛いらしい。ジェントまでの往復も杖つえを使っていたが、神父の性格だとそのうち無理をしそうなのがエイクにとって不安だった。

「街の様子はどうですか、神父」

「自警団と、大聖堂の人間が飛び回っている。どこで文句を言われるかわかったものではないからな。対策に皆みな大おお忙いそがしだが、儂わしができることはないだろう。対処法は、皆わかっているはずだ」

　フォーグス神父がいるだけで安心感が違うのでは、とエイクは思ったが、確かに実務的な意味での役割は小さいのかもしれない。

「あの……」

　パンを小さくちぎりながら食べるという、いかにも箱はこ入いり娘むすめのような仕草をしつつ、シルヴァが口を開く。

「やはり異い端たん審問官というのは、恐おそろしいものなのですか？」

「我々の敵だ」

　フォーグスが、それこそ得え物もので斬きるかのように告げた。誤解を与あたえそうな表現だが、間違っているわけでもないのでエイクも説明に困るところだ。

「……まあ、敵というのはちょっと大げさかもしれませんが、多大な警けい戒かいを要するという意味では、同じなのかもしれません」

「はあ、でも、教会の偉えらい方なのでは……？」

「おそらくシスター・シルヴァが聞きたいのは、異教と異端の違いかと思います」

「？」

　シルヴァが小こ首くびを傾かしげた。まあそれはまだ良いとして、ジェシカまで一いつ緒しよに『なに言ってんのエイク』という顔をするのはやめてほしかった。仮にも教会にいた頃ころは修道服を着て、聖典について学んでいたはずである。

「異教とは、我々と別の神を奉ほうずること。ですがそれこそ、十字軍の遠えん征せいでもない限り異教徒の国には辿たどり着けませんから、ここでいう異教とは、我々の教義、そこに作られる社会の規き範はんに、そもそも入っていないことを指すべきと思います。たとえば妖よう精せいのイザーナさん、ヘルミーネさんがそうでしょうね」

　丁度、食堂にヘルミーネが入って来る。自分の名前を呼ばれたヘルミーネが、訝いぶかしげに目を細める。食事の気配を察してミルクを持って来てくれたらしい。優ゆう秀しゆうな家事手伝い妖精だが、エイクの信ずる神をどうでもいいと思っているフシがある。そういう意味では異教の存在と呼べる。

　ちなみに、妖精とは洗礼を受けずに死んだ子供が変へん化げした存在だ、という説がある。妖精にも様々な種類がいるために、いまいち信しん憑ぴよう性の乏とぼしい説だが、妖精を異教の存在と感じるからこその考えだろう。

「守しゆ護ご竜りゆうとして扱あつかわれたレニュイや、僕らの教義の上で敵とされる悪あく魔ま、つまりシスター・シルヴァ。お二人は、我々と同じルールの中にいます。だから悪魔であっても、それは我々の神の敵対者という意味での悪魔ですから、異教ではないんです」

「同じ畑で穫とれた葡ぶ萄どうは、出来が良いものも悪いものもある。しかし隣となり町まちで穫れた葡萄と同じ味にはならない。葡萄酒に変わっても同じ樽たるに入らぬ。そういうことだ」

　既すでにジェシカは話に飽あきているが、シルヴァは興味深そうに頷うなずいていた。なるべく、悪魔や淫いん魔まを悪く言わないように気をつけつつ、エイクは話を続ける。

「神父の言う通りです。そして、同じ畑の葡萄を観察し、良い実と悪い実を選別するのが、異い端たん審しん問もん官かんの仕事、といったところでしょうか……」

　フォーグスがなにも言わずにパンをかじるので、エイクの比ひ喩ゆは概おおむね正しいようだった。

　隣町の葡萄畑には目もくれず、自分の街の葡萄をひたすらに選果するのが審問官だ。教会という同じ組織に属する者の敵。聖典を知り、神を奉ほうずる者の敵だ。

「名目上は教徒でありつつも、神の意図に反する行いをすることを、異い端たんと呼ぶんです。そのために、多くの人が魔女や異端だとして処しよ刑けいされました」

「あのさあ、間ま違ちがってたら教えてほしいんだけど……それってつまり、淫魔のくせに修道女になってるシルヴァより、聖職者なのに淫魔と生活してるエイクや神父のほうがヤバいんじゃ……」

　ジェシカがどこか恐おそる恐る言う。シルヴァも青い顔に変わった。

「条件は皆みな同じだと思いますよ。審問官の裁量一つ、というところもありますから」

「結局のところ、悪く解かい釈しやくすればどのようにもできるのだ。どこにでも文句をつけられる恐おそれがある。我々がするべきは、審問官殿どのの信しん頼らいを得て、なるべく気分良くお帰りいただくことだ。そうだな、エイク？」

「はい神父」

　細かいことを言えばキリがない。生活していくうえで、必ずしも聖典に忠実ではいられない。

　なにしろ住人だけ見ても、聖職者が男女で共に生活しているし、妖よう精せいや竜りゆうといった居い候そうろうがいるし、といった具合だ。エイクが夜に開く懺ざん悔げ室が理由だと言っても、使命感に燃えた審しん問もん官かんには届かないかもしれない。

　特に懸け念ねんの種はシルヴァだ。それは間ま違ちがいない。

「だが、シスター・シルヴァは確かに怖こわいな。発覚すれば火あぶりあたりが妥だ当とうかね」

「あの、神父様、わたくし悪あく魔まですし、ちょっとくらいの火なら……」

「ここにいる全員、教会に悪魔を連れ込んだ異い端たん者として処されるかもしれん。それに処しよ刑けいまではいかなくとも、拷ごう問もんによって共犯者の告発まで要求される。だから魔女狩がりは怖こわいのだ」

　まず異端者は拷問され、共犯者の名を挙げることを強要された後、処刑される。とある魔女狩りの手順が書かれた本をよくよく読むと、たとえどのような手続きを経ても、告発者は最後に処刑されることになるのがわかる。しかも書いたのが高名な聖職者なのだからタチが悪い。

　そうして、恐きよう慌こうは伝染し、処刑の連れん鎖さは途と絶だえない。

　村一つを滅ほろぼすという点では、魔女狩りも疫えき病びようや飢き饉きんと大差がない。もっとも、魔女狩り賛成派にとっても、これらの本に書かれた手順はバカバカしいと思われたらしく、軽い拷問や処しよ罰ばつで済まされる例も多々あると聞くが。

「審問官の性格にもよるが、シスター・シルヴァは最も警戒するべきだ。ジェシカも、うっかり外で言わぬようにな」

「もう子供じゃありません、神父。そんな大事なこと、迂う闊かつには言いません」

　いまいちジェシカとシルヴァの関係がわからないエイクではあったが、守護竜の一件以降、どうも互たがいに妙みような信しん頼らい感のようなものが生まれている気がした。

「ヘルミーネもレニュイも、よろしくお願いします」

「審問官の前ではわざわざ言いませんです」

　フォーグス神父のカップにミルクを注ついでいたヘルミーネは、そっけない返答。

　一方、守護竜アザンレニュイは、暖だん炉ろの前で丸まったまま動かない。冬とう眠みんをすると言っていた気もするから身体からだが動かないのだろうか。それとも、以前、よこしまな目的でシルヴァらを拐かどわかそうとした時に奪うばった宝石が原因だろうか。

　ちなみにその宝石は、エイクが胸に下げていた。それだけではよくないので、鳥とり籠かごを模もしたアクセサリーの中に入れてある。歩くと、中の宝石が揺ゆれてちきちきと鳴るのが心地ここちよかった。

「レニュイ、聞いていますか」

「……寒い」

「火か竜りゆうが寒がらないでください。暖炉の前にずっといるくせに」

「はぁ、いいよねえ人間は。こちとら体温ちょーせつに気を遣つかうんだよ？　暖炉の前くらいいさせてよ」

　人間など及およびもつかない力を持つ竜りゆう種しゆのくせに、人間を羨うらやましがるレニュイである。

　しかし尻尾しつぽの先せん端たんを頭に寄せ、その中で器用にうずくまるレニュイは、竜りゆう人じんというよりとぐろを巻いた蛇へびのようにも見える。翼つばさを折おりたたんでいるのは熱を逃にがさないためだろうか。

「レニュイも異端と告発される恐れがあるんです。シスター・シルヴァのように角などを隠かくせないのですから、尚なお更さらに」

「その時は火でも吐はいて灰にしちゃう？　手っ取り早いよ？」

「…………だ、ダメです」

　答えるに間があったエイクだった。ジェシカのじとっとした目が背中に刺ささる。

「それが最良かもしれんぞ、エイク」

「神父まで！　ダメですから！」

　一いつ瞬しゆんそれもアリか、などと思ってしまうエイクだったが、それほどまでに異い端たん審しん問もん官かんというのは厄やつ介かいなのだ。社会の悪を消し去ろうとする神の使徒のはずが、その理念と意識はいとも容易たやすく暴走し、人の些さ細さいな悪意や欲望とない交ぜになって処しよ刑けいの連れん鎖さを引き起こす。

「とにかく、シルヴァさんの秘密は厳守。素す性じようは僕と同じ、神父に拾われた孤こ児じで通します。レニュイのほうに目をつけられた時は、また別で対策を考えましょう。灰にするのはともかく、竜の力を見せて脅きよう迫はくするくらいは選せん択たく肢しに入れるべきと思います」

　聖職者が脅迫などと言うのもどうかと思ったが、それほどまでに緊きん迫ぱくした事態なのだ。フォーグス神父もうんうんと頷うなずいている。

　審問官に目をつけらたらこちらが灰にされかねない。脅迫くらいならやむを得ないと思われた。

「面めん倒どうだねえ」

　ごそごそと、暖だん炉ろの前でわずかな身じろぎをしながら、レニュイが呟つぶやいた。

　今ばかりは、レニュイの怠たい惰だな発言にも同感せざるを得ないエイクだった。




　数日後、丘おかの上の教会に客人が訪ねて来た。

　それは今にも雪が降りそうな曇どん天てんの日であった。寒さのあまり、教会の面々はレニュイでなくとも、食堂にある暖炉の前に集まり、それぞれに暖を取っていた。寒さのせいか交かわされる会話もあまり続かない。

「──失礼するである」

　そこへ現れたのは、旅装の女性であった。長い銀ぎん髪ぱつ。そして革かわ製の眼帯がまず目に入る。

　ヘルミーネに案内され、食堂まで来たその客人は、どこか平板な口調で話を始めた。

「少し尋たずねたいのであるが……ここはジェントであるか？」

　女性の口調は硬かたい。妙みような質問の仕方だなとエイクは思った。しかし街かい道どう上にある教会では、ジェントへの道を尋たずねられることも多い。この女性もそうなのかなと、漠ばく然ぜんと考えるだけだった。

　道を聞くために、食堂にまで来る必要はないと思われたが。

「いえ、ジェントは街かい道どうを行けば着きますよ。すぐそこです」

「む？　ああ、いや、そういう意味で問うたのではないのである。この教会が、ジェントの所属になっているのかと聞いたのだが」

「所属……ですか。扱あつかいとしては、ジェント大聖堂に属する特別礼拝堂となります。実態は少々異なりますが」

　つまり大聖堂の離はなれという認にん識しきだ。もちろん、実際は大聖堂の人間と頻ひん繁ぱんな行き来があるわけではないので、説明が難しい。が、この女性が聞いているのは書類上でどう扱われているか、ということだろう。

　いやに専門的な質問に、エイクは嫌いやな予感がした。既すでに同じ質問をヘルミーネにしたのだろうが、彼女は答えられなかったのかもしれない。

「なるほど。いや、ここに教会などなかったはずであるからな。覚えがなかったのはそういう理由であったか」

「……失礼ですが、どこかの聖職の方でいらっしゃいますか？」

　エイクはなんとなく、どのような答えが返ってくるか予想しつつも、そう尋たずねた。眼帯の女性は外がい套とうを翻ひるがえしながらも、表情を変えない。

　フォーグスやシルヴァが、警けい戒かいしつつ彼女を見ているのがわかる。

「王都から来たである。名をアガタ・カバナーという」

「アガタ様」

「呼び捨てで構わないである。見たところ年もそう変わらぬ……こちらも異い端たん審しん問もん官かんの資格を持っているだけで、ただの修道女であるから」

「はあ……」

　眼帯で覆おおわれていない側がわの目は、鋭するどい。ただの修道女のはずがなかった。

「ここまで、もしや歩きで？」

「馬で来ては、見逃のがすことがあるかもしれぬである。王都の教会の命めいでこの地の調査に来たゆえ、どのような些さ事じも報告する所存である」

　女性の審問官。更さらに言うならば女性でそのような大命。タダ者ではない。

　外見は少し小こ柄がらだが、きりっとした様子。背には大きな荷を負い、黒い外套をまとう。銀ぎん髪ぱつは頭の後ろで括くくる。外套のせいで体格はわかりづらいが、背筋を伸のばした態度には、フォーグス神父やイザーナのような武人に似る雰ふん囲い気きがある。

　足を見れば、靴くつ紐ひもを固く締しめたブーツだった。歩いて来たというのは噓うそではないのだろう。

　シルヴァはからからに搾しぼり殺すと言ったが、この女性が相手では厳しいかもしれない。もちろん同性だからという理由もあるし、この毅き然ぜんとした態度では逆に悪あく魔ま祓ばらいされかねない。

「こちら、責任者は」

「儂わしだ。フォーグスという。長旅で疲つかれたであろう、今、食事を──」

「お気き遣づかいなく」

　気遣うなと言いつつ、アガタが席に着く。それはいい。

　問題は、アガタの背負っていた背はい囊のうが、ひとりでにその背を離はなれ、彼女の横に浮かんだことだった。

　ふよふよと、浮いている。

　初めは、エイクの見間ま違ちがいかと思った。

　が、隣となりのフォーグスやシルヴァも目を見張っている。アガタは一いつ切さい外套からその手を伸のばしていないのに、勝手に浮かぶ荷はまるで生き物のようだ。周りを見れば、悪あく魔まや妖よう精せいまでもがその光景に驚おどろいている。彼女たち人じん外がいが、なにかしたというわけでもなさそうだ。

「あの……」

「どうかしたであるか。そのような顔をして」

「その荷物は」

「？　なにか？　自分は故ゆえあって両手を使わぬ。が、天使様の力を借りれば造ぞう作さもないである」

　ぼす、と背囊が床ゆかに置かれた。アガタはなにが不思議なのかわからないという態度。

　おかしい。

　異い端たん審しん問もん官かんが来るのは覚かく悟ごしていた。だが、女性で、しかも馬も使わぬ奇き特とくな人物とは思わなかった。そしてそれ以上に、この異常な能力は。

「天使様、と仰おつしやいましたか」

「うむ。自分には、天使様の声が聞こえるである」

　どうしたものか。いかに聖職者といえど、天使の声が聞こえるなどと言うならば、疑ぎ惑わくの眼まな差ざしを向けるしかない。まあ、淫いん魔まと暮らしているエイクなので、あまり人のことは言えないが。

　そういえば、エイクの懺ざん悔げ室、悪魔や精せい霊れいは訪おとずれても、未いまだ天使が来たことはない。神に仕える天使が、わざわざエイクに懺悔をするはずもないのだから当然だが。

「まあ、貴き殿でんらに関係ないことであったな……おお、申し訳ない」

「いえ、ごゆっくりどうぞでありますです」

　ヘルミーネが、アガタの前にミルクのカップを置く。それはいいのだが、やはりカップは勝手に浮かび上がり、アガタはそれを何事もないかのように啜すする。

　見えない天使の手でもあるかのようだった。

　アガタは一切カップにも触ふれていないし、外がい套とうの下でなにか手品をしている様子もない。

　とりあえず、エイクたちは簡単に自己紹しよう介かいを済ませる。名前と、簡単な役割だけ。フォーグスが教会の責任者であり、エイク、シルヴァ、ヘルミーネはその手伝いをしているということ。アザンレニュイについては、その外見があるため誤ご魔ま化かしも効きかず、ジェントの守しゆ護ご竜りゆうだということを正直に話すしかなかったが。

「うむ。紹しよう介かいご苦労。自分はアガタ。先ほども言った通り、王都の教会の命めいで来た。とある噂うわさを聞いてな」

「う、噂、ですか」

　シルヴァが早さつ速そく青ざめる。エイクの声も上うわずった。ヘルミーネの話によれば、妖よう精せいや精せい霊れいの間では、懺ざん悔げ室の見習い神父が淫いん魔まを囲っているという不ふ名めい誉よな噂が広がっているらしい。

　同じ話が、人の世で広がってなければいいのだが。

「うむ。ジェントという都市で、守護竜祭という異い端たんの祭りが行われていると。なんでも収しゆう穫かく祭に名を借りた、竜を崇あがめる祭典であるとか」

「……守護竜祭？」

　自分の名を聞いて、暖だん炉ろの前のレニュイがぴくりと顔を上げた。祭りの名に、エイクはようやく納なつ得とくする。

　考えてみれば当然だ。神父ですらないエイクの噂が、仮に王都まで届いていたとしても、それだけのためにわざわざ審問官が動くはずがない。もっと大きな、それこそ街単位の疑ぎ惑わくがなくては。

　だがしかし、また別の疑問が浮かぶ。街単位の異端疑惑に、何故なぜ、女性審しん問もん官かんがたった一人で来たのか。

「そちらの半竜様が、件くだんの守護竜ということでよろしいであるか？」

「まあ、そうだけどぉ？」

　久ひさ方かたぶりに、レニュイが身体からだを起こした。暖炉の前に胡坐あぐらをかく。頭をかきながらも、アガタを見つめる目は油断していない。一方のアガタも、隻せき眼がんでしっかりとレニュイを見つめている。

「何故、ジェントの大聖堂ではなく、こちらの教会に？」

「別にぃ。ここの人たちは親切だし。妾わらわみたいなのがいつも街の中にいたら、皆みなに迷めい惑わくでしょ？」

「ふむ。であろうな？」

「でも巣すのある湖は、ちょっとジェントから遠くて。守護竜として見守るに、ここは丁度いい場所だから、楽しく過ごさせてもらってるよ？　なにか問題ある？」

　アガタは首を振ふり否定する。レニュイの言葉にはかなりの噓うそがあり、実際は違ちがった。

　本当は、同性を好むレニュイが、シルヴァやジェシカを拉ら致ちしようとしたのだ。しかしその目もく論ろ見みは失敗し、エイクに額の宝石を奪うばわれ力の大半を失った。その結果としてエイクの傍そばを離はなれられず、教会の居い候そうろうとなっているのが現実である。

　が、それを正直に言って、アガタに良い印象を持たれるとは思えなかった。ならばレニュイの答えも、この場合は正解だ。

「……先ほどから、もしや自分、敵意を持たれているであるか？」

「あ、アガタ様。わたくしたちはそのような……」

「構わぬ。ゆっくり来たゆえ、審しん問もん官かんが来る報はどこかから聞いたのだな。まあ歓かん迎げいされるなどと思って来たつもりもないが……まず理解してほしい。自分、決してこの地で魔ま女じよ狩がりをしようなどと思ってはいないである」

　アガタは隻せき眼がんを閉じ、由来不明な力で浮かべたカップに口をつける。

「そもそも、勘かん違ちがいされがちだが、王都の教会では魔女狩りを推すい奨しようしていないである」

「……本当ですか」

「本当もなにも、魔女狩りなどしても教会に益がない。費用も人員も必要なうえに、やっていることはただの虐ぎやく殺さつ。まあ告発された者の財産を目当てに処しよ刑けいを繰くり返していた愚おろかな聖職者もいたようであるが……少なくとも中央は、いたずらに信徒を怯おびえさせる魔女狩りには慎しん重ちような意見が多い」

　エイクが、我知らず息を吐はいた。理り屈くつが通じないような者であればどうしようかと思っていたが、アガタは少なくとも、虐殺を否定する、ごく真っ当な審問官であったらしい。人間であれば当然のことだが。

　──天使様の声が聞こえる、というのが少々気になるものの。

「王都教会の司教様も、時折田舎いなかで起こる魔女狩りの件には心を痛めておられる。教会本部が各地の教会および聖職者を統とう率そつできていないとされ、非難を受ける。ましてや、他の教派も台頭し始め、今は教えを改めて正さねばならない時。魔女狩りという名の虐殺は止めねばならないである」

「逆もあろう。他教派との争いがあるからこそ、魔女狩りを使って異い端たんを粛しゆく清せいし、我ら教派が正しくなければならないと示す方法もある」

「そういじめないでほしいであるな、神父殿どの。少なくとも自分の目的は違うである」

　元傭よう兵へいだったフォーグスは当然ながら、アガタもまるで戦場の経験があるかのように眼光が鋭い。室内でも羽織る外がい套とうのせいで体格は読みづらいが、その下に武器でも隠かくし持っていそうな迫はく力りよくがある。

　だとすれば油断のない鋭い視線も頷うなずける。

「今回の守しゆ護ご竜りゆう祭も、街ぐるみの異端などバカバカしい。然しかるべき調査を行い、もし教義と相あい容いれない部分があれば責任者を説得して改善を試みる所存である。告発から拷ごう問もん、処刑など、街の住人が武器を持って襲おそってこない限り採とるつもりのない手段であるな」

「そんな物ぶつ騒そうな街ではありませんよ、ジェントは」

　エイクはそう言いつつも内心は穏おだやかではない。こちらも最終手段として審問官の脅きよう迫はくを考こう慮りよに入れていたのだから。

「うむ、なにしろ当の守護竜がこんなところで暖を取っている。自分も、必要な事じ項こうを調査し、王都に報告を持ち帰るだけ。用が済めば帰るであるよ」

　こんなところ呼ばわりされ、ヘルミーネが眉まゆをひそめる。一時はエイクたちを追い出してまで教会に住み着こうとしたシルキーのため、教会に対する愛着は妙みようにあるらしい。

「案内をつけようか、審しん問もん官かん殿どの。街を知る者がいたほうが良かろう。そこの見習いはまだ若いが仕事はこなす」

「気き遣づかい痛み入る。だが問題ない。日々の仕事を邪じや魔まするつもりはないである。それはジェントの住民に対しても同じこと。決して治安を乱さず、祭りの実情を住民から聞き終えれば、それで終わり。監かん視し役をつけたい気持ちはわかるであるが」

　あっさり意図を見抜ぬかれ、フォーグスが苦笑する。アガタがちらりと隻せき眼がんでエイクに視線を向け、微笑ほほえんだ。

　審問官という先入観を外して見るならば、エイクに年の近い、すっきりした美人という印象。寒い地方の出身者によく見る顔立ちであった。

「エイク様？」

「っ」

　傍かたわらのシルヴァがわざと咳せき込んだので、我に返る。

　ジェントの近辺ではあまりいない風の美人とはいえ、女性に見み惚とれるなど。ましてそれを後こう輩はいのシルヴァに指し摘てきされてはエイクの立たつ瀬せがない。シルヴァを初めて見た時も、淫いん魔まとはいえ見み惚とれてしまったエイクであるから、成長が見られなかった。
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「代わりに、というのもおかしいが、神父。一つ頼たのみが」

「聞こう」

「祭りの調査を終えるまで、この教会に滞たい在ざいさせていただきたいである」

　いきなりの申し出に、エイクが啞あ然ぜんとした。他ほかの面々も似たようなものだった。シルヴァという弱点を抱かかえている状態で、アガタを滞在させるなど。

「簡潔に言えば、街を客観的に調査したいのである。街まち中なかにいては、妙みような歓かん待たいを受けたり、あるいは四し六ろく時じ中ちゆう警けい戒かいされたりで、調査がしにくいかもしれぬ。郊こう外がいの教会に部屋を借りられればそれでいいのである」

「ま、待ってください。急に言われても、こちらも寄付で生きる身です」

「無論、宿代は払はらう。これでも足りなければその都つ度ど言っていただければ」

　慌あわてたエイクが財政事情など持ち出したのが、逆に良くなかった。

　アガタは言われるだろと思ってか、数枚の金貨を取り出してみせる。それはそうだ、王都教会の使いなら旅費は持っているのは当然だった。

「いかがか。とりあえずの代金であるが」

　中央の教会からの使者らしい、豪ごう勢せいな一いつ宿しゆくの頼み方。既すでにアガタはエイクではなく、責任者に答えを求めていた。

　フォーグス神父は、なにも言わず、ただ鷹おう揚ように頷うなずくのみだった。




　アガタを泊とめてからの数日は、エイクたちにとって気の抜ぬけない状態が続いた。

　まずアガタには個室をあてがった。シルヴァと同部屋にしてはいつ正体が発覚するかわかったものではないからだ。古い部屋をヘルミーネを筆頭に一気に掃そう除じして、どうにか客室の体裁にしてからアガタに泊まってもらった。

　シルヴァの正体もさることながら、どこに因いん縁ねんをつけられるかとエイクは気が気ではなかったのだが、予想に反してアガタは、教会内での細かい生活態度に口を出すことはなく、むしろエイクたちの普ふ段だんの在り方を尊重しているような気さえした。積極的な審しん問もんをしたくないという、アガタの言葉に噓うそはないように思えた。

　というか、日中、アガタはあまり教会にいない。

　毎朝、アガタは早くに起きては神に祈いのりを捧ささげ、昼間は街に出ては住民の話を聞いたり、祭りに関する資料を調べたりしているらしい。夕食時には必ず戻もどって来るが、本人の言う通り、ただ調査として話を聞いているだけのようだった。

　自警団や大聖堂の面々はまだ警けい戒かいしているようだが、街の人間にはアガタが異い端たん審問官にはとても見えないらしく、さほどの抵てい抗こうもなく受け入れられたようだった。

　確かに、高潔そうな人物であり、噓偽いつわりを言うようには見えない。

　聡そう明めいだが常識人。極力魔ま女じよ狩がりを避さけたい。そのために調査に来た、という。矛む盾じゆんはないし、彼女の態度にもそれが表れている。

　だがそれは、もちろんジェントにおける守しゆ護ご竜りゆう祭の話。

　丘おかの上の教会に住んでいる修道女が淫いん魔まだと発覚してもなお、そのような寛かん容ような態度が示されるとは思えなかった。

「え、エイク様、大だい丈じよう夫ぶでしょうか？　変じゃありません？　バレないでしょうか？」

　礼拝堂。十じゆう字じ架かが設置される神の御おん前まえで、修道女シルヴァがフードを脱ぬぐ。露ろ出しゆつする金きん髪ぱつに、円を描えがく羊のような角はない。

「触さわっても構いませんか？」

　こくり、とシルヴァが頷うなずくのを見て、エイクは彼女の髪に触ふれる。耳の少し上を撫なでるように触れても、角の感かん触しよくはない。柔やわらかくさらさらとした金髪があるだけだ。

「ちゃんと隠かくせてますね」

「は、はい。ええと、夜寝ねていたりとか、油断している時でなければ、なんとか」

　感触すらないのは隠すというより消失といった様子だが、姿を変えられるという話もあるサキュバスとしては当然なのかもしれない。その原理はまったくわからなかったが。

　角さえなければごくごく普ふ通つうの女性に見える。いや、普段の清せい楚そな態度を考えれば、よほど修道女らしい。

「大変かと思いますが、シスター・シルヴァ、どうにか我が慢まんしてもらえると」

「が、頑がん張ばりますわエイク様っ。皆みなさんにこれ以上迷めい惑わくかけられませんもの！」

　ぐ、と両手を握にぎるシルヴァ。事実、この数日間はアガタにも悟さとられていない。

　共同生活においても、今のところエイクと同どう衾きんする悪あく癖へきは見られない。緊きん張ちようによって己おのれを律しているということなのだろうが、なるべくなら普段からその集中力を発揮してもらいたいところだった。

「ここにいたであるか」

　硬かたい声に、エイクは思わず一歩引く。シルヴァも全身をびくりと震ふるわせながらも、素す早ばやく修道服のフードを被かぶった。

「…………二人とも、そんなに近づいて、なにを？」

　アガタは怪け訝げんな表情だった。年とし頃ごろの女性に男が触れていたのだから、聖職者でなくとも一言くらい言いたくなるかもしれない。

「い、いえ。シルヴァさんの髪に埃ほこりがついていたので、とっていただけですよ」

　こくこく、と硬い面おも持もちながら頷くシルヴァ。角も見えないから苦しい言い訳ではないはずだ。

「そうか。失敬。驚おどろかせてしまったようであるな」

「お、お気になさらず。それよりアガタさん、まだ昼前ですがお早いお帰りですね」

　よくよく見れば、アガタの傍そばにふよふよと浮いているのはバスケットだった。見慣れたそれはジェシカ愛用の品だろうか。

　一いつ緒しよに生活しても、アガタはこの謎なぞの力を駆く使ししていた。未いまだにアガタが手を使うところはおろか、外がい套とうの下にある両手すら見ていない。シルヴァやレニュイにも聞いたが、この力の正体はわからない、とのことだった。

「街で評判のパン屋に行ったところ、これを届けてほしいと言われた。赤毛で、スカーフを頭に巻いた」

「気の強そうな？」

「そうであるな。教会の世話になっていると言うと、何故なぜか嫌いやそうな顔をされたが」

「……義妹いもうとが失礼を」

　ジェシカである。仮にも客商売をしている以上、その態度はどうなのだろうか。バスケットはシルヴァが受け取った。夕食の足しにでもしろ、ということだろうか。

「パンだけなら、食堂に置いてくだされば」

「いや、他ほかにも、ちょっと気になることが出来たであるから」

　首を傾かしげるエイクだったが、アガタは構わずに続けた。

「先せんだって言ったことであるが、自分は王都の命めいを受けて調査に来ているである」

「え、ええ」

「無論、余所よそ者ものである自分に全面協力しろなどと都合の良いことを言うつもりはないが、双そう方ほうにとって満足な結論を王都に持ち帰るためにも、それなりに誠意のある態度を期待したい」

「わかっています」

　アガタの話の意図がわからなかった。

　それらはアガタ来訪の際にすべて聞いたことだし、エイクたちも宿の提供という形で便べん宜ぎを図はかっている。守しゆ護ご竜りゆう祭についての話も、ここ数日でアガタにすっかり話したはずだった。

「自分に、なにか重要なことを伝え忘れた、などということはないか。エイク？」

「は？　……いえ、特になにも」

　なるべくシルヴァに視線を向けぬようにしながら、エイクは答えた。なにか疑われるようなことがあったのだろうか。

「天使様の声が聞こえた。教会の中で隠かくし事ごとをしている者がいると」

「まさか」

　思わず声をあげてしまったエイク。アガタの言う天使がそこまで言い当てたことに対する驚おどろきだったが、アガタは別の意味でとったらしい。隻せき眼がんでエイクを睨にらみつける。

「天使様の存在を疑うか、エイク」

「い、いえ、そういうわけでは……」

「御み使つかいの言葉は絶対のはず。皆みなに聞かせてやれたら一番良いが、それができぬ以上自分が代弁するしかない。貴き殿でんら、やはりなにか隠かくしているのではないか？」

　エイクとシルヴァ、当然ながら揃そろって首を振ふる。

「街では、丘おかの上の教会はなにをしているかわからないと言う者があった。郊こう外がいゆえそれも当然であろうが、逆に言えば一定の好き勝手ができるということであるな？」

「た、確かに、街からではわからないこともあるでしょうが、アガタさんは今、一いつ緒しよに住んでいるのですから……」

「だが自分は新参者。本当の内情まではわからん。数日なら誤ご魔ま化かせることも多々あるである」

　アガタがぐいと近寄って来た。事実、シルヴァの正体はどうにか隠せていた。アガタの疑念はもっともなのだ。

　澄すんだ瞳ひとみで見つめられると、シルヴァに近づかれた時とは違ちがう別の感情が浮き立ちそうになる。

　修道女であることが劣れつ情じようを抱いだかせるという一見矛む盾じゆんした性せい癖へきを持つ男も少なくないと聞くが、それもまたこの澄んだ瞳のせいだろうか──聖職者としては、その感情にわずかでも理解を示してしまうのは問題だろうが。

「そう言われても、アガタさん。僕らは……」

　狼狽うろたえながらもエイクは弁解しようとする。が、アガタは冷たい表情。

　それと隣となりのシルヴァからの視線も何故なぜか冷やかに思えた。何故だ。

「どうしても言わないというのならば、拷ごう問もんしかないであるな？」

　審しん問もん官かんといえば拷問、そして処しよ刑けい。

　偏かたよったイメージではあるものの、異い端たん審問官と聞いてそう連想する者は多いだろう。ましてや本人からその言葉が出れば、背に走る恐きよう怖ふは計り知れない。特に、魔ま女じよ狩がりにおける拷問は、被ひ疑ぎ者しやを強制的に魔女に仕立て上げるプロセスの一つでしかない。

　アガタに、そこまで常識がないとは思いたくないエイクだったが、アガタは自分に聞こえるという天使の声に、絶対的信しん頼らいを置いているようだった。

「ちょっと、ちょっと待ってくださいアガタさん。拷問って。そこまでする根こん拠きよは」

「天使様の仰おおせである。この教会における秘密を明らかにせよと」

「僕らに聞こえないものを根拠にされても困ります！」

　初対面の時こそ、暴力的な手段は使わないと言っていたアガタだが、ここでその言葉を翻ひるがえされてはとんだ詐さ欺ぎだ。

　街ぐるみの処刑には否定的でも、天使の声に従って拷問を始めるというのは、あまりにも。

「自分は、ジェントの街の調査において一いつ切さい手を抜ぬかない所存である。いかな隠し事もされては困る。わかるな、エイク？　とりあえず、誰だれから責めるであるか……」

　守しゆ護ご竜りゆう祭とシルヴァの秘密はまったく関係ないのだが、天使の声を信ずるアガタに言っても聞き届けてもらえないだろう。

　真ま面じ目めな者ほど狂信に陥おちいりやすい。そういう意味では、かつて傭よう兵へいであったフォーグスや、悪魔の悩なやみ事ごとに耳を傾かたむけているエイクは、不真面目ではあるのだろうが狂きよう信しんには遠いといえた。

　エイクは、わずかに足をずらしてシルヴァをかばう。拷ごう問もんに男女もないし、シルヴァ自身は火あぶりくらいは問題ないという話だったが、どこまで平気かはわかったものではない。

　斬きる、潰つぶす、締しめる、刺さす、沈しずめる、引っ張る。多種多様な拷問は、人体を容易たやすく破は壊かいする。

　たとえ耐たい性せいがあるとしても、シルヴァがその被ひ害がいに遭あうのは耐たえ難がたかった。

「ふむ？　なるほど、あくまで抵てい抗こうするであるか？」

「そういうつもりではありません。ただ、アガタさんも穏おん便びんな解決を望むと仰おつしやっていたではないですか。拷問は本当に、最後の手段にしませんか？」

　エイク様……とシルヴァが呟つぶやくのは怯おびえからだろうか。それにしてはちょっと熱がこもっている気がしたが、今は目の前の脅きよう威いに集中するしかなかった。

「まあ、貴き殿でんが言うのなら少しは話も」

「エイク神父ー。いるのかー？　ここだと聞いたのだがー」

　緊きん張ちよう感が走る礼拝堂に、ハスキーだがのんびりとした声が届く。

　まだ見習いでしかないエイクを神父と呼ぶ人間はたった一人だ。近づいてくるのは足音というより、金属がこすれる音。

「ああ、やはりここか。──む？　見ない顔がいるな」

「い、イザーナさん、貴女あなたはどうしてそういつも、間の悪い……」

「なっ、なんだなんだいきなり！　冬に備えて肉の土産みやげを持って来てやったのに、そんなことを言われる筋合いはないぞ！」

　確かに言葉通り、手にはどこかの土産なのか、羊の腸に詰つめられた保存肉を持っていた。丁度いいとばかりに、シルヴァのバスケットにそれらを放ほうり投げる。シルヴァは転びそうになったが、どうにかそれをバスケットで受け止めた。

　が。

「何者であるか」

「む。誰だれだ貴様は。眼帯などして怪あやしいヤツめ、名を名乗れ！」

　審しん問もん官かんに今にも剣けんを抜ぬきそうな勢いのイザーナである。立派な武人であり、神の末まつ裔えいを名乗る誇ほこり高い精せい霊れいデュラハンであるのだが、こう、いまいち空から回まわりが多い。

　守しゆ護ご竜りゆうアザンレニュイを相手にした時も、鱗うろこを剣けん技ぎによって剝はがすことに成功したが、その後は逆に捕とらえられていいようにされていた。

「ふむ。丁度いいである」

　だが。

　アガタは、特に気にした様子もなく、一歩引く。イザーナは一いつ瞬しゆん目を見開いたが、それより早く。

　アガタの外がい套とうから、蛇へびのような影かげが飛び出した。

「なっ!?」

　蛇は、その素す早ばやい動きでイザーナへと絡からみつく。女騎き士しは即そく座ざに剣けんを抜ぬこうとするが、それより腕うでごと全身に巻きつかれるほうが早かった。そうしてイザーナが拘こう束そくされてようやく、その蛇の正体が知れる。

　縄なわだ。

　容疑者を捕ほ縛ばくするためと思おぼしき縄が、アガタの奇き妙みような力によって、意志を持つかのようにイザーナの自由を奪うばった。

「貴き殿でんならば頑がん丈じようそうであるな。この者らがなにか隠かくしているようなので、拷ごう問もんさせてもらうぞ女騎士」

「なにが拷問だ！　いいからこれを解ほどけ！」

　イザーナの力ならば縄くらいどうとでもなりそうだが、びくともしなかった。妙みような力で締しめ上げられているのかもしれない。鎧よろいを着ているため肉体のダメージはなさそうだが、ふと見ると足までいつの間にか縛しばられていた。

　アガタにとって縄の扱あつかいは自由自在らしい。

「この女、借り受けるである」

「ちょ、ちょっと……あまり手て荒あらにすると」

　エイクが警告する間もない。アガタの外がい套とうから伸のびる縄が、そのままつながれたイザーナを引きずっていく。もちろんイザーナは歩けないので、その場に転がるしかない。

　予想通りというべきか。

　ごろ、という音がした。

　エイクはもう見慣れたが、一度は去ろうとしたアガタは、その音で振ふり返る。その重い球状の物体が転がる音。アガタがそれを聞く機会は、おそらく処しよ刑けい場くらいだろうと思われた。

「……これは」

「じろじろ見るな！」

　転がった生なま首くびが叫さけぶ。元々取れやすいうえに自由を奪われ引きずられては、こうなるのは当然といえた。

　アガタはしばらく隻せき眼がんで、黒くろ髪かみを振り乱す生首をじっと見つめていたが。

「そうか、いわゆる首なし精せい霊れいであったか。まあ拷問には関係ないであるな。ではエイク、この者借りていくである」

「ええ!?」

　エイクが転がった首を拾い上げる間に、アガタはずりずりとイザーナの身体からだを引きずって行った。イザーナがデュラハンであり、教会に出入りしていることはどうでもいいのか。そもそも生なま首くびが落ちたことに驚おどろきはないのか。

「な、なんなんだあの女は！　私の身体からだはどうなるんだ！」

　イザーナの生首が怒ど鳴なった。初見のシルヴァがあれだけ泣き叫さけんだ光景に、平然としていたアガタの豪ごう胆たんぶりは凄すさまじいものがある。

「アガタさんは異い端たん審しん問もん官かんですので、おそらく拷ごう問もんされるものかと」

「なんだ。拷問か。人間の拷問など軽いものだ」

「は、はあ……」

　エイクに抱かかえられたイザーナが、あっけらかんと告げた。精強な剣けん士しであるイザーナだが、同時に間の抜ぬけているところもある。どこかの街で魔ま女じよ扱あつかいでもされて拷問を受けたことがあるのかもしれなかった。

「精せい霊れいに拷問など片かた腹はら痛いたい。やれるものならやってみるがいい」

　イザーナは笑うが、彼女の片腹どころか首から下がアガタの手の内である。

「ええと、良いんですか」

「身体のほうは好きにさせろ。そのうち無む駄だだと気付く。それより状じよう況きようを聞きたいのだが？」

　拷問される当人がこの調子ならば、焦あせって助け出す必要はないかと思われた。というかアガタは首を残して行ったが、首もないままでどうやって白状させるのだろう。

　アガタがいないうちに、審問官のことや、シルヴァの素す性じようを秘密にすることをイザーナにも話しておこうと考えた。

「……とりあえず、パンでも食べながら話しましょうか」

「あのエイク様、わたくしあまり食欲がわかないのですけれど」

「こちらをちらちら見ながら言うな、シスター！」

　手の中で喚わめくイザーナ。生首だけでも元気というか、めげない女性であるのだった。




　食堂に無造作に置かれた生首に、慣れたエイクといえどいい気分にはならなかった。

　せめてもの救いは、その生首が憂ゆう鬱うつ陰いん惨さんな顔ではなく、いつも通りのハスキーボイスであれこれ言ってくることだろうか。しかも時折笑いだしたり、身体が痒かゆいとばかりに不快そうな顔をするので、その存在感は尋じん常じようではない。

　一体なにをされているのかわからないが、話の途と中ちゆうで『んっ……あうっ』などと喘あえぎだすのだからエイクも気が気ではなかった。顔色も赤くなったり青くなったりだが、身体のほうでなにをされているのかはイザーナにもはっきりわからないようだ。

　ただ、過か敏びんに反応していたのは最初だけ。イザーナにあらかた説明し終えた頃ころには、彼女も慣れたのかすっかり大人しくなっていた。

「ええい、乱暴に扱うな手伝い妖よう精せいめが！　私は置物ではないのだぞ！」

「喋しやべるだけの生首など置物より酷ひどいでありますです」

　ヘルミーネは呆あきれつつも、イザーナの生なま首くびを抱かかえる。食しよく卓たくの上を布で拭ふきたかったようだが、生首が邪じや魔まだったらしい。

　切断面を下にしているので傷口は見えない。が、喋しやべる生首が置かれていたのに血の一いつ滴てきも流れていないのが逆に不気味ともいえた。

「イザーナさん、ええと、身体からだのほうは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「むう。正直言ってよくわからん。さっきまで妙みようにくすぐったかったり痒かゆかったりしたから、なにかされていたのは間ま違ちがいないんだろうが……」

　拷ごう問もんされているにしては随ずい分ぶんと穏おだやかな表現だ。まあ既すでに首が外れているイザーナには、人間の拷問を加えてもその程度にしか感じない、ということなのかもしれない。

「自分のことだとしても、やはり視覚に頼たよる部分が大きいのだろうな。さっさと返してほしいところだ」

「そ、そうですね」

　生首と話しながらパンをかじるエイク。一応イザーナにも食事を勧すすめたのだが、彼女は目を伏ふせて断った。まあパンを食べても流し込む胃とつながってないのだから当然かもしれないが。

　とはいえ、アガタが拷問などやっているのにいつまでものんびりとはしていられない。一応、シルヴァにちょっと見て来てもらうように頼たのんだのだが──。

「お、お待たせしましたわ」

「お帰りなさい。どうでしたか」

　食堂に戻もどって来たシルヴァの顔は、少しひきつっていた。まあ拷問が行われている部屋に進んで行きたがる者もいないだろうが。

　とはいえ、女性の部屋の様子をエイクが窺うかがうのは問題がある。聖職者見習いのすることではない。

「はいエイク様。行ってきたのですけれど……鍵かぎがかかっていて」

「鍵？　そんなもの付けてはいないはずですが」

「え。で、でも、開かなくて……」

　エイクは腕うでを組んだ。この教会の部屋に鍵などかかる場所はほとんどない。アガタが無断で取り付けたのだろうか。

　それとも、アガタの不思議な力で外から開けられないような状態になっているのか。物を浮かばせたり、天使の声が聞こえたりと、下手すればアガタのほうが魔ま女じよに思える。

　今いま頃ごろ、その魔女じみた審しん問もん官かんに、イザーナの身体が拷問されているのだろうか。

「どうするつもりだ神父。いっそ部屋をぶち破るか」

「まだ見習いです。それとあまり物ぶつ騒そうな話はなしで。こちらまでそういった手段に出たらもう泥どろ沼ぬまです。歯止めが利きかなくなる」

　そういうものか、などと気楽な返しをするイザーナである。拷問の時点で既に物騒な話になっているのだが、だからこそどこかで制動を利きかせておきたい。

　力にものを言わせるのなら、レニュイでも呼ぶのが手っ取り早いのだ。最後の手段になる。

「エイク。あのである女、下りて来ますですよ」

　ますです女であるヘルミーネが自分のことを棚たなに上げてそう言った。

　階も違ちがうため聞かれてはいないだろうが、さすがに思わず緊きん張ちようが走る。

　パンを食べる手も止まり、食堂に重い沈ちん黙もくが流れる中、ずり、ずり、となにかを引きずる音。おそらくイザーナの胴どう体たいだろう。そのせいでアガタの足音が聞こえないのがかえって気味が悪かった。

　やがて、ぎいと音を立てて、隻せき眼がんの女性が入って来る。

「しくじったである」

　開口一番、アガタがそんな風に言う。扉とびらを開ける時も手を使わないので、自動で扉が開いたようにしか見えなかった。

「アガタさん……」

「上手うまくいかなかった。なにもわからなかったである」

　アガタが首を振ふる。いや、そもそも話のできる生なま首くびはずっとこちらにあったので、なにか聞けるはずもない。そのことを言っているのだろうか、とエイクは思う。

　重大な失態だとばかりに深刻な顔をするアガタだったが、その後ろにあるイザーナの胴には見たところ外傷がない。鎧よろいも含ふくめた衣服も先刻のままだ。むしろ頭部がないことが最大の外傷ともいえる。

　妖よう精せいならではの耐たい久きゆう性なのだろうか。

「エイク神父。この女、ちょっと頭おかしいんじゃないのか」

　ぎょっとするようなことを、イザーナの生首が平然とのたまった。エイクは生首の口を塞ふさぎつつ持ち上げて、胴体へとあてがう。何度もやった作業なのでエイクも、そして首の位置を直されるイザーナも慣れたものだった。

　近くで見ても、やはりイザーナの身体からだに拷ごう問もんされた様子はない。

「それでは、次の拷問を執とり行う」

「ま、まだやるんですの……？」

「当然であるな。隠かくし事ごとなどされてはこちらの沽こ券けんに関かかわる。エイクやシルヴァ、その他の者が話す気になれば別であるが」

「隠し事などございませんわ！」

「ならば順じゆん繰ぐりに拷問するしかない。次は貴き殿でんであるな」

　たまたまそこにいたから、とばかりにアガタの縄なわが捕つかまえたのはヘルミーネであった。蛇へびのようにしゅるりとうごめく縄に一いつ瞬しゆんぎょっとしたヘルミーネだったが、すぐにいつもの無表情に戻もどる。拘こう束そくされても平然としていた。

「ヘルミーネといったか。恩ある教会の皆みなに奉ほう公こう、良い心がけである」

「言っていることとやっていることが違ちがうと思われますですが？」

「大人は本音と建たて前まえを使い分けなければならないのである。理解してほしい」

　そんな理り屈くつで拷ごう問もんなどされてはたまったものではないのだが、ヘルミーネは平然としたまま。

　首の位置を微び調整しているイザーナはもはやどうでもいいのか、再びアガタは出て行こうとする。さすがに今度は止めようとしたエイクだが。

「まあ心配要いらんと思われますです」

　拘こう束そくされたヘルミーネが、わずかに目を伏ふせて首を振ふった。もう完全に肉屋に売られる仔こ牛うしを思わせる光景だが、本人はあっけらかんとしている。

　当のヘルミーネにそんな態度をとられては、制止したいエイクも言葉が続かない。

　そうこうしているうちに二人はさっさと外へと出て行く。やはりアガタの部屋で拷問が行われるのだろう。本当に、拷問なのかはわからないが。

「だ、大だい丈じよう夫ぶでしょうか……」

「あの小こ娘むすめなら気丈そうだし、心配ないだろう。それに」

　イザーナがようやくつながったとばかりに腕うでを回した。大して広くない食堂なのだから運動は外でやってほしい。

「少しだるいが、身体からだも異常ない。あの女、拷問と称しようしてなにをしたか知らんが、痛みもなにもないのだから問題なかろう」

「性的な拷問もあると聞きますけれど」

　淫いん魔まシルヴァの、おそらく自覚のない一言だったが、それで一気にイザーナが狼狽うろたえた。自分の身体に異常がないか再び確かめ始める。

「む、むう、おそらくなにもされてないと思うが……なんだか急に心配になってきたな。神父、ちょっと確かく認にんしてくれないか」

「なんで僕に頼たのむんですか……シルヴァさん、後で診みてあげてもらえますか」

　シルヴァが頷いてくれたのでほっとするエイク。対するイザーナは赤い顔だ。まるで今にも鎧よろいを脱ぬいで身体の異常を確認しかねない勢いだった。すぐ服を脱ぐような女性はシルヴァだけで十分だというのに。

　とはいえ、多分イザーナの身体にはなにもないだろう、というのがエイクの予想だった。わざわざ確認しなければわからないような行こう為いでは、拷問とはいわない。そんな中ちゆう途と半はん端ぱなことを審しん問もん官かんがするとは思えない。

　暴力的な拷問がされている様子はない。ならば一体、アガタはなにが目的でこんなことを？　いや、エイクたちの隠かくし事ごとを暴あばこうというのだろうが、だとすれば痛めつけが致ち命めい的に足りない。天使様の声が聞こえる、というのも気になるが、つながりは見えない。

　レニュイが暖だん炉ろの前で、丸くなりながらあくびをしたのが、他人ひと事ごとと言わんばかりで頭の痛いエイクなのであった。




「なにも言いたくありませんです……あうう」

　しばらくして、アガタに連れられて食堂に戻もどって来たヘルミーネは、珍めずらしく疲つかれた顔をしていた。というか足取りがふらふらとしていて覚おぼ束つかない。

　拘こう束そくはされておらず、また目立った外傷もないが、その顔にははっきりとした疲ひ労ろうが滲にじみ出ている。うんざりしたような顔で戻って来た彼女は、覚束ない足取りでありながらも両手を伸のばし、まっすぐエイクに向かって来た。

　そのまま、がっちりとエイクに抱だきついて来る。

　背が低いのでエイクの上腹部あたりに顔をうずめる形となった。

「……ヘルミーネさん？」

「頭」

　不ふ機き嫌げんそうにそう言う。話なんかしたくないと言わんばかりだった。

「撫なでろ、でありますです。シルヴァにはいつもやってるくせに」

「わ、わかりました」

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに押され、真っ白なフリルカチューシャごと頭を撫でる。顔を押しつけているため表情はわからないが、満足なのだろうか。読み取りづらい。

「ちょっと、エイク様？　そういうことはあまり……」

「まあ、ヘルミーネさんですから」

「そ、そうですわね。子供ですものね」

　子供扱あつかいされたせいか、ヘルミーネの抱きつく力が強くなった。普ふ段だん、家事や雑事をこなして教会を支える妖よう精せいであり、外見相応の態度をとることが少ないヘルミーネが弱気になっていると、一層子供っぽく見えるように思う。

　とはいえ普段は毒舌家のヘルミーネ。こうして弱っていると意外と殊しゆ勝しようでしおらしいようにも思えた。

　いつもは散々に罵ののしっているからわかりづらいが、ヘルミーネなりにエイクや教会の皆みなに好意を持っていてくれたのだろう。そんな彼女に頼たよられるのは悪い気分ではなかった。

　頭を撫でるくらいでヘルミーネが満足するかはわからなかったものの。

「一体、なにをなさったんですの？」

　普段は犬けん猿えんの仲であるシルヴァとヘルミーネだが、さすがに心配になったシルヴァが、責めるような視線をアガタへと向ける。

　アガタはシルヴァに睨にらまれても平然としている。少し息が上がっているのは何故なぜだろう。

「まあ、じきにわかる。守しゆ護ご竜りゆうを拷ごう問もんにかけても無む駄だであろうから……次はシルヴァであるか」

「アガタさん！　次は僕が！」

「ほう、シルヴァはかばうのであるかエイク」

　アガタの隻せき眼がんがぎらりと光った。気がした。

「他ほかの者にはそこまで言わなかったのに……よかろう。ならばなおのこと、シルヴァを責めればなにか吐はきそうであるな。シルヴァ、覚かく悟ごはできているか」

　声をあげたのが裏目に出てしまった。アガタに怪あやしまれたかもしれない。

　だが、肝かん心じんの責め苦がいまいち不明な上、イザーナもヘルミーネも外傷はない。ヘルミーネの場合、むしろ疲つかれているというか、拗すねている感じさえ見受けられるので、なにかしらのダメージはあったと見るべきだろうが。

「……わたくしは、構いませんわ」

「では行くである」

　今度は縄なわも使わないアガタだった。シルヴァもそれに従う。

「ま、待ってください」

「大だい丈じよう夫ぶですわ。イザーナさんもヘルミーネさんも無事ですし、わたくしも怪け我がなんて」

　エイクが心配しているのはもちろん外傷もそうだが、それ以上になにかの拍ひよう子しに角や尻尾しつぽといった悪あく魔まの証あかしが現れてしまい、それをアガタに見られることである。拷ごう問もんに臨のぞむシルヴァが硬かたい面おも持もちなので、尚なお更さら、妙みように緊きん張ちようをしてしまって正体がバレることが怖こわい。

　が、もちろんそれをアガタの前で言えるはずがない。

「ご安心ください。すぐに戻もどりますわ」

「早くするである、シルヴァ」

　強い口調でアガタに言われ、シルヴァも彼女の後に続く。

　どうすればいいのかわからず、エイクは途と方ほうに暮れた。イザーナの力を借りて強行突とつ入にゆうでもするべきだろうか。薪まき割わりでもしているだろう彼女の助けを得るのは容易たやすい。が、そんなことをしてしまえば後ろめたいことがあると言っているようなものだ。

「心配でありますです？」

　抱だきついたままのヘルミーネがもがもがと言った。

「もちろん心配です。ヘルミーネさんと同じくらい」

「……多分、杞き憂ゆうかと思いますですが」

　ヘルミーネが上うわ目め遣づかいで見上げてきた。幼いのは外見だけで、意外と教会の面々を見ているヘルミーネである。シルヴァばかりを心配していると思われたのかもしれない。

　実際、審しん問もんにかけられて危険なのはシルヴァなのだから、そこに優先順位がついてしまうのだが、だからといってヘルミーネをどうでもいいと思っていたわけではないのもまた事実。

　わかってくれるかな、とエイクは不安になる。

「杞憂、ですか。じゃあ心配しなくても……でもヘルミーネさん、随ずい分ぶんくたくただったようで。一体なにをされたのですか」

「された……というか。いえ、あまり口にしたくありませんです。ほら、撫なで方が甘い」

　手が動いていないことを指し摘てきされる。弱っているからこんなことをさせているのだろうが、それでもどこか偉えらそうだ。

「そこまで心配なら見てくればいいでありますです」

「そ、そうですね。ちょっと気になるので……」

「私は疲つかれたので、少し休んでも？」

「構いませんよ」

　言うなり、ぱっとエイクから離はなれたヘルミーネ。なにかと思えばどこかから毛布を持って来て、そのまま暖だん炉ろの前で寝ねているレニュイの元へ。レニュイごと毛布にくるまってしまった。なんだか大きな犬と戯たわむれる少女のようだったが、当然ながらどちらもそんな可愛かわいらしいものではない。

　特にレニュイは、間ま違ちがっても人間が愛あい玩がんするような存在ではない。

「大だい丈じよう夫ぶだといいんですけどね……」

　ヘルミーネは、アガタの言う拷ごう問もんがどんなものか体感したはずだが、何故なぜ教えてくれないのだろう。不可解さばかりが募つのるエイクだった。

　せめて、アガタに助言しているらしい天使の声とやらが、なにもかもをアガタに告げないでいることを祈いのるしかなかった。聖職者が、悪あく魔まを聖職者から守るために天使に祈る。なんだか訳のわからない祈りではあったが。

　思わず出たため息まで、件くだんの天使とやらに聞かれていないといいな、とエイクは思った。




　鞭むちの音。

　拷問を知らぬエイクでもわかる、鞭のしなる音だった。おそらく革かわ製のものだろう。扉とびらの前で聞き耳を立てているだけでも、威い圧あつ感のある音が伝わる。拷問用の鞭は殺傷力を落とすと同時に、音の響ひびく素材を用いることで容疑者に威圧感を与あたえる作りをしているという。

　アガタにあてがった部屋からそんな音が響くのは、さすがに怖こわい。

　扉は開かない。内側がわから押さえつけられているような感覚。シルヴァは鍵かぎがかかっていると言ったが、もっと単純で、なにか重い物でも置いて扉が開かないようにしているのだと思われた。

　シルヴァの細ほそ腕うでならともかく、エイクならば体当たりでもすれば強引に開けられそうだった。

　そして、威圧的な鞭の音に紛まぎれて聞き取りづらいが、荒あらい息いき遣づかいもある。鞭で打ちすえるアガタのものか、それとも叩たたかれたシルヴァのものか。どちらの吐と息いきも混ざっていて判別がしづらかった。

　そして激しい吐息に混ざって、二人の声もあった。が、肝かん心じんの内容がよく聞き取れない。会話もしているような気がするが、鞭むちの音が邪じや魔まだった。

　しかし、とエイクは思う。

　鞭での拷ごう問もんだというなら、イザーナもヘルミーネも無傷であった。鎧よろいを着ていたイザーナはともかく、ヘルミーネはほぼ生なま身み。しかも彼女は、珍めずらしくエイクに甘えてくるほど憔しよう悴すいしていたはずだ。なのに、無傷？

　違い和わ感が拭ぬぐえない。

「あっ……あっ……！」

　だが、部屋から聞こえる声に、エイクは唇くちびるを嚙かむ。

　シルヴァは仮とはいえ修道女であり、真ま面じ目めに聖職に励はげむ女性である。淫いん魔まではあるが、本人はそんなことまで克こく服ふくしようとしているし、ましてやアガタはその事情を知らない。なのに、訳のわからない理由での鞭打ち。

　いかな異い端たん審しん問もん官かんとて、理り不ふ尽じんがすぎる。

　たとえ自分が拷問されても構わない。これが神の道であるはずがない。エイクは大きく息を吸うと、部屋の扉とびらへと肩かたから体当たりした。

「失礼します！　シルヴァさん、大だい丈じよう夫ぶですか！」

　古い教会の扉は、ただの一いち撃げきで破れる。

　中からはなにかが崩くずれる音。やはり荷物でも扉に立て掛かけることで錠じようとしたのだろうが、大の男の体当たりには耐たえられなかったらしい。少し肩は痛むものの、あっさりと部屋の中に入ることに成功したエイク。

「アガタさん、やはり、このようなことは……！」

　そうして顔を上げたエイクの目には、想像とは違ちがう光景が飛び込んできた。

　いや、鞭を打つ拷問の光景で間違いはない。一人が床ゆかに伏ふせ、もう一人が相手を踏ふみつけつつ鞭を持っている。柄えの部分からいくつもの紐ひもが出ている鞭は、威い力りよくが低い分拷問に特化した鞭であると思われた。

　問題は。

　床に伏せているほうがアガタ。それを踏みつけているのがシルヴァという、奇き怪かいな二人の立ち位置であったのだが。

「ほら、ほらあッ！　どうですのッ!?　もっと鳴いてみせなさいなッ！」

「むっ……あっ！　あうっ……！」

　なんだこれは。

　エイクにはさっぱり理解が追いつかない。助けようとしたシルヴァが鞭を持っているのだから当然だが。

　部屋に入ったことに二人とも気付いていない。それほど行こう為いに熱中しているようだった。シルヴァも普ふ段だんの修道女然とした様子はどこかに消え去り、加か虐ぎやく的快楽を乗せた笑い声で鞭を更さらに打つ。

　しかもアガタを踏ふみつけたまま。修道服の裾すそから覗のぞく脚あしに目を奪うばわれそうになる。相変わらず、修道服の下は淫いん魔ま状態の服らしい。普ふ段だん見えないとはいえ不用意がすぎる。

　拷ごう問もん、というよりは。

　非常に限定的な、娼しよう館かんでの一光景に思えるエイクだった。シルヴァも淫魔服のほうが状じよう況きように合っていたかもしれない。

「あははは！　異い端たん審しん問もん官かん様ともあろうものがいいザマですわぁ！　ほらっ、こういうのがっ、いいのでしょうっ!?」

「はぁ……はあ……まだ、まだ弱いのである！」

　シルヴァに踏みつけられたままのアガタがそう言った。よくよく見れば眼帯どころか、両目を革かわのベルトで隠かくしているので、エイクに気付くはずもない。

　決して外さなかった外がい套とうは脱ぬぎ捨てられており、その下の衣服が露あらわになっている。アガタが着ているのは両腕うでをベルトでつなぎとめた拘こう束そく衣いであった。両腕は使わなかったのではなく、自ら封ふうじていたのだ。そんな衣服なので上半身は投げ出してしまい、腰こしだけ高く上げた状態で伏ふせている。

「欲しがり屋さんですわねぇ！　それではお望み通りにご褒ほう美びをあげ……ます……わ？」

「あの」
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　鞭むちを打ち続けて息の荒あらいシルヴァ。彼女の目が、ようやくエイクを見る。

「シルヴァさん、これは」

「誤解ですわエイク様！」

　まだなにも言っていないのだが、シルヴァはアガタを踏ふみつけていた足を外す。その後、ひゃっと悲鳴をあげて鞭も放ほうり捨てた、まるで蛇へびかなにかから逃のがれる乙女おとめのようだったが。

　先ほどの光景を見た後では、わざとらしさしか感じない。

「こ、これも実家の教育と言いますか……！　ほ、ほら、ね？　色々と叩たたき込まれたものですから」

「まあ、なんとなくわかります」

　強きよう烈れつな二面性ではあるが、淫いん魔まとしてのシルヴァの顔の一つということだ。それにシルヴァが自分からこんなことをするはずもない。

「アガタさんに部屋に連れて来られたと思ったら、いきなり鞭を渡わたされて、叩けなどと言われて……け、決してわたくしの趣しゆ味みではありませんわよ!?」

「もちろんわかっています。アガタさん、これは……」

　趣味でないという割に豹ひよう変へんぶりが著いちじるしい気もしたが、まあそれはいい。

　問題は、さっきから床ゆかに伏ふせている異い端たん審しん問もん官かんだ。

「アガタさん？」

「む。なにをしているシルヴァ！　早く、早く鞭を！　苦痛と苦難の先にこそ天使様の声が聞こえるのである！　さあ、自分に構わず思いっきり鞭を叩きつけるのである！　はあはあ、あ、ふう……！」

　床に伏せる審問官に声をかけるエイクだが、アガタは息を荒あらくしたまま反応しない。未いまだにエイクが部屋に入っていることにも気付いていないのかもしれない。意識が遠くへ飛んでいるようにも見える。

「お話をよろしいですか！　アガタ審問官！」

「むっ!?　そ、その声はエイクか!?　拷ごう問もんの途と中ちゆうに侵しん入にゆうなどなにを考えているであるか！」

「それはこちらのセリフです。なにを考えているのですか」

「無論拷問である！」

　毅き然ぜんとした言葉と共に、アガタが立ち上がる。両手も使っていないのに、両目に巻いたベルトが外れる。ベルトの下にも右目を隠かくす眼帯をつけていたアガタだった。

「先日も告げた通り、自分は無む闇やみな拷問には反対であるが、かといって貴き殿でんらの隠し事を放置することもできぬである。故ゆえに、教会の者に拷問をさせ、自分が苦痛、苦難を受けることで神の道を示し、より確かに天使様の声を聞くことにしただけのこと」

「アガタ様、先ほど叩かれて気持ちいいと仰おつしやっていましたわよ？」

「それはシルヴァの叩き方が絶ぜつ妙みようであるから……で、ではなく！　確かにちょっと興奮したがそれは些さ末まつなこと！　本質は天使様の声を聞くことにある！　苦痛が強いと天使様の声がより鮮せん明めいに聞こえるのだ！」

　どんな理り屈くつだ、とエイクは頭を抱かかえた。

　拷ごう問もん拷問と言うからすっかり惑まどわされた。つまり彼女の言う拷問は、自分が受けるものだったということか。ヘルミーネが無傷でありながらあそこまで憔しよう悴すいした理由がようやくわかった。妖よう精せいとはいえ子供がこんなことをさせられては、精神的に疲ひ労ろうするだろう。

　シルヴァがヘルミーネほど疲つかれていないように見えるのは、こういうことに慣れているからだろうか。実家で受けた教育の一いつ環かんなのかもしれない。

「とにかく断じて自分の趣しゆ味みではないのである！　邪じや魔まをしないでもらおうエイク！」

「……王都の教会に連れん絡らく」

　びく、とアガタの肩かたが震ふるえる。エイクは構わず、淡たん々たんと続けた。

「ジェントを訪おとずれた審しん問もん官かんが、天使様の声を聞くと称しようし、教会に住む者たちに対して不道徳な行こう為いを強要した件。ジェント大聖堂、フォーグス神父の名において、厳げんに説明を求める」

「む、ま、待て」

「なお、当審問官は否定しているものの、自らの欲求を満たすための行為であると思われ……」

「取引を要求するである！」

　アガタが焦あせった様子で声をあげた。さすがに王都の教会に言われるのはマズいようだ。

　察するに、アガタの言う天使の声とやらは、彼女の所属する教会本部においても信用されていないのかもしれない。それでもそれなりの地位と拝命を持っているのは、アガタに実力があるからだろうが。

「取引。つまり、この件は秘密にしてほしい。そういうことですか」

「む、うむ。そうなるであるな……」

「ではこちらからの要求として、こういった変態的な行為は禁止。そしてこの教会に後ろ暗いことがあるなどと疑わないことをお願いします。僕らはアガタさんの調査に対して誠実にお答えしていますので、それを信しん頼らいしていただきたい」

「し、しかし確かに天使様は」

「よろしいですね？」

「う……」

「い、い、で、す、ね？」

「うううぅ……である」

　エイクはアガタに顔を近づける。毅き然ぜんとした態度を崩くずさぬつもりでいたのだが、内心はかなり焦あせっている。

　なにしろ相手は審問官だ。機嫌を悪くされ異い端たんの烙らく印いんを押されれば、処しよ刑けいもありえる。エイクの夢である正式な神職などは望むべくもない。しかし、だからといってアガタの好き勝手を見過ごすわけにもいかなかった。

「あのう……エイク様」

「なんでしょうか、シスター・シルヴァ」

「もしかして、その、怒おこってらっしゃいます？」

　おずおずと、両手の指を重ね合わせて問うシルヴァであった。

　ジェシカがいれば一いつ瞬しゆんで見抜ぬいたかもしれないが、シルヴァは怒ったエイクなど見たことないという表情だった。それも当然で、シルヴァは要領の悪い面があるものの、基本的には真ま面じ目めで優ゆう秀しゆう。エイクを怒らせることなどなかった。

「いえ、そんな。怒ってなどいませんよシスター・シルヴァ。ただ、アガタさんと今後についてのお話を」

「半ば脅きよう迫はくだった気がするであるが……」

「審しん問もん官かんの不当な行こう為いに対する適切な処置のつもりですが？」

「うっ」

　エイクが目を向ける。対するアガタは完全に腰こしが引けていた。それはともかく、なんだかシルヴァも引き気味の気がするのだが、エイクの勘かん違ちがいだろうか。

「条件、吞のんでいただけますね、アガタさん」

「りょ、了りよう解かいした。しかしエイクよ、貴き殿でんらの隠かくし事ごと、別の証しよう拠こが出た場合は調べねばならないであるが……」

「構いません」

　エイクは頷うなずく。そちらを拒こばめば、今度はエイクたちの身が危あやうくなるだろう。アガタの奇き行こうによる取引も万能ではない。

「で、では、条件はそれでな。しかし自分も戯たわむれでこんなことをしていたのではないである。苦難と苦痛の先にこそ天使様の声がはっきりと聞こえるのである。そうすれば貴殿らの隠し事とやらも天使様に教えてもらえると思ったまで」

「苦痛の先に……声が？」

　法ほう悦えつという言葉を、エイクは思い出した。

　古代において、今の宗教が迫はく害がいされていた時代。様々な信徒が教えに殉じゆんじて死に、その結果として殉教者や聖人として扱あつかわれた。その時に行われた拷ごう問もんや責め苦の中で、天使や神の声を聞いた者もいるという。

　教えに従い、喜びの中で死ぬこと。

　苦痛を浴びて天使の声を聞けるというアガタも、そうした法悦に近いものを体験しているのだろうか。

「……いえ、とりあえず理解しました。ただし二度とこのようなことはないように」

「理解してもらって助かるである。こちらも任務なのでついつい熱心になってしまったであるからな。以後は天使様に頼たよらず、自ら任務を達成するである」

　そこまで早口で言い切って、アガタは立ち上がる。エイクには、どこかそそくさとその場を立ち去ろうとしているようにも見えた。脱ぬぎ捨てていた外がい套とうを羽織り、部屋を出て行こうとするアガタであったが──。

　その肩かたに、エイクは手を載のせる。

「ちょっと待ってください」

「な、なんであるか」

「懺ざん悔げがまだですよ、アガタさん」

　アガタの顔がわずかに青ざめる。今、自分はそんなに怖こわい顔をしているのだろうかとエイクは思うが、そんなつもりはなかった。むしろ笑え顔がおのはずである。

　努めて笑顔になっているのだから。

「ざ、懺悔」

「悪いことをしたら懺悔。聖職者として当然かと思います。今回の所業について存分に反省していただきます」

「フォーグス神父は腰こしが悪いと聞いているである！　無理をさせるのは良くないかと……」

「ええ、ですから」

　エイクが、胸から下げた十じゆう字じ架か。そしてアザンレニュイの宝石が入ったアクセサリーに手を当てながら、わずかに頷うなずいた。

「僕が一晩じっ……くりと、アガタさんの懺悔をお聞きします」




　その晩は。

　エイクがアガタと共に懺悔室に入り、懺悔──という名の説教を一晩行うことになった。夜が明けてのアガタは、まだ気き丈じような様子を保っていたものの完全に憔しよう悴すいしており、ジェントでは若い見習い神父が異い端たん審しん問もん官かんをやり込めた、ともっぱらの評判になった。

　フォーグス神父は、エイクが妙みようなところで自分に似てしまったと嘆なげいていたが、ジェントの人間はそれはむしろ長所ではないかと思ったという。

　教会の中では、イザーナ、ヘルミーネ、そしてシルヴァといった女性陣じんの間で、エイクを決して怒おこらせてはならないという暗あん黙もくのルールが取り決められた。そしてその事実をエイクが後に知り、落ち込むことになったという。普ふ段だんは温厚なエイクであるからこそ、尚なお更さら今日のごとく、静かに怒ったことが皆みなの印象に残ったのだ。

　また、エイクは知らないことだが。

　女性陣の間では、不道徳な審問官の行いに、毅き然ぜんとした態度で怒いかりを示すエイクへの評価は上がったという。エイクとしては当然のことを言ったつもりだったが、シルヴァたちはまるで自分たちを審しん問もん官かんからかばってもらった気になったという。

　アガタ・カバナーは、まだ教会にいる。

　天使の声を理由に、教会の住人に拷ごう問もんさせるようなことはなくなったが、それでもジェントの守しゆ護ご竜りゆう祭の調査のため、真しん摯しに任務に励はげんでいる。

　教会の面々とは、概おおむね問題を起こさず生活しているが。

　未いまだ、天使の声が聞こえるというのは、相手構わず誰だれにでも言っているのだという。













　　二人目．スフィンクス







　喧けん噪そうの中の、鉄と汗あせの匂におい。

　静せい寂じやくと気け高だかさを重んじるのが教会、聖域であるとすれば、エイクが訪おとずれた場所は真ま逆ぎやくと言っていい。俗ぞくにまみれなければできないことがあるとばかりに。

　戦せん災さい孤こ児じであったエイクにとっては、戦いくさの匂いがする詰つめ所しよは進んで来たい場所ではなかった。

「おう、来たな」

　喧噪にまみれた一室を訪れたエイクを見て、カードゲームに興じていた赤毛の男が立つ。

　エイクは静かに一礼した。一見軽い伊達だて男だが、その実力は間ま違ちがいがない。

「すみません、ダネストさん。お手数をおかけします」

「なんの。異い端たん審しん問もん官かんなぞを郊こう外がいで足止めしてくれているのだ。むしろこちらが礼を言いたいくらいだぞ、エイクよ」

　ジェント自警団の団長ダネストは、磊らい落らくという言葉のままに、がははと笑う。

　一見すると遊び人の中年男といった風で、愛想のよい笑えみやスマートな体つきは傭よう兵へいには不似合いに思える。が、いざ荒あら事ごととなると二本の鉄てつ棍こん棒ぼうを力任せに振ふるうという。彫ほりの深い端たん麗れいな顔立ちからは想像もできない戦法を得意とするらしい。

　実質的にジェントの暗部を取り締しまり、治安を守る有能な指揮官でもある。

「詰所など、聖職者には辛つらかろう。足を運んでもらってすまんな」

　苦手なことは見抜ぬかれている。エイクは苦笑するしかない。

　ジェントの街の北西街区。ただしかなり中央の大聖堂に近い位置に、自警団の詰所はある。治安の悪い北西街区を睨にらみつつ、いざとなれば大通りを使って速すみやかに街を行き来するための場所であった。が、エイクにとっては普ふ段だんの生活で訪れる場所ではない。

　自警団の面々も、詰所にいる分には暇ひまなのか、カードゲームや遊ゆう戯ぎ盤ばん、武器の手入れで時間を潰つぶしている者が多い。ただ、酒を飲む者がいないのは指揮官の有能さゆえと思われた。間違っても名ばかりの自警団ではなく、指揮も練度も高い。

　エイクの義兄弟アントニオは、姿が見えなかった。外回り中なのだろうか。

「それで、その異端審問官の件なのですが」

「そう焦あせるな。まず座れ。おい誰だれか！　セルティオを呼んで来い！　ああ、フォーグス神父は腰こしが悪いと聞いたがどうだね？」

「まだ辛いようです。今日は僕が使いで」

「おお、それもそうだな。いや、俺も風の噂うわさで聞いた程度だが、十じゆう字じ架かの剣けんを振るう傭兵神父といえば業界では伝説でな。若い連中に武術の指導をしてくれないかと再三お願いしているのだが、気乗りしないようだ」

「は、はあ……」

　自警団の荒あらくれ者を教えるより、孤こ児じ院いんで神の道を説くほうがフォーグス神父の好みなのだと思われた。そのくせ、適性のないエイクには剣けんを教えたこともあるのだから、気ままというか、勝手というか。

　フォーグス神父のせいで、エイクまで自警団での待たい遇ぐうが良くなっている。それもまたエイクが詰つめ所しよに来づらい理由の一つだった。

「団長。呼びましたか」

「来たかセルティオ。見習い神父殿どのに例の件を」

「ああ、はい」

　現れたのは、別の自警団員。細身な金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年だった。

　暗器使いの第一部隊長、セルティオである。王都出身の傭よう兵へいだが、物もの腰ごしが柔やわらかでエイクも自警団の中では話しやすい相手だった。しかし、ともすれば少年にも見えるこの顔立ちで、自警団の斬きり込こみ隊長だというのだから侮あなどれない。

　エイクは先日から、自警団に調査を依い頼らいしていた。街に来た異い端たん審しん問もん官かんアガタの経歴調査である。もちろんアガタには極ごく秘ひだ。

　彼女がどういう人物なのかを知ることができれば、彼女への対策も立てられるかもしれないという考えの上だ。それに、天使の声や、手を使わずに物を動かす奇き妙みような力も気になる。とにかく謎なぞの多い人物だから、少しでも情報が欲しい。

　自警団の副長が王都に出向き、それらの資料を送ってくれるはずだった。

「すみません。お忙いそがしいのに、調べものなど」

「いや、いいんですよ。それに……異端審問官アガタ・カバナー。僕も王都にいた時、少し覚えがありますから。先週から王都に出向いている副長から色々と資料が届いています。自警団の機密なので、ここで話してしまいますね。えーと」

　セルティオが羊皮紙を取り出す。自警団の副長ギオからの資料なのだろう。紙は貴重だろうから、きっと細かい字でびっしりと書かれているに違ちがいない。

　わざわざセルティオが呼ばれたのは、王都出身ということで高い教育を受けているからか。走り書きのメモは識字力に長たけた者でなければ読み解けない。

「アガタ・カバナー。王都より更さらに北にある寒かん村そんの出身です。ですが、この村はもうありません」

「ない？」

「ええ。大規模な魔ま女じよ狩がりによって相当数の住民が拷ごう問もん、処しよ刑けいを受けたそうです。残った村人も散り散りになったとかで。アガタ本人もその時の拷問によって右目に怪け我がを負ったようです。そんな経歴の女性が異い端たん審しん問もん官かんになったというのは、皮肉ですが……」

「いえ。ご本人も、魔ま女じよ狩がりはしたくないと言っていました」

　教会本部の意向というだけでなく、本心だったのかもしれない。

　拷ごう問もんされたのならば眼帯の理由もわかる。あるいは魔女狩りや異端審問のやり方に問題があると感じて、自ら異端審問官になったのかもしれない。そうだとすれば現状を憂うれい、志高く地位を得ることになった立派な人物だ。

　先日の拷問──自ら受けた鞭むちの理由は、そうなるとますますわからなくなるが。

「村の消えた最大の理由は、子供の処しよ刑けいにあったようです。村では多くの子供らが、天使や悪魔の幻げん覚かくを見たり、魔女の儀ぎ式しきに参加した容疑で処刑されています。当時八歳であったアガタ本人も、そうした処刑騒そう動どうの中、『天使の声が聞こえる』と証言したことで、拷問を受けています。処刑は免まぬかれたようですが」

　子供好きのフォーグス神父が聞けば眉まゆ根ねを寄せそうな、酸さん鼻び極きわまる話だった。思わずエイクも苦い顔になるが、聞き逃のがしてはならない。

　子供の時から、アガタは天使の声を聞いていたのだ。

　天使の声を聞いたのであればむしろ聖なる子として扱あつかわれそうなものだが、どうせ当時の現場では天使の名を騙かたる悪魔の声だ、と処理されたのだろう。そして悪魔の声を聞くのはそうなるべき要因があるからとされる。

　怪あやしげな声を聞いた者には拷問して吐はかせるべきなにかがある、と決めつけられたのだ。断片的な情報で手に取るようにわかる拷問への流れだった。

「王都の教会は、一連の騒動を村に派は遣けんした審問官の責任としてこれを処しよ罰ばつ。しかし騒動は収まる様子を見せず、王都の手の届かない中、村での処刑はエスカレートしたようです。犠ぎ牲せいとなったのは子供だけでおよそ二十五人。名前も書かれています。アレクサンドラ、ビル、エドワード、マルガリータ、ティータ──」

「そのへんにしておけ、セルティオ」

　話を聞いていると、腕うでを組み隣となりに立つダネストがそう言った。

「見習い神父殿どのの顔が青いぞ」

「おっと。すみません。気分を悪くされましたか」

「い、いえ……」

　エイクは首を振ふった。自らも孤こ児じであるがゆえに、子供の痛ましい話はさすがに堪こたえる。

　だが、そんなことは言っていられない。アガタの過去と天使の声。なにか関連があるのは間ま違ちがいなさそうだし、それが判明すればシルヴァが告発されないよう立ち回れるかもしれない。

　人の過去や秘密を暴あばくことの罪悪感も、もちろんある。しかし、こちらも手段を選んでいる場合ではないのだ。シルヴァや、ひいては教会に今住む者たちを守るため。情報の選えり好ごのみをしている場合ではない。

「続きは後日にするか、エイク」

「そんな、とんでもない。ご迷めい惑わくをかけているのですから、僕は──」

「無理をしても得はない。我々は神の作りし世界の醜みにくい真実を、聖職者よりも知ることがあるがな、エイク。だからといってそれを得意げに話すことを信しん仰こうだとは思わぬ。我らが血にまみれ、逆にお前のような志の若者が綺き麗れいなままでいることは、信徒の一人として喜ばしいことだ」

　ダネストの回りくどい言葉に、セルティオが苦笑していた。汚きたないことは聖職者の耳に入れるべきではないという、一いつ般ぱん的な感情だろうか。

　気き遣づかいされるほど自分は酷ひどい顔をしているのだろうか。大の男が情けない。

「急ぐ必要はないだろ。それに、審しん問もん官かん殿どのとは良好な関係と聞いているがね」

「え、ええまあ。基本的には真ま面じ目めな方というか、事前に警けい戒かいしていたような相手ではなさそうですので」

「──ちょっと団長ー！　団長のおっさんいる!?」

　どたどたと、騒さわがしい音が聞こえてきた。ダネストが詰つめ所しよの外へ、どうしたと声を張り上げる。どうも聞き覚えがある声だった気がした。

「団長のおっさん！　税金もらってんだからきびきび働きなさいよ！」

　やたら偉えらそうな声と共に、詰所に入って来る姿。

　三つ編みの赤毛と、薄うす緑みどり色のスカーフ。エイクの義ぎ兄妹きようだいであるジェシカだった。

「なんだ、パン屋のところの跳はねっかえりか。驚おどろかすんじゃねえ」

「誰だれが跳ねっかえりよ！　って、あれエイク!?」

　座っていたエイクに気付くジェシカ。街まち中なかでのジェシカの様子はあまり知らないエイクだったが、街を守る自警団長をおっさん呼ばわりするなら、跳ねっかえりと言われても仕方あるまい。

　だが、ジェシカはすぐ我に返ったように団長を仰あおぐ。背の高い自警団長は、ジェシカと並ぶと尚なお更さらその体たい軀くが強調される。

「それより大変なのダネストのおっさん！　街の大通りに化け物が！」

「化け物だ!?」

　張りのある声が、詰所に響ひびく。

　同時に、室内の男たちも立ち上がる。詰所のどこかのんびりとした空気が一変する。緊きん張ちよう感のある空気の中で、しかしどの男もぎらぎらとした光を目に宿らせていた。

　どこか嬉うれしそうにも見える。

「タダ飯食らいのクソ野や郎ろうども！　仕事の時間だ！　税を納めているジェントの民たみに俺らができるのは命賭がけのギャンブルただ一つ！　わかっていやがるな!?」

　おお！　と鬨ときの声があがる。暇ひまを持て余した男どもが一変、傭よう兵へいの態度へと変わった。

　出番がないのは平和な証しよう拠こ。だが、それだけで俸ほう禄ろくを得ることを、この誇ほこり高い戦士団は良しとしないのかもしれない。柔にゆう和わなセルティオまでが団長に向け声をあげた。

「死んでは酒も女も出来んぞ！　化け物だろうが後おくれをとるな！」

「あ、ええと……それなんだけど！」

　壁かべに立て掛かけた武器を手に取らんばかりの自警団員であったが、ジェシカは彼らの気き迫はくに押されながらも必死で声をかける。下手をすれば傭よう兵へいたちの怒ど号ごうに吞のまれかねなかった。

「化け物、いるにはいるんだけど……暴れてないっていうか、無害っていうか」

　指を織り合わせながら、ジェシカは言った。詰つめ所しよ内の男たちの動きが止まる。

「ちょっと、バカなヤツみたいで」

　ダネスト、セルティオ。その他自警団の面々と同じく。

　エイクもその言葉に、首を傾かしげるしかなかった。

　ジェシカのちょっと困ったような顔が、印象的だった。




「問題にゃ！　一日中立ちっぱなしで働いてるけど、誰だれも見てないところじゃないと仕事にならない人って一体にゃーんだ？」

「え!?　えっと……カカシ、ですか？」

「うにゃー！　悔くやしいが正解だにゃ！　じゃあ次はそこの男だにゃ！　見た目は甘いのに舐なめると苦くて痛い目に遭あうのはなんだにゃ？」

「……悪女だろ」

「にゃー！　ローテンションで答えられたにゃあ！　声かけて悪かったにゃ！　正解だから食べないにゃ元気だすにゃ！　えーと、えーと、じゃあ次は、そこのなよっとしたお前だにゃ！」

「えっ」

　件くだんの化け物。

　先ほどからよく喋しやべる相手に、いきなり声をかけられたエイクだった。

「なんか見た目神父っぽいからこの問題だにゃ！　教会できらきら見える星の光があるにゃ。一体にゃーんだ？」

「シスター、ですよね」

「にゃああ！　また答えられたにゃあ！」

　なぞなぞを出す化け物は、大げさなリアクションでのけぞった。隣となりのジェシカも呆あきれた顔だ。

　化け物が暴れていないと聞いて、一気に冷めた様子のダネストは、ジェシカとエイク、そして数人の自警団員に様子を見に行くことを命じた。荒あら事ごとでないのならむしろエイクが役に立つと思われたのかもしれない。結果的にはその判断は大正解だった。

　現れたのは、獅し子しの化け物。

　ただし上半身は人間の女性であった。特に頭部と胸部は剝むき出だしの褐かつ色しよくの肌はだ。腕うでも肘ひじまでは人間だが、そこから先は金色の毛に覆おおわれたライオンのもの。下半身に至っては完全に獅し子しであり、細い尻尾しつぽがゆらゆら垂たれている。前脚あしはともかく、後ろ脚は関節の向きも違ちがうので、完全にライオンなのだと思われた。

　背中からは鷹たかのような翼つばさが生えているが、こちらはシルヴァやレニュイらのようにぴこぴこと動いたりはしていないので、ただの飾かざりのように見える。

　くせのある黒くろ髪かみと、この地方ではあまり見かけない褐かつ色しよくの肌はだ。そもそも獅子を見る機会が少ないことを考えても、よほど遠い場所からやって来たと思われた。そして、なぞなぞをかけていることに照らして考えれば。

「あなたはスフィンクス、ですね」

「そうにゃ、我が名はニャクス！　遠き砂さ漠ばくの地よりはるばる来きたる叡えい智ちと王権を司つかさどる神しん獣じゆうだにゃ！」

「神獣、ですか。僕が知るのは、旅人に謎なぞをかけ、答えられなかった場合は食い殺すという魔ま獣じゆうスフィンクスですが」

「そっちはちょっと海を渡わたってからの逸いつ話わだにゃ。まあ食うんだけどにゃ」

　やはり人食の生物らしい。しかしそう言った瞬しゆん間かん、ぐきゅるるると盛大に彼女の腹が鳴る。そういえばエイクに問うよりも前に、大通りを行く人たちにもなぞなぞを出していたようだが、結局皆みなに答えられていた。伝承においては、なぞなぞを答えられたスフィンクスは身を投げて死んだというが。
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　ニャクスは別段身投げする様子もなく、しかし腹を鳴らしながらそのライオンの身体からだを大通りに横たえた。

「お腹なか空すいたにゃ……なんでみんな答えがわかるんだにゃ」

「もしかして、なぞなぞが下手なんですか」

「そ、そんなことはないにゃ！　スフィンクスがなぞなぞ下手とか、存在意義を疑われるじゃにゃいか！」

「さっきからずっとこの調子なのよ」

　力尽つきたらしいニャクスを見下ろしながら、ジェシカは言った。化け物が出たが無害、という意味がようやくわかった。砂さ漠ばくといえば海を渡わたったはるか南方だったと思うが、ここまで来る間に人は食べたのだろうか。

　きっと無理だったのだろう、とエイクは思う。

「ちなみにあたしも問題出されたわ。ええと、パンはパンでも野原に咲く花は？　って」

「パンジーですか」

　おそらく今までで一番簡単だ。先ほどのなぞなぞといい、子供でも容易に答えると思われた。

　この調子で問題を出し続けても、人は襲おそえないだろう。見た目はライオンの身体を持ってそれなりの迫はく力りよくがあるが、今のニャクスは拗すねた様子でごろんと転がるだけだった。獅し子しというよりどこにでもいそうな猫ねこに思えた。

「ちょっとアンタ。ジェントになんの用なのよ。変な化け物に簡単ななぞなぞ出されるって言って、みんな困ってるわよ」

「お前さっきのパン屋かにゃ。別にいいんだにゃ……どうせニャクスはなぞなぞ下手で、人も食べたことのにゃいダメスフィンクスにゃ……」

　愚ぐ痴ちり始めた。さっきは叡えい智ちと王権を司つかさどるとか言っていた気もするのだが。

「なんでも問題解決さくっとお任せ！　見習い神父の懺ざん悔げ室！　とかいうのがあるって聞いて、はるばるやって来たのに……このままじゃお腹が空いて辿たどり着けないにゃ」

「懺悔室の客人でしたか……」

　エイクは痛む頭を押さえる。辿り着くもなにも丘おかの上の教会はすぐそこだ。人食の習慣がある客はこれが初めてではないが、今回は輪をかけて厄やつ介かいそうだ。しかもかなり南方まで、妙みような形で噂うわさが広がっている。噂についたヒレがいつのまにか翼つばさに進化していた、という気分。

　サキュバスが教会に来るくらいだから、人間以外のものにはかなり噂が広まっているのだろうと思っていたが、これは想像以上だった。

「はいはい、ほら猫、アンタの探してんのはコイツよ。あ、お腹減ってるなら、パンあるけど食べる？」

「にゃむ。もぐ」

　ジェシカがどこかからパンを取り出し、ニャクスに与あたえる。肉食かと思ったがそういうことでもないらしく、普ふ通つうにパンを食べていた。鋭するどい犬歯が覗のぞく以外は、人間の歯にも見える。

　どうしたものか、と思う。今、教会にはアガタが滞たい在ざいしているのだ。もちろん、イザーナやヘルミーネ、レニュイのことは既すでにアガタも了りよう解かいしている。イザーナの首が落ちる時を見ても特に驚おどろかなかったアガタだから、エイクの懺ざん悔げ室の件を話しても問題はないだろう。

　だが。

　段々とアガタに、シルヴァの素す性じようにつながる情報を与えているような気がするエイクだった。

「これも主しゆの罰ばつでしょうかね……」

　アガタの過去を暴あばこうとした応報だとするなら、相応ふさわしいようにも思えた。

　とりあえず、エイクは遠巻きにスフィンクスの様子を見ていた自警団員たちへ、ニャクスは当面は無害であると主張した。自警団員は怪け訝げんそうな顔だったが、ニャクスを教会へ連れて行くと言うとすぐに納なつ得とくしてくれた。フォーグス神父や守しゆ護ご竜りゆうアザンレニュイのいる丘おかの上の教会は、ジェントの住人にとっても妙みような信しん頼らい感を得てしまっている。

　人じん外がいのための懺悔室を説明するまでもなく、自警団員たちは詰つめ所しよへと戻もどって行く。ダネストらも納得してくれるだろうと思われた。

「便利屋じゃないんですけどね、懺悔室」

「シルヴァが来た時点でそんな扱あつかいになってるんじゃないの」

「ジェシカ、やはりシスター・シルヴァがお嫌きらいですか」

「別に。妙なクセさえなければ良い娘むすめだとは思うけどね……ほうらニャクス。これから教会まで案内したげるから。行くわよ」

「にゃっ」

　ニャクスがパンをもむもむと食べながら、四足歩行でジェシカの後ろに続く。そういえばジェシカは、昔から野の良ら猫ねこなんかに懐なつかれるタチだったことを思い出す。ニャクスの身体からだは半分がライオンだし、その気になればジェシカは背に乗れそうだ。

「では、相談は、なぞなぞを得意にする、ということでよろしいですか」

　教会へと向かいながら、エイクはニャクスに問うた。あまり賢かしこそうには見えないスフィンクスは、パンをごくりと飲み込んでから頷うなずく。

「良い案があるのかにゃ？　自分もスフィンクス。色々知ってるけど、なんでか正解されるにゃ」

「全体的に簡単というか、奇きを衒てらったものではないですからね」

　というか、仮にここで解決したら、それは人食いの手助けをしたことになる。

　懺悔室を始めてから、幾いく度どとなく直面した問題だ。常連のヴァーバンシーは生き血を吸わねば生きてはいけないらしいが、ニャクスの場合はパンも食べているし、雑食だと思われた。まあ人しか食べられないというならここに至るまでに死んでいるだろうから、当然か。

　無理に人を襲おそわせる手伝いをするべきではないのか──などと悩なやんでいると。

　隣となりを歩くジェシカが、意外そうな顔でこちらを見ていることに気付いた。

「ジェシカ、なにか？」

「え、ああ、いや……なんていうか、結構しっかり考えてるんだなあって」

「それはもちろん。悩んで相談に来てくださっているのですから、そういった方々には真しん摯しに対応させてもらっています」

「そうじゃなくて、ええと、誰だれにでもそうなの？　コイツもそうだけどどう見ても人間じゃないでしょ。そんな真ま面じ目めにしなくても……」

「これも修しゆ行ぎようですから。それに悩んでいるのは皆みな同じです。人かどうかなんて関係ありませんよ」

「ふん。半人前が偉えらそうに」

　ジェシカは半眼で睨にらむ。なにか気を悪くしたらしい。幼おさな馴な染じみで義ぎ兄妹きようだいのジェシカは、本来ならば誰だれよりも近しい女性であるはずなのだが、昔からエイクは、彼女の心情を読み解くことが苦手だった。

「誰にでも良い顔して、後で痛い目見るのはアンタよ。こいつだって本当のとこわかんないし。隙すきを見せて頭からかじるかもよ？」

「そんなことしないにゃ！　バカにするにゃよ！　ちゃんとなぞなぞ出してから食うにゃ！」

「危険なんだか安全なんだか……」

　ジェシカの言うことにも一理ある、とエイクは思う。

　相談に来たからといって危害を加えられないという道理はない。が、今回に関していうなら、教会にはレニュイがいる。獅し子しも獰どう猛もうではあるのだろうが、竜りゆうには敵かなわない。気まぐれで変態のアザンレニュイだが、義理堅がたいところもある。窮きゆう地ちとあれば手を貸してくれると思われた。

　こちらが真しん剣けんさを向けたぶん、助けてくれるものもいる。ならば相手がなんであろうと、その訴うつたえに耳を傾かたむけるのが重要だとエイクは思う。

「それに、自ら相談してくれるのであれば、まだ楽ですよ」

「……あの審しん問もん官かんのこと？」

「察しがいいですね」

　アガタは眼帯のその下に。外がい套とうや拘こう束そく衣いで閉じ込めた身体からだの中に。なにかを閉じ込めているのではないか。そんな気もするエイクだが。

　たとえそうだとしても、アガタ自身がそれを話してくれなければどうしようもない。

「そうだ思い出した……審問官に使いをさせないでくださいジェシカ。アガタさんがパンを持って来てくれた時はなにかと思いましたよ」

「だって……女将おかみさんもおやっさんも、審問官が来るって聞いてぴりぴりしてたし。ちょっとくらい意い趣しゆ返がえししてやろうと思って」

「その発想こそが危険だと思います。相手がアガタさんだからよかったようなものの」

　アガタはまともな人物だが、もし自らの偏へん見けんと好みだけで行動するような異い端たん審しん問もん官かんだったとしたら、そうした嫌いやがらせは完全に逆効果だろう。

　丘おかへと続く街かい道どう。坂になった道を進みながら、わずかに目を伏ふせるジェシカ。だったが、しばらくして顔を上げる。きっとした目で睨にらまれた。

「でもアンタも、ああいう女は好みよねエイク。きりっとしていて、神様に従順です、みたいな態度で」

「え、ええ、そうですね。とても信しん仰こう心しんに篤あつい人だと思います」

　ジェシカの目が軽けい蔑べつするそれに変わってきた。

「なに、もう惚ほれたの」

「人聞きの悪いことを言わないでください。見習いとはいえ神父ですよ」

「神父だろうが聖職者だろうが人の子でしょ。惚れておかしいことなんてないでしょ」

　後ろからついて来るニャクスが、『にゃしししし』なんて妙みような声をあげた。どうやら笑いをこらえているらしい。人を食う魔ま物ものには、人の営みは滑こつ稽けいに見えるのだろうか。

「仮に僕が神父でなかったとしても、アガタさんはそういう対象にはならないと思いますよ、ジェシカ」

「なんでよ」

　エイクは黙だまる。

　確かにジェシカの指し摘てきは正しい。神の教えに忠実な審問官。怜れい悧りな判断力を持ちながら権力の振ふるい方も心得ている。出会い方が違ちがえば、エイクも違う感情を抱いだいていただろう。それを見抜ぬくあたり、さすが幼おさな馴な染じみといったところか。

　が。

　先日のシルヴァとの拷ごう問もんの一件。自ら懇こん願がんして鞭むちを受け、天使の声を聞くと言った割には鞭の痛みで悦よろこんでいたアガタ。あれを見てしまうと、あったかもしれない恋心が明後日あさつての方向へ飛んでいく気がした。

「まあ、色々ありまして。それに、今は神の道に邁まい進しんすることで精せい一いつ杯ぱいですから」

「そうねっ──うりゃ！」

　いきなり、何の脈みやく絡らくもなく背中を叩たたかれた。

　ばしっという音で思わずエイクは呻うめく。平手ではなく拳こぶしだった。ジェシカに殴なぐられるのなんていつ以来だろうと思ったが、子供の頃ころだろうと今だろうと、痛いものは痛いのだった。

「そうやって頑がん張ばんなさいよ。シルヴァに手出しちゃダメよ」

「あ、当たり前です……」

　当然のことを答えたはずなのに、やはりジェシカに睨まれてしまった。そのままジェシカは街道をどんどん進んで行く。その後、ゆっくりやって来たスフィンクスが、にやにやと嫌らしい笑えみを浮かべていた。

「女心を知らんと大変だにゃ？」

　独特の笑い方のニャクスは、明らかにエイクをバカにしていたが、エイクとしてはさっぱり理由がわからない。

「すみません。義妹いもうとの感情にも疎うといようで」

「まあ、女心はいつの世でも解けないなぞなぞだからにゃー」

　にゃしししし、と笑いながらジェシカの後に続く半はん人じん半はん獣じゆうの魔ま物ものであった。

　まったくその通りで、それが解ける旅人がいるのならば是ぜ非ひともご教授願いたかった。今のところ、そんな人間に出会ったことはないエイクであったが。




「問題にゃ！　美味おいしく飲める文字って一体なんだにゃ？」

「え？　ええと、紅茶テイー、でしょうか？」

「ふにゃっ!?　う、うう、めげないにゃ！　じゃあええと、汚よごせば汚すほど綺き麗れいに──」

「雑ぞう巾きんでありますですね」

「最後まで言わせろにゃー！　くそう、今度こそ食べてやるにゃ！　どんなに焼いても真ん中まで焼けない食べものってなんだにゃ？」

「真ん中が最初からないから、ドーナツ……そうでなかったら目の前のちっこいライオン、とかかなあ？」

「このドラゴン怖こわいにゃー！　こっち睨にらむにゃ別に喧けん嘩か売ってないにゃー！　ニャクスは焼いても美味しくないにゃ！」

　アザンレニュイにすら答えられ、涙なみだ目めになったニャクスが俊しゆん敏びんな動きでジェシカの背後に回り込んだ。

　丘おかの上の教会。本来ならば懺ざん悔げ室を使って相談を受けるが、ニャクスはどうやっても狭せまい懺悔室に入れない。だからといって外で集まる必要はないのだが、ヘルミーネがニャクスを獣けもの扱あつかいし、教会が汚れるからと中に入れることを拒こばんだのだった。

　それぞれ回答したシルヴァ、ヘルミーネ、アザンレニュイの反応は様々だが、連続して答えられたニャクスはジェシカの後ろで落ち込んでいた。

「簡単すぎますです」

「そうですわね……なぞなぞといっても、有名な問題ばかりですし」

　追い打ちをかける女性陣じん。レニュイはもう飽あきたのか、あくびを嚙かみ殺しながら教会へと戻もどって行った。冬が近づくにつれて活動量が目に見えて減っているドラゴンだった。

「どうするのよ。エイク」

「とにかく練習しましょうか。問題のレパートリーを増やしたいと思います。ただしニャクス。練習なので、不正解になっても食べてはいけませんよ」

　ニャクスが嫌いやそうな顔をするが、素す早ばやくジェシカがその口にパンを押し込んだ。パンを食べながらしぶしぶ頷うなずくニャクス。ジェシカがすっかり猛もう獣じゆう使いのようだ。

　タダでは申し訳ないので、後でジェシカにはパンの代金を払はらおうとエイクは思う。

「それと、もう一つ。なぞなぞが上達しても、無む闇やみに人間を襲おそうのはやめてほしいのですが。襲うな、と言っても無理だとは思いますが、なるべく必要最小限に」

「それくらいなら約束できるにゃ。基本的に自分から人襲わにゃいし。縄なわ張ばりに入って来た者になぞなぞ出すだけにゃよ？」

　そういえば、伝承においてもスフィンクスはその場を動かず、旅人に謎なぞかけをするのだったか。

　自分から襲いに行かないぶん危険度は低いだろう。だが、縄張りを動かないスフィンクスがここまではるばるやって来た。エイクに相談するために。

　懺ざん悔げ室の評判が広がるのも、良いことばかりではないかもしれない。

「あとは誰だれに謎を出すか、ですね。それなりにハードルを上げたいので知識のある方が……」

「自分が引き受けようか？」

「えっ」

　冷静な声に振ふり向くと、いつの間にかアガタがその場に立っていた。相変わらずの外がい套とうと眼帯姿。レニュイと入いれ替かわりに来たのだろうか。気配なく審しん問もん官かんに近づかれると心臓に悪い。

「騒さわがしいので来てみたのだが……遠き異国の魔ま物ものとは。珍めずらしいものを見たであるな」

「アガタさん、これは」

「ああ、いい。フォーグス神父より詳しよう細さいを聞いているである。デュラハン、シルキー、さらに守しゆ護ご竜りゆうまで。教会に人じん外がいの類たぐいが多いと思ったが、懺悔室を開いているとか？　まったく、日々の業務や勉学だけでも忙いそがしかろうに、人ならぬ身にまで声を傾かたむけるとは熱心であるな、エイク」

「ご存じでしたか……」

　おそらく、後々問題にならぬよう、フォーグスが説明してくれたのだろう。しかも最も問題になりそうなシルヴァの件は外して。審問官へ警けい戒かいすると同時に、フォーグス神父もある程度まではアガタを信用した証あかしだ。教会に人外が出入りしているくらいでは告発されないはず、と。

　事実、アガタは異い端たんを疑うどころか、エイクを褒ほめてくれている。

「自じ慢まんするつもりはないがこれでも異端審問官。フォーグス神父ならばともかく、見習い聖職者や一いつ般ぱん人に知識で後おくれをとるつもりはない。存分に問題を出すがいいである」

「なぞなぞって知識だけじゃないわよね……」

　バカにされたと思ったのか、ジェシカが半眼でアガタを睨にらんだ。確かに言葉遊びや比ひ喩ゆを多用するのがなぞなぞだ。単に知識だけでは測れないものも多い。

「えっと、じゃあ」

　教会前に集まった面々を見て、エイクは頭を巡めぐらせる。

「順番に、僕らの知っている問題をニャクスさんに教えましょうか。個々人の問題の傾けい向こうがあると思いますから、そういったものをニャクスさんに吸収していただき、上達の手助けになればと思います」

「頑がん張ばりますわ、エイク様」

　すっかり助手が板についてきたシルヴァが、意気込んで言う。ヘルミーネは暇ひま潰つぶしとばかりにため息。ジェシカは乗りかかった船だしな、という表情だった。

「アガタさんを不正解にさせれば、ひとまず目標達成……というところでどうでしょうか」

「うにゃあー、スパルタの気がするにゃー」

　前脚あしを舐なめ始めたニャクスにやる気はあまり感じられない。あまり努力というのが好きなタチではないのかもしれない。誰だれのためだ、と言いたくなったのを慌あわてて飲み込む。

　懺ざん悔げ室は自分のための修しゆ行ぎようでもあるのだ。

　恩着せがましくニャクスのためだなどと言ってはならない。強しいて言うなら自分のため、あるいは信ずる神のため、だろう。

「では始めましょうか」

　まずはエイクから。

　エイクはニャクスに耳打ちして、問題を教える。ニャクスの耳は頭の上についた丸いもので、獅し子しの耳と同様と思われた。黒くろ髪かみから覗のぞく耳は、エイクが耳打ちしている間、ぴくぴくと動いている。頭部は人間なのに、耳だけ獅子なのは何故なぜなのだろう。

　あらかた聞き終えたニャクスは、さっとアガタへと駆かけて行く。彼女に教えた問題はどれも専門的なものだが、どうなるだろうか。

「エイク様はどんな問題を？」

「ええ、聖典から少々。謎なぞかけのようなものもありますし」

「え……」

　シルヴァが絶句する。反射的に答えてしまったエイクだったが、彼女の表情で自分の間ま違ちがいに気付いた。

　慌あわててニャクスを見る。するとがっくりとうなだれるスフィンクスと、厳しい隻せき眼がんでこちらを睨にらむアガタの姿があった。

「あの、差し出がましいようですけれど、聖典はアガタさんのほうがお詳くわしい、かと」

「そりゃそうですよね……」

　思わず呻うめいた。自分の得意分野からの出題であったのだが、アガタのほうが何倍も上うわ手てに決まっていた。しかしこれが、たとえばジェシカであれば答えられなかっただろうと考えると、単純に解答者が手て強ごわいだけだ。

　つかつかと、厳しい目のまま、アガタがこちらへと近づいて来る。

「エイク。確か王都の神学校で学ぶことを希望していたであるな？」

「は、はい」

「ならばまだ甘いである！　というか『第一章十七節を述べよ』など、謎なぞかけではなくただの問題であるではないか！　まったく、立派な書庫があるから少しは学んでいるかと思えば……」

「大変申し訳ありません……」

　頭を下げるしかない。王都の教会の実力者から叱しかられるのもまた貴重な経験かと思われたが、ニャクスの相談を考えれば的外れもいいところだった。ジェシカがその様子を見て、やれやれとため息をつく。

「頭固いからね、エイクは。なぞなぞ苦手なのはアンタも同じでしょ。頭良いから答える側がわならともかく、問題出すほうになるとこれよ」

「え、エイク様は頑がん張ばってますわ！　先日も夜遅おそくまで勉強を……」

「だから、勉強しかできないって言ってんの。なぞなぞってそういうもんじゃないでしょ」

　返す言葉もないエイクだった。

　仕方ないわね、とジェシカが腕うでを組む。

「ま、こういう庶しよ民みんの知ち恵えっていうの？　あたしのほうが詳くわしいだろうし。ちょっとやってあげるか」

「ひよっこ神父には難しくとも、自分ならば余よ裕ゆうでありますです」

　ヘルミーネも、その小さな腕を回してやる気を見せていた。ジェシカとヘルミーネ、一見すると共通点はなさそうだが、口は悪くとも面めん倒どう見みが良いあたりがよく似ている。あとは体型も、などと言えば怒おこられるか。

「ほうら来なさいニャクス。あの審しん問もん官かんに敗北宣言させてやるわ」

「な、なんだか私し怨えんを感じるんだがにゃ……」

　ニャクスの耳に、ジェシカとヘルミーネが両側がわから挟はさんでごにょごにょと色々吹ふき込み始めた。具体的な内容まではわからないが、同時に別の内容を聞き取れるのだろうか、とエイクは思う。

　自じ称しよう、叡えい智ちと王権を司つかさどる神しん獣じゆう。そのくらいはできるのだろうか。

「エイク様。どう思われます？」

「ん……ジェシカの出す問題は多少なら予想できますが、ヘルミーネさんは……」

　家事手伝い妖よう精せいのなぞなぞとはどういうものだろう。

　自分の知識範はん囲いがアガタと被かぶっている以上、今回は役立たずであるエイクは、スフィンクスを取り巻く女性たちの様子を黙だまって見守るしかできなかった。

　当のアガタは、どんな問題でも構わないとばかりに仁に王おう立だちしてニャクスを待っていた。




「問題にゃ！　頭をぐるぐる回していないと、サボってるって言われるのは誰だれだにゃ？」

「風ふう車しやであるな」

「むっ！　どんどん行くにゃよ！　黒く汚よごれないと仕事ができないのってなんだにゃ？」

「……ペンであるか？」

「う、むむ。ええと、ええと、じゃあいつも白い手て袋ぶくろをしている人は……」

「小麦粉を使うからであるな？　ならばパン職人といったところであるか」

「とてもとても寒い冬の日なのに、地面から芽を出すものってなんだにゃ！」

「霜しもである」

　舌ぜつ戦せんが繰くり広げられていた。が、ニャクスの攻こう勢せいに比ひ較かくして、アガタは平然としたものだ。何故なぜほとんど即そく答とうできるのだろう。もしや、例の天使の声というのを聞いているのだろうか。

　しかし、時折は考える様子を見せたりもするので、やはりアガタ自身の知識と発想によるのだろうか。

「……エイク。申し訳ありませんですが、部屋の掃そう除じがまだ残っているので、自分は教会に戻もどっても？」

「はい、構いません。すみません、付き合わせてしまって」

「いえ、好きでやったことでありますです……ご武運を」

　なんだか悩なやみ相談に対してはやけに物ぶつ騒そうな激げき励れいの言葉を残し、ヘルミーネは教会へと戻る。問題は違ちがえど、出題者がどちらかわかるのは面おも白しろいと思った。パン職人は言うに及およばずだし、風車はその動力で粉を挽ひく。つまりそれ以外の問題がヘルミーネの出題だ。

「う、うう……なんですぐにわかるのよ……」

「甘く見るな。これでも庶しよ民みんの出、貴族のごとく世情に疎うといと思わないでほしいである」

　アガタは淡たん々たんとそう言うだけだった。王都より更さらに北方の寒かん村そん出身。自警団詰つめ所しよでセルティオが読み上げた文もん言ごんが、エイクの頭に浮かぶ。

　アガタは生まれた時からすべて恵めぐまれ、なるべくしてなった審しん問もん官かんではない。どういう事情があったかはまだわからないが、過か酷こくな子供時代を生き抜ぬいてきたはずだった。アガタは隻せき眼がんでこちらを睨にらむ。

「もう終わりであるのか？　人じん外がいを相手にする懺ざん悔げ室。これが本領とは思いたくないであるが」

「う、ぐぐ……」

　ジェシカが唇くちびるを嚙かむ。ことごとく正解されては立たつ瀬せがないのだろう。別になぞなぞ得意というわけでもないのに、対たい抗こう心しんだけでアガタに立ち向かった結果がこれだった。

「まったく、大口を叩たたいておきながらにゃ……」

「悪かったわよ」

　きゅるると腹を鳴らすニャクスに対して、ジェシカはパンを食べさせる。空腹に耐たえかねてジェシカたちを襲おそい始めないかと思うエイクだが、もしそうならジェントか、ここに至るまでの道中でとっくに人を食らっているだろう。

　なぞなぞに正解できなかった人だけを襲う。面めん倒どうなルールを自らに課しているニャクスなのだから、そこは曲げないと思われた。伝承においては正解された途と端たんに自殺してしまったスフィンクスもいるし、それなりの矜きよう持じがあるのかもしれない。

「えと、ええと、シルヴァ！　そう！　まだシルヴァがいるわよ！　アンタならほら、色々知ってるでしょ！　伊達だてに修道女志望じゃないでしょ！」

「え、ええ……？　あの、ジェシカさん。普ふ段だんはなんというか、わたくしにちょっと厳しめなのに、ピンチの時だけ頼たよるのはどうなのでしょうか……？」

「うっさいわよ！　いいからやんなさい！」

「ひんっ！」

　背中をばしんと叩たたかれて、シルヴァが妙みような悲鳴をあげる。シルヴァがニャクスの前に突つき出される。似たような光景を以前にも見た気がするのだがエイクの気のせいだろうか。

「で、では、一つだけ……ニャクスさん、よろしいですか？」

「うう。この際なんでもいいにゃ！　よろしく頼たのむにゃエロシスター！」

「し、失礼ですわよ！」

　修道服をきちんと着込んでいるシルヴァが顔を赤くして怒ど鳴なった。淫いん魔まを連想させる要素は今のところないはずだが、ニャクスはどこで見抜ぬいたのだろうか。

　適当な口調と、なぞなぞが苦手だということでわかりにくいが、案外、他者の本性を見抜く慧けい眼がんは備えているのかもしれない。くりくりとした猫ねこのような目に知性を持つのか。修道女然としたシルヴァにも、その出しゆつ自じの秘密をどこかに見み出いだしたか。

　シルヴァがニャクスの耳に唇くちびるを近づけた。どこかくすぐったいのか、ニャクスは胡桃くるみのような目を伏ふせて、ぴくぴくと耳を震ふるわせた。

「ふむ？　ふむ！　なるほどにゃ！　よくわかったにゃ！」

「お姉様たちと遊んでいたなぞなぞですから、少しは面おも白しろいかと」

　ニャクスはシルヴァの小声を聞き届けると、たたっとアガタまで駆かけて行く。

「問題にゃ！」

「受けて立つである」

　仁に王おう立だちのアガタは自信に満ち溢あふれている。そう簡単に知ち恵えでは引けをとらないと思っているようだった。

「男と女が二人ですることで、『せ』で始まるものって一体なんだにゃ？」

「む？　う、む、ま、待てそれは」

　効果は劇的だった。

「そ、そういうのは……ちょっと……」

　アガタが一気に顔を赤らめて狼狽うろたえる。一体なにを連想したのか手に取るようにわかるエイクだった。逆に言えば、シルヴァが淫いん魔まだと知っているエイクには、この問題の二重構造はすぐに解けてしまったが。

「ん～？　どうしたんだにゃ～？　もしかしてわからないのかにゃ？」

「い、いやわかる！　わかるであるが……それはちょっと」

　焦あせった様子のアガタは声が上うわずっていた。エイクは正解を教えたくもあるのだが、それではニャクスの練習にならないので意味がない。

　シルヴァはにこにこしたまま二人の様子を眺ながめているので、ひっかけ問題などとは思っていないのかもしれない。

　彼女の姉二人、パティとフェレンが、シルヴァをからかうためになぞなぞを出したが、シルヴァはそれに気付かず天然で、正しく答えてみせた。そんな経緯をエイクは勝手に想像した。

「男女で……せ、って……え、ええ!?」

　なお、顔を赤らめているのはアガタだけではなかった。ジェシカもまた、赤い顔で頰ほおに手を当てている。こちらも勘かん違ちがいしているのは明白だった。

「あ、ちなみに、男女でって言ったけど男同士、女同士でもできにゃいことはないにゃ」

「待てっ、待つである！　それは、それはあまりに不道徳な……！」

　別に不道徳とかではないんですけどね、とエイクは内心で思う。ジェシカも頭が混乱しているのか、ぎゃーとかひーとか一人で言っていた。なにかに取り憑つかれているようで、見ていて少し面おも白しろかったりもする。

「ちょっと！　ちょっとシルヴァ！」

「は、はい？」

「あの問題……！　こう！　品性や遠えん慮りよが足りないっていうか、とにかくもっとマシななぞなぞあるでしょ！　あれじゃミュリ姉ねえの出す問題……あ、同類だっけ」

「あの、ジェシカさん？　わたくしにもミュリエルさんにも酷ひどいですわ……」

　シルヴァはどうしてジェシカに怒おこられているのか、自覚はないようだった。やはりシルヴァにとっては普ふ通つうの問題なのか。ここにはいない淫いん魔ま姉妹の悪意が、問題からは透すけて見えるというのに。

　この場合、出題したシルヴァより、ジェシカやアガタのほうがあれこれ想像している点で不ふ埒らち、不道徳ということになるのだろうか。アガタが真っ赤になる様子は、もしかしたらかなり貴重な光景ではないかとも思われた。

「とにかく！　なんでこんな変な問題！」

「変……でしょうか？　でもつい先日、わたくしもエイク様といたしましたわ？」

「は──はあああああっ!?」

　ジェシカの絶ぜつ叫きようと共に、エイクも思わず咳せき込んだ。突とつ然ぜんなにを言い出すのか。

「エイク様……とても大きくて……」

「え、大きいって!?　大きいってなにが!?　ちょっとエイクー！」

　マズいと思った時には、もうジェシカの怒いかりの矛ほこ先さきはエイクに向いていた。エイクの襟えり元もとを摑つかんでがくがくと揺ゆさぶる。もう目の焦しよう点てんが合ってないジェシカだった。

「アンタぁ！　聖職者志望のくせにやっぱり……！　ていうかやっぱりシルヴァ、そういうことするために連れ込んだんじゃない！　不潔！　最低！　アンタなんかシルヴァと一いつ緒しよに教会追い出されて野の垂たれ死じね！　このケダモノっ！」

「誤解です、誤解ですから、ジェシカ……よく問題を考えてください……」

　大きく揺ゆすられる頭でどうにか弁解しようとするが、ジェシカは既すでに頭に血が上っているのか聞いてくれなかった。たかだかなぞなぞでここまで混乱できるのはすごい、とエイクは思う。

　それもこれもシルヴァの問題に起因する。が、当の本人は起きていることが理解できていないのか、きょとんとしていた。

　これが淫いん魔まの無意識下の罠わな。そのつもりがなくても性的事象で人心を惑まどわす悪魔の性質だとしたら、こんな厄やつ介かいなことはない。

「にゃふふふふ、降参かにゃ？　降参かにゃー？」

「ま、待つである！　この問題、おそらくは罠であるが、しかし、ならば正解は……？」

　勝利の兆きざしが見えたのか、ニャクスが意地悪く笑っている。アガタはひっかけ問題というところまでは気付いたようだが、そこから先の考えに至らないらしい。顔が赤いのはなにか関係しているだろうか。

　ヒントでも出せればよかったのだが、生あい憎にくとエイクは首を絞しめかねないジェシカをどうなだめるかで精せい一いつ杯ぱいだった。ジェシカの目は完全に据すわっており、このまま殺されかねないとすら思う。

　もちろん、問題のヒントはもう出ている。同性でもできる。そしてとても大きい。

「ジェシカ。貴女あなたとも昔一緒にやったじゃないですか。忘れてしまいましたか？」

「ふぎゃあっ!?」

　潰つぶれた猫ねこみたいな声をあげるジェシカだった。ヒントを与あたえたつもりが、ジェシカの目に更さらに混乱が広がっている。

「な、ななななな……！」

「ほら、教会裏手の柱で」

「や、やってないわひょっ！　そ、そんにゃこと、エイクとなんてまだっ……え？　あれ？　もしかしてあたし覚えてないだけ……？　ええ？　え、でも、えええええー!?」

　誤解を解くつもりが、ジェシカは更に頭を抱かかえて悶もだえていた。その脳内に浮かぶのはどんな桃もも色いろの想像なのだろうか。昔一緒に、と言っているのだから、不ふ埒らちな内容でないことは明白のはずだが、ジェシカは混乱していて冷静な判断力を失っている。

「時間切れーにゃー！」

　ニャクスが胸を張り、高々と宣言した。答えのわからないアガタとジェシカが、赤い顔でニャクスを睨にらみつける。

「正解はせいくらべだにゃ！　わかんにゃかったようだにゃー？」

「せ、背比べ……？」

　ジェシカが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。シルヴァは頰ほおに手を当てて笑え顔がお。上手うまく不正解に導けたことが嬉うれしいらしい。

「くっ。そういうことであるか」

「背比べって……じゃあ裏の柱……あ、そっか、身長の傷……」

　子供の頃ころは、ジェシカも含ふくめた義兄弟たちで、身長を比べるのが常だった。すでにかなりかすれているが、尖とがった石でつけた傷は目を凝こらして探せばまだあるだろう。

　教会を出て行ってから、ジェシカの背は伸のびたのだろうか。

「って！　紛まぎらわしいのよまったく！　とんだ勘かん違ちがいしちゃったじゃないの！」

「一応、ヒントは与あたえたつもりだったんですが……」

　おそらくは性行こう為いとか、そういう言葉と勘違いしたのだろう。

　妄もう想そうが飛ひ躍やくして明後日あさつての方向にいっている。大体、日々シルヴァの無自覚の誘ゆう惑わくに耐たえ、それでなくても最近女性の増えた教会で必死に理性を保っているエイクなのだ。失礼な想像はやめてほしい。

「そうよね。背比べよね。エイクがシルヴァにそんなことする度胸ないもんね」

「やっぱり並んでみると男性ですのよ、エイク様。結構大きくて」

「アンタも一々酷ひどいのよ言い方が！」

　やっぱり淫いん魔ま社会で生きてきたからだろうな、とエイクは思う。こういうところでサキュバスらしさが表れるように思われた。

「にゃふふふ！　問題の内容よりも言い方で惑まどわせばいいということだにゃ！　なるほどにゃー、勉強になるにゃ！」

「え、惑わす……？」

　自分の行いに無自覚なシルヴァが、きょとんとしていた。

　この分だと、アガタ、ジェシカがどうして答えられなかったかも気付いていないのかもしれない。天然淫魔というのは実に恐おそろしい。

「なんだか自信がついてきたにゃ！　次の問題も答えられなかったら食べちゃっていいかにゃ？」

「ちょっと待ってくださいニャクス。急にそれは」

「ここまで来ては引き下がれないである！」

「アガタさん!?」

　ニャクスがこれ幸いとばかりに舌なめずりをする。頭部は人間のニャクスだが、わずかでも口を開くと鋭するどい八や重え歯ばが覗のぞく。それでも人体を斬きり裂さくには威い力りよく不足かもしれないが、彼女の武器はきっと歯ではなく、獅し子しそのものの前脚あしなのだろう。

　が、アガタは怯おびえた様子もなく、きっとした視線でニャクスを睨にらみつけた。

「この屈くつ辱じよくは晴らさねばならぬである。邪じや魔まをするなエイク」

「にゃししし！　生まれてこの方味わったことのにゃい人間を食べる時がついに来たにゃ！」

　人食いの魔ま物ものにあるまじき発言である。

「他者を傷つけることを手伝うわけにはいきませんよ」

「構わんにゃ！　スフィンクス伝統のなぞなぞがあるからにゃ！」

「……これは、困ったな」

　エイクは頭をかく。練習させ、シルヴァの問題でどうにかニャクスに自信をつけさせることには成功したものの、ちょっと調子づかせてしまったようだった。元々、ニャクスが調子に乗りやすい性格であるともいえそうだったが。

「手間はとらせん。すぐ終わらせるである」

「わ、わかりました。気をつけてくださいね、アガタさん」

　たとえアガタが正解したとしても、ニャクスは自分から人を襲おそわないと明言していたしそこは信しん頼らいできるだろう。アザンレニュイといい、どうも人じん外がいの面々は自分で自分に課したルールには従順な傾けい向こうがある、気がする。

「……食われちゃえばいいのに」

　ほんの小声で、ジェシカが酷ひどいことを言った。あちこちで聞く審しん問もん官かんの所業を考えれば、街に住む者の当然の感情であったかもしれない。が、エイクはすぐさま、ジェシカの頭を強めに叩たたいて黙だまらせておく。

　わきゃ、と悲鳴をあげたジェシカだが、これくらいは義ぎ兄けいとして当然の制裁だと思われた。

　ジェシカは妹じゃない姉だ、と言うと思われたが。

　互たがいに正確な年ねん齢れいのわからない孤こ児じ同士、どちらが偉えらいということもない、とエイクは思うのだった。




「問題にゃ！」

　おそらく最後のなぞなぞと思われるそれを、ニャクスが告げる。

「其それは姉し妹まいである。一方が他方を食い、他方が一方を食う」

「姉妹……」

　明らかに今までの口調と違ちがうニャクス。スフィンクス伝統のなぞなぞと言うからには、その細かい言い回しまで含ふくめての伝統なのだろうか。

「また一方が他方を生み、他方が一方を生む。これはなんだにゃ？」

　エイクは少しの間考えたが、しかし答えはわかった。ジェシカは難しい顔で頭を抱かかえていたが、シルヴァはぽんと両手を叩たたいたところを見ると答えがわかったのだろう。

　アガタは。

　エイクたちよりよほど教養があるはずのアガタは、何故なぜか黙だまり込んでいた。

「……アガタさん？」

　反応がない。

　すぐ眼前で、褐かつ色しよく肌はだのスフィンクスが覗のぞき込んでいる。今にもかぶりつきそうに見えたのだがそれは錯さつ覚かくだろう。

「にゃにゃ？　わからんのかにゃ？」

　アガタはまったく動かなかった。

　エイクは彼女の表情を見る。眼帯をかけたせいで、その顔がどこを見ているのかわかりづらい。唇くちびるだけが、ほんのわずかに震ふるえているようにも見える。

　なにかを呟つぶやいているのだろうか。

「アガタさん。ちょっと……」

「黙れ」

　今度ははっきりと、アガタがそう言った。

「てめえは、黙れ」

「な……」

　アガタが、隻せき眼がんでエイクを射抜ぬく。

　何故だろうか。その姿も声も変わらないまま。怜れい悧りな口調もそのままなのに、どうしてかエイクには、今のアガタが別人に見えた。その隻眼、露ろ出しゆつした左目が誰だれか別人の眼球のように。

　誰だ。

　これは、誰だ？

「あんまりのんびりしていると、時間切れになるにゃ？」

　はっとして、エイクは我に返った。

　気付けば、アガタはこちらを振ふり返ってすらいなかった。エイクのほうを見てもおらず、ただぶつぶつとなにかを呟き続けている。先ほどの、やたらはっきりした黙れという声に吞のまれていたが、ジェシカやシルヴァ、ニャクスは、何事もなかったかのようにその場にいた。

　まるで。

　つい先ほどの別人のようなアガタ。こちらを振り返った怖こわい顔のアガタを見たのが、エイク一人だけのようだった。

（い、今のは……）

　冬の近い季節の昼間に見た幻げん覚かく、だったのだろうか。

　それにしてはやたらとはっきりしていた。黙れと強く言った声はまだエイクの耳に残っているし、別人のような顔つきで威い圧あつされた。そのアガタの表情だって強く覚えている。

　今のアガタは、喋しやべらずに立っているものの、普ふ段だんと変わらない。狂きよう気きを孕はらんだ様子などどこにもない。

「ん～、わかんないかにゃ？」

　アガタはまだ答えない。アガタほどの人物であればわからないはずがないと思うのに。

「仕方ないにゃ。五数える間に言うにゃ。いーち、にぃ……」

　まさか本当にわからないのだろうか。

　口で小さく呟つぶやいているのはなんなのだ。横からなにか言いたいエイクだったが、もしそれをしてしまえば食われるのはエイクのほうかもしれない。

　自じ称しようとて神しん獣じゆうの行いを邪じや魔ましたのなら、相応の報むくいを受ける可能性がある。多少抜ぬけてはいても、いやだからこそ、ニャクスの強きよう靭じんな前脚あしが、なにかの拍ひよう子しに振ふるわれないとも限らないのだから。

「さぁん、よぉーん……」

「昼」

　ニャクスの目が、丸くなって固まった。

「昼と夜。互たがいに生み、互いに食らう姉し妹まい。絶えずその身を傷つけつつ癒いやすのは、天上にある昼夜に他ほかならぬであるな？」

「う、うにゃ……」

　正解だ。少なくともエイクの考えた答えと同じだった。さしたる問題ではなかったとばかりにアガタは息を吐はく。初めからわかっていたのだろうか。

「アガタさん？」

「む。どうしたエイク。正解であるな？」

「え、ええ……」

　ニャクスががっくりとうなだれているのを見てもそれがわかる。さすがに哀あわれに思ったのか、ジェシカがまたパンをニャクスに与あたえていた。

「先ほど……僕に、黙だまれと言いましたか？」

「なんのことであるか？」

　そんなことは知らないとばかり、アガタは首を捻ひねった。エイクを振り返った瞬しゆん間かんの、厳しい態度はどこにもない。冷静ではあるものの、いつものアガタだ。

　では、あの一瞬。

　エイクが見た豹ひよう変へんの幻げん視しは、一体。疲つかれているのだろうか。さすがに自分のことながら心配になる。

「アガタさん……大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「ああ。さほど捻った問題ではなかったであるからな」

「では、すぐにお答えにならなかったのは……」

　アガタは、また黙だまる。その隻せき眼がんは少しだけ伏ふせられていて。

　何故なぜだろう。悲しそうな表情にも見えたのだが。

「なんでもない。気にしなくてもよいである」

　もう、それ以上の質問は受け付けないとばかりに、アガタは外がい套とうを翻ひるがえして、教会へと向かって行った。やるべきことは終わりということだろうか。

　秘密があるのは間ま違ちがいないと思われるのに。どうしてかそこに辿たどり着ける気がしなかった。

「エイク様？」

　いつの間にか、心配そうな顔でシルヴァが傍そばにいた。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　なんだか怖こわい顔をなさっていて……」

「そんなこと、ないですよ」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。あの瞬しゆん間かん、黙れと言ったアガタの表情が頭から離はなれない。

　スフィンクスのなぞなぞは解けるというのに、アガタを取り巻く謎なぞは、その片へん鱗りんすら解き明かせないエイクなのであった。




　スフィンクス、ニャクスは砂さ漠ばくの地へ帰ると言い、その日のうちに旅立っていった。

　彼女の悩なやみは根本的には解決することができなかったが、ニャクスなりにそこそこ自信がついたらしく、また鍛きたえ直してから教会へ来るという。しかしニャクス一匹ぴきでどこまでできるのかはエイクにも不明。彼女が人を襲おそうまではまだまだ時間がかかると思われた。

　そのほうが、エイクたち人間にはありがたい話ではあったが。

　アガタはあの後も、いつも通り守しゆ護ご竜りゆう祭の調査を行っていた。特に普ふ段だんと変わった様子は見られない。天使の声とやらは時折言げん及きゆうするが、一方でアガタ自身の豹ひよう変へんは、その後に見ることはなかった。

　さて、更さらにニャクスに関する顚てん末まつであるが。

「……なにかいるように見えますが。ダネストさん」

「ああ。詰つめ所しよの前で行ゆき倒だおれていてな」

　場所は、自警団の詰所。

　裏手にある訓練場。広いその場所で、武装した自警団員と争っている褐かつ色しよくの雌めす獅じ子しの姿が、そこにはあった。

「せっかくだから飼ってやっている」

　エイクはため息をついた。

　砂漠の地に旅立ったはずのニャクスは、まだ自警団の詰所にいた。エイクは先日途と中ちゆうになってしまった、アガタに関する調査報告の続きを聞きに来たのだが、そこで馴な染じみのあるスフィンクスに出くわした形だ。

「危険ではありませんか」

「なぞなぞのことかね」

　伊達だて男の自警団団長が、がははと笑う。

「うちの連中は揃そろって学がなく阿あ呆ほう。答えられない者もいるがね。まあ、あんな化け物に後おくれをとるくらいならば頭から食われてしまえばいいのさ」

「はあ」

　見れば、ニャクスは自警団員を食おうとしているが、武装した戦士たちはそれをかわしたり、逆に攻こう撃げきを加えようとしている。武器は訓練用の模造品が多いようだが、自警団側がわは人食いの魔ま物ものを相手に引けをとってはいなかった。

「どうした見習い神父殿どの。疲つかれた顔をして」

　ダネストが豪ごう放ほう磊らい落らくに笑いながら、エイクの背をばしばしと叩たたく。

　やっぱりこの詰つめ所しよは苦手だと、エイクは額を押さえながら思うのだった。

　ニャクスが故郷である砂さ漠ばくへと旅立つのは、もう少し先になりそうだった。













　　三人目．ウンディーネ







　ジェントに、例年よりかなり早い初雪が降ったのは、スフィンクスのニャクスが街に来てからおよそ五日後のことであった。

　雪自体は珍めずらしくないジェントの土地だが、その日は風も強いせいで吹雪ふぶきへと変わっていた。そのため、アガタも日課の調査はできなくなり、エイクたちと一いつ緒しよに教会の食堂で火に当たっていることとなっていた。

　もっとも、アガタにしてみれば、調査のほとんどは終わっていたらしい。

「雪か。故郷では見慣れたものであるが……こちらでは早いのであるか？」

「そうですね、少し……今年は厳冬になりそうです」

　アガタは、食堂の小さな窓から外を見ていた。王都より北の出身という話だから、雪国の出といってもいいだろう。

　ちなみに、食堂の中で一番暖かい暖だん炉ろの前は、寒くなってからアザンレニュイが占せん領りようしたままだ。その次に火に近い位置にいるのはフォーグス神父で、痛む腰こしに難しい顔をしたまま。エイクとシルヴァは火から一番遠い位置にいて寒さに耐たえている。

「こうなるとあまり長居はできぬであるな。雪で道が見えなくなっては困る」

「発たたれますか？」

「天気次し第だいであるが、な。報告はほぼ出来上がっているである。守しゆ護ご竜りゆう祭とは既き存そんの収しゆう穫かく祭さいに地域色が混ざっただけのものであり、異い端たんの祭典などではないとして大筋をまとめるつもりであるから、安心していいである」

「いえ。こちらこそ、正当な調査に感謝します」

　アガタにそのつもりもなかったろうが、街一つを異端として告発されないことは素す直なおにありがたい。アガタ自身も自分が街に与あたえる影えい響きようはよくわかっているのだろう。

　一方で、アガタが聞くという天使の声の正体は不明なままだ。アガタとの取引は成立したものの、時たまエイクやシルヴァに疑いの目を向けている気がする。またなにか強きよう硬こう手段に出たりはしないだろうか、という懸け念ねんはあった。

　街についての調査は終えても、その疑ぎ惑わくが晴れない限りは心配も残り続ける。アガタの出しゆつ立たつまで油断は禁きん物もつだ。シルヴァも疲つかれたような顔を見せることが多いのは、正体がバレないか気を張り続けているからだろう。

「守護竜の在り方も聖典に依い拠きよするところが大きいである。これは三百年前の、この教会の主の功績であろうな」

「さむ……寒い……」

　当のアザンレニュイは暖だん炉ろの前で震ふるえていた。一番暖かい場所で毛布まで独どく占せんしているというのに、そんなに寒がってどうするというのか。

「去年まではどうしていたのですか、レニュイ」

「冬とう眠みんしてたよぉ。巣すはね、温泉が湧わいてる鍾しよう乳にゆう洞どうだから、年中温度が一定……はふ」

「寒さに弱い上、急激な温度偏へん差さに身体からだがついていかぬのであろうな」

「ああう……宝石さえあれば、季節が変わったくらいじゃへーきなんだけどぉ」

　レニュイがちらりと見るのは、エイクが首から下げた鳥とり籠かご型のアクセサリーである。その中にはレニュイから取り上げた宝石がある。ヴイーヴルの力の源と聞いているので、レニュイが弱っているのは宝石がないせいでもあるのだろう。

「さすがにちょっと可哀かわい想そうになりますね……」

「だ、ダメですわよ！」

　エイクの隣となりのシルヴァが声をあげる。フォーグスも無言で首を振ふっていた。シルヴァの中では未いまだレニュイに囚とらわれた上、危あやうく口づけされそうになった記き憶おくが消えていないようだった。

　強大な竜りゆうに対たい抗こうするためとはいえ、シルヴァに不道徳な行こう為いを強しいた負い目もある。青ざめて首を振るシルヴァを見ると、宝石をレニュイに返すのは躊躇ためらわれるエイクだった。

　自じ業ごう自じ得とくの面が強いとはいえ、震ふるえるレニュイに守護竜の威い厳げんはなかったが。

「こ、困りますです！」

　声があがった。ヘルミーネだ。

　マイペースな妖よう精せいは、雪が降ろうと家事をサボったりはしない。教会のどこかで仕事をしていたはずだが、食堂に近づく足音で異変が知れる。

「止まりやがれ、でありますです！」

　どたどたと騒さわがしい。モップを振り回すヘルミーネが容易に想像できた。一方で、物音は決してヘルミーネ一人分のものではない。モップが空くうを切る音とは別に、水音のようなものが響ひびいていた。

「水？」

「雪水……でしょうか？」

　シルヴァが首を傾かしげる。しかし、今日の雪はそれほど水分を含ふくんでいるわけでもなく、ごたごたの音にも紛まぎれない水音はそれによって生じるものではない気がした。

　まるで、水中にいた何者かが直接陸に上がったような、そんな音で。

「やぁー……な、予感」

　暖炉の前で、レニュイが呻うめいた、その瞬しゆん間かん。

　食堂の扉とびらが、突とつ如じよ勢いよく開けられた。エイクの目に入ったのは、長い金きん髪ぱつ。

「レニュイ様。レニュイ様！　こちらにいたのね！　見つけた。見つけた！」

「うげっ……やっぱりカディ……」

　金きん髪ぱつの女性は、他ほかの面々には目もくれずにレニュイへと飛びついて行った。彼女が動く度たびに、ぴちゃぴちゃと水すい滴てきが跳はね回って食堂の床ゆかを濡ぬらす。

　レニュイは逃にげようとしたが、弱っているせいで身体からだが上手うまく動かないのだろう。すぐさま金髪の美女に抱だきつかれ、頰ほおずりされていた。

　以前、レニュイ自身が女性陣じんに働いた狼ろう藉ぜきに、よく似ている気もした。

「う、うう……教会をこんなに汚よごされ……ぬぐぐ」

「ヘルミーネさん。なんなんですかあの女性」

「知るわけねーでありますです！　突とつ然ぜん入って来てこのような暴挙、絶対許しませんです！」

　後からやって来たヘルミーネの息が荒あらい。教会で追いかけっこをしていたのだろう。ヘルミーネにとって一番許せないのはそこかしこにこぼれた水らしく、文句を言いながら必死の形ぎよう相そうでモップがけをしていた。

　ただの女性ではあるまい。

　その姿は美しい。が、シルヴァのような妖よう艶えんさとは違ちがう。見た者を凍こおりつかせるような温かみに欠ける容姿は、暗くら闇やみで佇たたずむアンティークドールに似る。ひたすらに冷たさを感じる美人だった。何故なぜか金髪からつま先まで、余すところなく水に濡れている。

　更さらに着ているものは薄うす手でのワンピース一枚。濡れたせいで肌はだに張り付いている。肌まで透すけて見えていたが、当人に気にする様子はない。仮にこの姿で雪の中を進んで来たのだとすれば、やはり人ではないのだろう。
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「それに……これは、硫い黄おう？」

　感じた匂においをそのまま口に出した瞬しゆん間かん、レニュイに抱だきついたままの金きん髪ぱつ美女がじろりとこちらを睨にらんだ。

「酷ひどい。酷いわ。この男。やはり殺す。殺すべき」

「カディ……ちょっと離はなれてぇ」

　女性が好きなはずのアザンレニュイが、冷たい美び貌ぼうの女性から逃にげようともがいている。しかしカディと呼ばれたほうはがっしりと竜りゆうの身体からだを抱だきしめ離はなさない。

「レニュイ。知人ですか。紹しよう介かいしてほしいのですが」

「妾わらわを助けるのが先じゃなくて……？」

　歩く災さい害がいがなにか言っていたが、弱っているとはいえドラゴンである。なにをどう助ければいいのかわからない。そもそも本当に困っているのだろうか。

「ええと、この子はカディ・アンダイン。ジェントの湖に住んでるウンディーネなんだけど……」

「水妖霊ウンデイーネ……四よん大だい精せい霊れいではないですか」

　ウンディーネといえば、地水火風の精霊のうち、水を司つかさどるとされるものだ。

　人間と変わらない容姿を持ち、人間と結婚して子を生なした伝説もある。しかしその大半は悲恋で終わることが多い。いわく、見た目が人と変わらぬウンディーネの身には『魂たましい』が存在せず、人間と結婚することでようやく人間と同じ魂を得るとか。

「住すみ処かが同じだから好かれているのですわね」

「奪うばった。奪った。レニュイ様を。大事な守護竜様。泉に返して。返して」

　カディはやはり冷たい瞳ひとみでエイクに向かって呟つぶやき続ける。美しいがどこか虚うつろな目や、同じ語を繰くり返す喋しやべり方が、人に似ていても人ではないことを強く印象づける。つまり魂の不在とはこういうことなのだろうか、とエイクは思う。

　一方、そんな歪いびつなラブコールにレニュイは嫌いやそうな顔だった。

「いやあ、うん、泉にはたくさん精霊がいるけどぉ、なんだかこの子には懐なつかれてるんだよね。ただ、ほら、ウンディーネとの恋愛は……色々面めん倒どうでさぁ」

「ああ、浮うわ気きすると殺されるんでしたか」

「当然！　当然！」

　ウンディーネが魂を得るのに容易ではないのは、その結婚契けい約やくの重大さのためである。

　まず水みず際ぎわで、夫がウンディーネを罵ば倒とうすれば、ウンディーネは水に帰ってしまうという。しかしこれなどはまだマシなほうで、それとは別に、夫が浮気をするとウンディーネは夫を殺さねばならないという厳しい掟おきてがあるらしい。もちろん人間同士だろうと浮気は許されざるものだが。

　眠ねむれば死に至る呪のろいをかけるというから、ウンディーネの夫は迂う闊かつに目移りもできないと思われた。

「ハーレムを計画していたレニュイですから、一いち途ずさとは程ほど遠いでしょうしね」

「なに、なにそれ！　私、聞いてない！　不ふ愉ゆ快かい。不愉快！」

　カディが、まるでヒステリーのように声を荒あらげた。その腕うでは苛いら立だたしげに振ふり回され、その度たびに彼女から水すい滴てきがぴちゃぴちゃと跳はねて飛ぶ。ヘルミーネがあからさまに舌打ちをするのは、食堂を汚よごされるのが不満だからだろう。

「とにかくそんなわけで、この子は守備範はん囲い外なんだよねえ」

「こんなに！　こんなにお慕したいしているのに！　レニュイ様はいつも冷たいの。それもこれも全部、レニュイ様の宝石を奪うばったお前のせいだ！　殺してやる！　殺してやる！」

　カディの冷たい目がこちらを向いた。と同時、泣きながらエイクをぽかぽか殴なぐってくる。逆さか恨うらみもここまでくればある意味すごい。

　殴られる度にぴちゃぴちゃと水が跳ねて、エイクの服が濡ぬれるが、さして痛くはない。攻こう撃げきというほどのものではなかった。男を取り殺す水すい妖ようと聞けば背筋が凍こおるが、逆に言うなら、結婚契約を結んでいない相手に害をなすことはできないのかもしれない。

　それに。

「水が……冷たくない？」

「っ!?」

「あとはやはり、硫い黄おうの匂においがします。カディさん、これは……？」

「うあああああんっ！」

　疑問を口にした途と端たん、カディがその場で顔を覆おおって泣き始めた。とにかく泣く、喚わめく、怒おこる上に、それらが一々大おお仰ぎように思える。魂たましいがない、つまり本質的に人間の感情を持たないからこそ、仕草や態度を大げさにしなければ感情を表現できないのかもしれない。

　あたかも、遠い観客席にまで演技を示さなくてはならない役者のように。

　シルヴァがカディに寄り添そい事情を聞こうとしたが、カディは泣き声を更さらに強くしながら頭を振るばかりだった。

「あー……そっか、巣すのほうほったらかしだったかあ」

「巣というと、湖にある？」

「そう。天然の溶よう岩がん洞どうを借りてるんだけど……あそこはね、ジェント川が流れ込む湖とは別に、近くから温泉が湧わくんだよねえ」

　温泉と聞いて、それまで黙だまっていたフォーグスの目が光った、ような気がした。

　エイクに限らず、この地方の人間に定期的な入浴の習慣はない。しかし傷しよう病びようを抱かかえた者は温泉に入浴することで効果を実感するという。今悩なやまされている腰よう痛つうに効くと思ったのかもしれない。

「で……ほったらかしにしてると、湧わいた温泉が勝手に溢あふれて、湖のほうに流れ込んじゃうんだよね」

「では、そこに住む精せい霊れいは」

「影えい響きよう受けまくり……ってことかな」

　硫い黄おうの匂においも、カディから滴したたるやけに温ぬるい水も、そのあたりが理由らしい。

　もっとも、湖が正常であったとすればカディのまとう水は、この気候ゆえおそらく零れい度ど近くになるだろう。ならばまだ温泉水のほうが良かったのか。

「水も滴るいい女……だったのにね」

「う、うう……困る。困る。レニュイ様に捧ささげる完かん璧ぺきな美しさなのに。姉妹の間でも問題になっていて、なんとかレニュイ様に巣すに戻もどっていただかないと。温泉が。温泉がぁ」

　泣きながらレニュイに取りすがるカディだった。本人たちにしてみれば重要な問題なのかもしれないが、エイクにとってはどうでもいい。

　あの湖を、ジェントでなにか産業に利用しているということもない。湖に温泉が流入したとしても、聞いた限りはカディたちウンディーネから温泉の匂いがするくらいが被ひ害がいと思われた。害というにはあまりに小規模だ。

「たくさんいるのですか、あの湖に」

「ええ。ええ。もちろんいるわよ。普ふ通つうの人には見えないように隠かくれているけれども。ざっと十人くらい。くらい？」

　さほど大きな湖ではないから、十人というのは妥だ当とうだろうか。妖よう精せいと同様、精霊もまた普ふ遍へん的に存在するのかもしれない。

　妖精と精霊の区別は難しいが、精霊のほうがより自然的、原始的な存在と捉とらえる説もある。人家に住むヘルミーネのようなものが妖精、湖に住むカディが精霊と見るのは自然かもしれないが、結局は人から見た分類で、さしたる意味などないのかもしれない。

「レニュイ様。レニュイ様。お願いします。湖に戻もどってはいただけませんか？　どうか。どうか」

「う……うーん。妾わらわも、確かにちょっと心配してたんだよね。でもさあ」

　それなりには親しかったのだろうカディにすがられ、レニュイは困ったようにエイクを見た。恋愛関係ではないのだろうが、カディの頭を撫なでている様子を見る限り、レニュイも嫌きらっているわけではないのだろう。

「宝石を返してもらえないと、教会から離はなれられないからねえ、妾」

「半分はハーレムを夢見たレニュイの責任ですよ」

　これは、懺ざん悔げ室への相談になるのだろうか。カディが頼たよっているのは、どう見てもレニュイのほうだし、むしろエイクは敵視されている気もする。頼られてもいないのに手を出すのは余計な世話ではないのだろうか。

　だがカディの取り乱しようを見る限り、ウンディーネたちにとっては重要な問題だろうと思われた。

「……わかりました」

　ため息をつきながら、エイクは結論を出す。宝石の返へん却きやくは、シルヴァ、フォーグスが認めない以上不可能だし、ならばエイクが動くしかない。

「とりあえず天気次し第だいではありますが、早ければ明日、僕とレニュイで溶よう岩がん洞どうのほうに行ってみましょう。それなら宝石は僕が持ったままでも大だい丈じよう夫ぶなはずです。その場で対処できそうなら良し。人ひと手でが必要なら最悪、ジェントの自警団に連れん絡らくして男おとこ手でを借り受けます。レニュイの手伝いとなれば、労を厭いとわない方もいるでしょうし」

「嫌いや。嫌。人間の男に借りを作るだなんて許さないわ。絶対にダメ！　ダメ！」

　意地になるカディの頭に、レニュイが手を載のせた。

「こぉら。ダメでしょー、せっかく手伝ってくれるのに」

　敬愛するレニュイに言われて、カディがしぶしぶといった様子で黙だまる。認めてはいないまでも、レニュイの言うことには逆らえない、といった風だった。

「では、よろしいですね。カディさん、泊とまっていきますか？」

「水。水のあるところがいいわ。たくさん。たくさんね」

「では……井戸でいいですか？　ヘルミーネさん、案内をお願いします。終わったら掃そう除じを手伝いますから」

　すでに床ゆかは相当濡ぬれている。これは皆みなで雑ぞう巾きんがけだな、と思ったら、すでに気の利きくシルヴァが雑巾を持って来て床を拭ふき始めていた。アガタなどは、四枚の雑巾を相変わらず奇き妙みような力で操あやつり、みるみる床の水分を吸い取っている。

「お客様に外とは申し訳ないのですが……」

「でもでも。ここにいたほうが身体からだが乾かわく。それはだめ。外でいいわ。平気平気」

　首を振ふるカディだが、そんな仕草をすると金きん髪ぱつから水がこぼれる。ヘルミーネの機き嫌げんの悪さに拍はく車しやがかかっていた。ただでさえ気難しい妖よう精せいなのだから、これは後で癇かん癪しやくが発生するな、とエイクは思う。

　本当に掃除が大変になりそうだった。

「……待て」

　思わずため息をつきたくなったその時だった。

　ずっと黙もくしていたフォーグスの声で、食堂の皆の動きが止まる。神父は自分の髭ひげを撫なでつつ、静かに言った。

「その件、儂わしも同行する」

「……は」

「温泉の効能、この身で味わってみるとしよう」

　腰こしが痛いくせになにを言っているのだ。いや、だからこそか。しかしジェントから湖までは徒歩で一時間ほどかかる。色々な懸け念ねんが頭に浮かんだのだが、エイクが疑問を呈ていする間もなく、のんびりとレニュイの手が挙げられた。

「……じゃー、みんなで温泉だぁ」

　趣しゆ旨しが完全に変わっている。そう言う暇いとまもない。言い出したのがレニュイであることを考えると、下心が混ざっているような気がした。

　それを聞いて食堂の面々、特にシルヴァの顔がぱっと輝かがやいた。

「エイク様！　エイク様！　わたくし、お風ふ呂ろなんて久しぶりで！」

「……久しぶり？」

「実家では毎日入っていたのですけれど」

「それは……贅ぜい沢たくですね」

　その点においては、エイクと生活習慣が根本的に異なるようだった。毎日風呂に入るのは贅沢な行こう為いであるし、それを実現できるほどこの地域の水も上質ではない。シルヴァもこちらに来てからは、濡らした布で身体からだを拭ふくしかなかったはずだ。

「楽しみですわエイク様！　一いつ緒しよに入りましょうね！」

「わ……わかりました」

　無論、温泉であるから服は着て入浴する。その点では特に問題があるはずもない。

　あまり風呂好きではないエイクだったが、シルヴァや他ほかの皆みなが喜ぶのならばと思った。しかし目的はあくまで、レニュイの巣すの整備だ。忘れてはならない。

「では明日、皆で湖まで赴おもむくということで」

　言葉はそれぞれ違ちがえど、全員から応答の返事があった。特に元気のいいのは、はーいと声をあげたシルヴァ。

　まるでピクニックにでも行くようだな、とエイクは思った。




　翌日は、神の思おぼし召めしか。昨日の吹雪ふぶきが噓うそのような晴天であった。

　雪もさほど積もっておらず、これは雪かきをする前にある程度解けてしまうだろうとも思えるような天気。好都合とばかりに、エイクは納な屋やからスコップをいくつか用意して荷造りを始めていた。シルヴァやヘルミーネは、入浴のためにタオルや湯ゆ浴あみ着の準備。

　整い次し第だいの出発となった。

　そんなわけで、教会のメンバー五人に、調査のため泉を確かく認にんしたいというアガタ、そして相談者であるカディを加えた七人。

　更さらに。

「はい。お昼用のサンドイッチ。注文分ね」

「助かります。ジェシカ」

　ジェントの大通りで、食事を用意してくれたジェシカと合流する。力仕事である以上、作業中の腹ごしらえは必ひつ須すだと考えたエイクが、昨日のうちにランブルのパン屋に注文していたのだ。まさしくピクニック状態といえた。

　ジェシカは、初めは雪の中訪おとずれたエイクに目を丸くしていたが、大おお雑ざつ把ぱに事情を話すと同行すると言い出した。シルヴァのような風ふ呂ろ目当てではなく、おそらくフォーグス神父を心配してのことだろう、とエイクは思う。

　ここから一時間。しかも晴れているとはいえ雪道を進まねばならない。杖つえをついたフォーグス神父は平気だと言って聞かないが、エイクやジェシカの心配も当然といえた。

「鍛きたえ方が違ちがう」

　ただ一言告げる神父は、杖を片手にひたすら道を行く。

　フォーグス神父の言うことには逆らえず、エイクたちはそのまま湖へと出発する。荷物はそれぞれ分ぶん担たんして持ち、先頭は道に詳くわしいカディ。最さい後こう尾びはフォーグスと、寄り添そうジェシカという陣じん容ようであった。計八人。

　女性が多いためか、どこかのんびりとした雪せつ中ちゆう行こう軍ぐんとなっていた。

　薄うす着ぎで全身が濡ぬれ、しかも裸足はだしのカディ。そもそも服を着ないアザンレニュイ。修道服の下にきっとサキュバスの衣服をまとっているのだろうシルヴァ。雪道を行くような格好ではないが、一いつ張ちよう羅らの神父服を着ているエイクも人のことは言えない。長旅に慣れているのか、アガタの足取りは淀よどみない。

　厚手の外がい套とうは温かそうだな、とエイクは思う。

「シスター・シルヴァ、寒くないですか」

　おそらく修道服の下は、衣服などと呼べない淫いん魔まの革かわ生き地じだろうと思ったエイクはそう聞いた。シルヴァは白い息を吐はきながらも答える。

「問題ありませんわ。エイク様こそ」

「僕は大だい丈じよう夫ぶです。このあたり、下手をすると雪がもっと降りますから」

「でも、お手が白くなっていますわ。かじかんでしまったら大変です」

　シルヴァが淀みない動作で手を取ってくる。これもまた淫魔のクセだろうか。シルヴァの手は温かく、無む闇やみに振ふり解ほどくのも可哀かわい想そうだし。

　やんわりと注意すれば聞いてくれるだろうかと、シルヴァの手の温かさを堪たん能のうしていると、背中に鋭するどい衝しよう撃げきが走った。

「後ろつかえてんだからキビキビ歩きなさい！　エイク！」

　ジェシカに蹴けられてしまう。道中でこんなことをしていればそれも当然かと思われた。もちろん蹴るのはいささかやりすぎだろうが。

「さっさと行かないと日が暮れるでしょーが！」

「さすがにそれは言いすぎですよ、ジェシカ……」

　道中における大敵はやはり寒さと雪だと思われたが、体力のなさそうなヘルミーネも問題なく進んでいる。

　先頭のカディが進んでいるのはゆるやかな街かい道どう。あえて楽な道を選んでくれているように思った。早く進みたいのならば、足場は悪いが近い道はいくつかある。

　湖に流れ込むジェント川は、湖を経由してそのままゆっくりと南に流れて海へと続く。エイクの懺ざん悔げ室に以前来たシーサーペントや、ルサルカ、マーメイドなどは、川に棲すんでいたり、海から上ってきたものが多い。

　守しゆ護ご竜りゆうが棲む湖であるということで、ジェントの中ではある種神聖視されている場所であった。ウンディーネたちが棲んでいるという話だが、レニュイが守護していたのは街だけでなく泉も、ということだろうか。

　やがて、件くだんの湖に辿たどり着く。

「ほう……」

　道から見える水の輝かがやきに、アガタが感かん嘆たんの声をあげた。冷え切った空気の中で、陽光を反射させる湖は、なるほど竜の住すみ処かといわれれば神こう々ごうしさを持つ気もする。かつては毒沼だったなどとても信じられない景勝地だ。

「やはり硫い黄おうの匂においがしますね」

「妾わらわが来る前に住んでた竜は、硫黄ガスが好きな子だったんだよねえ。だから溶よう岩がん洞どうに住み着いて、洞どう窟くつ広げて構わずガスを噴ふん出しゆつさせてたんだけどぉ」

「なるほど。だから毒沼」

　硫黄ガスが好きとは、一体どのような竜だったのだろうか。手足のないミミズのような毒竜として伝わるが、レニュイのことを考えれば伝承をそのまま鵜う吞のみにはできないと思われた。

「ま、妾が棲むようになってからはね、守護竜ってこともあったし、巣すを作り替かえて、ガスは溜たまらないうちにちゃんと外に逃にげるようにね。あとは温泉が湖と混ざっちゃわないようにとか」

「そう。そうなの。湖が綺き麗れいになったから、私たちも棲めるようになったの。でも、でも」

「油断するとまた混ざっちゃうんだよねえ。カディは匂いだけだけど、温度が変わると魚にも影えい響きようがあるからさ、良くないとは思うんだけど……」

　意外と真ま面じ目めなレニュイの言葉に、エイクは少し感心する。

　ただ自分勝手なだけの竜ではないことは知っていたが、人間よりももっと広い視点で物事を見ているのかもしれない。それで気き遣づかいを忘れないのだから精せい霊れいに慕したわれるのも道理か。

　もっともそんな気遣いができるなら、そもそもハーレムなど画策しないでほしかったが。

「エイク、定期的に来てあげられないかなあ？」

　レニュイが首を傾かしげる。宝石を奪うばわれている以上、一人で出歩けないのが今のレニュイだ。

「巣すの中の状じよう況きようを見てから、としか言えませんね。必要ならやむを得ませんが」

　仕事を抱かかえることになるが、硫い黄おうガスは有毒であるし、放置は良くないだろう。

　レニュイの言う通り、影えい響きようが川にまで流れ込む可能性がある。魚や水すい棲せい生物のみならず、カディのような精せい霊れい、妖よう精せいにまで被ひ害がいが及およぶとあれば、対策は必要だ。

「状況次し第だいでは、儂わしが領主にかけあおう。自警団から人を呼べればそれに越こしたことはあるまい」

「どっちにしても、とりあえず巣に行かなきゃならないか。さあ、我が家へごぉー」

　レニュイが気軽に言う。

　かつて連れ込まれそうになったシルヴァやジェシカの顔が若じやつ干かんひきつっている気もした。まあ宝石がエイクの手にある以上、今のレニュイにはその気もないだろうが。

　カディの案内で、湖の外周を歩く一いつ行こう。しばらく行くと、湖のほとりにその大口を開ける洞どう窟くつが見えてきた。天然洞窟のようなものを想像していたが、入り口は階段状に削けずられており、容易に底へ下りることができる。古い遺い跡せきの祭さい壇だんのようなものを連想した。

「気をつけてねぇ、入り口だけ、ちょっと暗いから。おじいちゃん、転ばないでね」

「うむ、案ずるな」

　手すり代わりのロープまで張られている。今度は慣れているレニュイと、男であるエイクが先頭に立って階段を下りて行った。勾こう配ばいは急だが、階段があるため、底まで下るのは辛つらくない。おそらく毎年の供く物もつを運び込む通路でもあるのだろう。

　慎しん重ちように下りて行くと、すぐに洞窟の奥まで辿たどり着いた。

　外のように明るくはないが、差し込む光がある。同時に感じるのは、今までになく強い硫黄の匂においと、湿しつ気けだ。普ふ通つう洞窟といえば冷たいイメージがあるが、火か竜りゆうの巣においてはその限りではないらしい。

　やがて、空間が開ける。

　狭せまい入り口とは比べるべくもなかった。

「とーちゃーく！」

　レニュイがやっと帰って来た、とばかりに両手を上げる。

　巣の内部は、多少の高低差はあるものの、広大な地下空間を形成していた。天てん井じようも高く、天然の穴からは陽光が差し込んでいる。どこかから聞こえる水音は、湧わき出す温泉の音だろうか。エイクが辺りを見回しているうちに、シルヴァやフォーグス神父など、後続もやって来る。安全に下りられたようでなによりだった。

　あちこちで湯気が立ち上っている。長時間いると服まで水分を含ふくんで重くなりそうだった。

「エイクは来たことがなかったかね」

「はい。ええと、神父は？」

「昔、供物を捧ささげる男おとこ衆しゆうとして一度だけな。あの時の守護竜は、巨きよ大だいな竜の姿で、あのあたりにうずくまっていたが」

「えへへぇ」

　なぜかレニュイが頭をかいて照れる。

　そうか、と思う。やたらと広い空間だから意外に思うが、この場所は竜りゆう本来の姿となったレニュイに居い心地ごごちがいい場所なのだろう。空気が淀よどむこともなく、いくつかある天てん井じようの穴から外気が入ってくる。

「あら……こちらは、ちょっと寒い？」

「ちょっと、シスター・シルヴァ」

　皆みなと同じく、あたりを見回していたシルヴァだが、奥まった一角へと入って行った。湿しつ度どが高く足あし下もとが濡ぬれている部分もある。洞どう窟くつなので滑すべりやすいだろうし、ふらふらと行って怪け我がをしないとも限らない。

　エイクは止めようとしたが。

「ダメ。ダメ。こっちは進入禁止。禁止」

　にゅるんと滑るかのような動きで、カディがシルヴァの進路を遮さえぎる。意外と素す早ばやい。

「レニュイ、あちらは？」

「氷ひ室むろだよ」

「ひ……氷室ですか」

　どちらかといえば温泉のせいで、暖かく湿気の多い場所だ。それなのに氷室などと贅ぜい沢たくなものがあるのだろうか。

「湖のウンディーネたちがね、水の力で冷やしてくれてるの。だから天然のれーぞー空間。街の人からもらった物も保存に便利。かいとーは火でも噴ふけばいいし」

「なるほど……」

　レニュイにはレニュイで、独自のコミュニティと生活があったのだろう。

　巣すから引き離はなされたことでそのあたりの関係性も失われたのだとすれば、カディが怒おこるのも道理といったところか。彼女も少々怖こわいが、自分のことだけ考えているわけでもないようだ。

「エイク。少しいいか」

「はい？　アガタさん」

「こちらであろう、件くだんの温泉というものは」

　今度はアガタに呼ばれて、巣の奥へと進む。歩く度たびに濡れるのは湧わき出る温泉のためと思われた。注意をしなければ本当に転んでしまいそうだ。

　湯気の向こうでアガタが指し示したのは、温泉が岩のあちらこちらに溜たまっている光景であった。それらは川のようになって更さらに巣の奥へ奥へと流れ込んでいる。

　ちょろちょろと流れる温泉水を辿たどって行くと、やがて岩がん壁ぺきに突つき当たる。どうやら巣の端はしまで来たようだった。

「ここから岩がん壁ぺきの反対側がわに染しみ込んでいるようであるな」

「そう。そうなの。で、この向こう、ずっと行くと湖の底なの。酷ひどい。酷いわ」

　カディが嘆なげく。

　分厚い岩壁で仕切られているように見えるが、水にとっては完全な遮しや蔽へい物ぶつとはなりえないということか。もともと、川の途と中ちゆうに出来た湖と、地下から湧わく温泉。水の流れは大きく違ちがうのに、この一点でつながりが出来てしまうということらしい。

「レニュイは、今までどうやって？」

「ん～？　まあ力ちから業わざで、その温泉の流れを変えるくらいかな。この岩壁ぶち抜ぬいたらそれこそ湖とつながっちゃうからね。気をつけないと」

「わかりました、ではその方針でちょっとやってみましょうか」

　エイクの言葉に、アガタとレニュイが頷うなずいた。二人とも手伝ってくれるらしい。エイクは持って来た道具の中からスコップを担かつぐ。湿度の高いこの空間の中、すぐに汗あせだくになるのは容易に想像がついた。

「エイク様。頑がん張ばってくださいませ」

　シルヴァが、手て拭ぬぐいを渡わたしてくれた。足場も悪く危険なので、シルヴァやジェシカにはさせらない作業だ。

「まあ、力仕事は苦手ではありますが」

　フォーグス神父と比べてしまえば、エイクは瘦そう身しんもいいところである。現役戦士である自警団員などとはもはや比ひ較かくにすらなるまい。

「ちょっと頑張ってみようと思います」




　作業は、まずレニュイの力仕事から始まった。

　巣すの内ない壁へきを適当に、彼女の頑がん丈じような爪つめで削けずり壊こわす。火山の活動で出来た洞どう窟くつ、すなわち溶よう岩がん壁へきであるのに、レニュイが腕うでを振ふるうだけであっさりと削り落とされる。宝石を奪うばわれても、超ちよう越えつ生物としての力は未いまだ健在らしい。

　レニュイによって作られた大小様々な岩を用いて堤てい防ぼうを作り、温泉の流れを変えるのが目的であった。巨きよ大だいな岩はレニュイが、小さめの岩はエイクが運び、湖の方向へと流れる温泉を堰せき止めていく。

　温泉水をどちらに流せばいいか、ということはカディが指示してくれた。どうやら湖周辺の水の流れならば大体わかるらしい。さすがウンディーネというか、水に関しては万能らしかった。ましてや自分の住すみ処かに関することだからか過か敏びんになっている。

　更さらに言うならば、アガタの存在が助かった。

　岩を重ねていくだけでは水を完かん璧ぺきには止められないが、アガタはその不思議な力で岩を持ち上げ、必要に応じて更に粒つぶ状に砕くだいてくれた。岩同士の隙すき間まに詰つめることで容易に崩くずれない堤つつみが完成する。

　相変わらず外がい套とうに身を包み、手を使わないアガタだが、その働きは十二分だった。

　やがて、エイクが全身に汗あせをかき、神父服を上半身だけ脱ぬいだ頃ころには、堤てい防ぼうはほぼ完成となっていた。スコップに身体からだを預けて大きく息をつく。

　エイク一人では到とう底てい無理だったろうし、普ふ通つうの人間でも大工事になってしまう。レニュイやアガタのような存在がなければこんな短時間で終わらせられなかったはずだ。

「とりあえずは、こんな感じでどうでしょうか、カディさん」

「ふん。ふんだ。ちょっとくらい手伝ってくれたからって、簡単に心を許したりはしないわ。まったく。まったく」

「悪くないという判断でよろしいのでしょうか……」

　レニュイが腕うでを組んでうんうんと頷うなずいている。彼女としても満足のいく成果だったらしい。

「助かったよぉ。妾わらわ、細かい作業はてんでダメだからさあ」

「だが、放置しておけば同じことであろうな」

　汗一つかいていないのはアガタであった。まあ、彼女は不思議な力で作業をしていただけで、身体は動かしていないから当然なのだが。

「水の力はいつも一定で、しかも絶え間ない。即そく席せきの堤つつみなど崩くずれれば終わりである。やはり定期的に補修に来るのが一番なのだろうが……」

「そうですね。ですがしばらくは大だい丈じよう夫ぶでしょうし、今後の課題でしょうか」

　今日の作業はこんなところだろう。と、横からぬっと手て拭ぬぐいが現れる。いきなりのことに驚おどろいていると、いつの間にかシルヴァが横に立っていた。剝むき出だしのエイクの身体を、布で撫なでてくる。

「エイク様、いけませんわ。風邪かぜをひいてしまうかも」

「し、シスター・シルヴァ。すみません……」

　胸を中心に汗を拭ふき取っていくシルヴァだが、どこか嬉うれしそうだ。彼女は見ているだけだったから、なにかしら参加できるのが嬉しいのかもしれない。

　身体を拭いてくれるのはありがたいが。

　おそらく洞どう窟くつ内の熱と湿しつ気けのせいだろう。シルヴァが修道服の胸むな元もと、釦ボタンを一つ二つ開けているのが見えた。内側がわから押し上げるような肌はだ色いろの膨ふくらみ、わずかに汗ばんだ谷間が目に入る。相変わらず精神衛生上よろしくない女性である。

　とはいえ、身体を拭いてもらっている立場では自由に身動きができるはずもなく。

　どうにか目を逸そらそうとすると、今度はいきなり背中から布が押し当てられた。

「!?　ジェシカ!?」

「はいはい。背中も濡ぬれてるからねー。お姉さんがしっかり拭いてあげるわ。動いちゃダメよ」

　前後から二人の女性に汗を拭かれるという、どう表現すればいいのかわからない状じよう況きようとなっていた。さすがにいい年をして子供扱あつかいは気き恥はずかしいエイクだった。

　おまけにシルヴァとの身長差のせいで、嫌いやでもシルヴァの胸むな元もとが飛び込んでくる。せめて聖典の文章でも思い出して精神統一したかったが、心臓が跳はねているせいでろくに記き憶おくを探さぐれない。

　普ふ通つうの男なら天国だと喜ぶ状じよう況きようかもしれないが、エイクにとっては地じ獄ごくに近い。

「どこぞのシスターに頼たのまなくても、ま、このくらいはね。今日はちょっと頑がん張ばってたみたいだし、やってあげるわ」

「ジェシカ……」

　明らかな挑ちよう発はつに、どう言えばいいのか。

　当の挑発されたシスターはといえば、泣き顔を見せるかと思ったが、にこにこした笑え顔がおを崩くずさないままエイクの身体からだを拭ふいてくる。

「ジェシカさん？　エイク様のお世話はわたくしがいたしますので」

「ふん。へっぽこシスターがなに言ってるんだか。あたしなんかエイクと十年来の付き合いなのよ？　いいから黙だまって見てなさいって」

「いいえ、そういうわけにはいきませんわ。わたくしの仕事ですもの」

「こないだ教会に来たぽっと出でのくせに。居い候そうろうが大きな口叩たたくわね」

「居候だからこそ、親しん身みにやらせていただきますわ」

「ふうん？」

「うふふ」

　なんとはなしに、怖こわい。

　遠えん慮りよなしの感情がぶつかっている、気がする。エイクから見た限りでは別段仲の悪い関係ではなかったはずだが。それとも、泣なき癖ぐせのあるシルヴァが遠慮なく張り合っているあたり、もしかしたらこれはこれで良好な関係なのだろうか。

　前後から挟はさんでくる笑え顔がおに、こちらまで妙みような緊きん張ちようを強しいられてくる。

「あら、エイク様、汗あせがまた」

「サウナみたいだものね、ここ。ほら、拭いてあげるから」

　なんで二人が威い圧あつ感を放っているのか、エイクにはわからない。

　誰だれか助けてくれないかと思ったが、レニュイやアガタ、ヘルミーネはエイクになど目もくれずに、サンドイッチを食べ始めていた。

「まるでサンドイッチだねえ」

「さしずめパンに挟まれた具、といったところでありますです」

「若いな」

　他人ひと事ごとだと思って好きに言ってくれる同行者たちだ。どうしてこういう状態になっているのかエイク自身わかりかねているというのに。

　理由のわからぬ針のむしろに座らされたまま、二人の女性に身体からだを撫なでられる。普ふ通つうなら妙みような心持ちになりそうだが、聖職者志望のエイクにはそれすら許されない。

「ふ、二人ともありがとうございます……もう、そのくらいで」

　かろうじて、どうにかそう声を絞しぼり出した。この状態が続けば緊きん張ちようで別の汗あせが出てきそうだった。

「いいえ。エイク様、お疲つかれさまでした」

　シルヴァが微笑ほほえむ。エイクは息を吐はいてから服を着る。そのまま、エイクもジェシカ手製のサンドイッチを囲む輪に入る。

　さすがにパン屋の養女が作っただけあって、見た目はそのまま店に並べられそうだ。一口かじってみても、味は上等だった。チーズやベーコンを挟はさんだシンプルなものだが、美味おいしい。素材のパンもジェシカが作ったのだろうか。まだジェシカが教会にいた頃ころ作ってくれたような、どこか懐なつかしい味がした。

「それで、レニュイ。肝かん心じんの浴場は」

「うん。あっちのほうに水浴びに使ってた場所があるよ。温泉たくさん湧わくし。妾わらわがドラゴンの時でも余よ裕ゆうで入れるから、このくらいの人数ならよゆーよゆー」

「自分は結構である」

　サンドイッチをかじりながら、アガタが言った。

「自分は調査の一いつ環かんとして訪おとずれただけである。入浴までは遠えん慮りよする」

「ええー？　入って行けばいいのにぃ。どうせタダだよ」

　レニュイは勧すすめるが、アガタは一人静かに首を振ふるだけだった。

　風ふ呂ろ嫌ぎらいなのだろうか、とも思うエイク。エイク自身入浴は好きではないが、それとも違ちがう理由があるのか。少し考えていると、アガタの隻せき眼がんと目が合った。

　彼女のつけている眼帯。

　それをする理由。

（……拷ごう問もん？）

　幼い頃ころ、拷問を受けた、という話はジェント自警団からの報告で聞いていた。だとすれば、被ひ害がいは目だけではないだろう。あるいはその素す肌はだに消えない傷が残っているとしたら。入浴に全ぜん裸らになる必要はないとはいえ、神経質になるのもわかる気がした。

「すまないであるな。せっかくの好意を」

「いえ、僕も風呂は苦手ですから」

　別に身体を清潔にすることに、否いなはない。

　が、ジェントに限らず水事情は悪いのだ。衛生状態の悪い水を、わざわざ薪まきを使って沸わかし、全身を沈しずめる行こう為いにどうしても抵てい抗こう感がある。俗ぞくに風呂に入ると病気になると言われているし、異教徒的だ、享きよう楽らく的だということで教会でも推すい奨しようされる行為ではなかった。

　だが、自然に湧わく温泉ならば不衛生ということもないだろう。竜りゆうが洞どう窟くつを削けずり取って作った浴場でなければ、そもそも立ち入れるような場所ではなかっただろう。

「じゃ、そろそろ準備しようかしら」

　すっかり空になったバスケットを片付けながら、ジェシカが言った。八人いるとはいえ、それなりの量があったサンドイッチがなくなったのも、ひとえにジェシカのパンの味ゆえだろうと思われた。

「では、僕らが先に」

「そうね。こっちは時間もかかると思うし。先に入っちゃってもいいわよ」

「そうさせてもらいます。では、神父」

　ゆっくりと立ち上がるフォーグス神父に付き添そう。エイクたちが先に行くのなら、間ま違ちがっても女性陣じんの着き替がええを見てしまうことはないと思われた。二人分の湯ゆ浴あみ着ぎやタオルを持つ。

　行く前に、エイクは静かに声をあげた。

「……それと、レニュイ？」

「え？　なあに。妾わらわも後で行くよ？　あ、そこ大きく曲がれば着くからさ」

「そうではありません。一いつ緒しよに来てもらいますよ」

「ええー！　なんでぇ！　妾、男の着替え覗のぞく趣しゆ味みはないんだけどぉ！」

「鼻血」

　うえ、と言いながら伸のびた鼻の下に触ふれるレニュイだった。尻尾しつぽもびたびた跳はねていて、期待していることが丸わかりである。言うまでもなく、女性陣じんの着替えを期待していたのだろう。

「え、ええと、これはぁ」

「宝石。壊こわされたくなかったら、一緒に来てください」

「あうえぇ……」

　エイクが言い放つと、レニュイは困ったような顔でとてとてと後に続いてくる。

　エイクが覗きをするより、レニュイを普ふ通つうに女性陣の着替えの場に置いておくほうがよっぽど危険だ。

「た、助かりましたわ……」

　つくづくほっとしたという様子で、大きく息を吐はくシルヴァの声が聞こえるのだった。




　岩がん盤ばんを適当な形にくりぬいた、と表現するのが正しいか。

　浴場にたたえられた、乳白で濁にごる温泉水。

　ここで竜が水浴びをするかと思うと、妙みように感かん慨がい深いものがある。当の竜は、今は人に似た姿で温泉に身体からだを沈しずめている。ぶくぶくと水中で吐いた息が上った。

「ちぇー。せっかく女の子の生なま着替えだったのにさぁ」

「バカなこと言わないでください」

「エイクも一いつ緒しよに見たかったの？　なあんだ、それならそうと」

「僕がまだ見習いでも聖職者だということ、忘れていませんか」

　着き替がえを終えたエイクも、フォーグス神父に肩かたを貸しながら温泉へと入る。湯ゆ浴あみ着ぎは木も綿めんで作られた薄うす手でのもの。下着に近いデザインで、実際風ふ呂ろに入るだけなのだからさほど上等でもない。古着のようなものだ。

　肩まで湯に浸つかって一息つく。水を吸って重くなる湯浴み着。この感覚にはいつまで経たっても慣れそうになかった。温まるのは確かだが、温水が身体からだに浸しん透とうしてくるのは妙みように居い心地ごこちが悪い。まるでスープの具になったような錯さつ覚かくさえ起こす。

　が、隣となりのフォーグス神父は湯に浸かってリラックスしているようにも見えた。よくよく見れば、神父の腕うでや首に細かい傷があるのがわかるが、傭よう兵へい時代のものだろう。湯浴み着を脱ぬげば更さらに大きな傷が露あらわになるかもしれない。

「いかがですか、神父」

「うむ。古傷に沁しみる。よい温泉だ」

　それだけ言って、髭ひげまで湯に沈しずめるフォーグス神父。これで腰こしも治ればいいが、とエイクは思う。

「……服着て、お風呂入るんだねえ、エイクたちは」

「は？　おかしいですか？」

「んーん。ぜーんぶ脱いで入るかるちゃーも、聞いたことがあるよってだけ」

　さすが長年生きている竜りゆうは、蓄たくわえた知識も人間の比ではないらしい。

　しかし全部脱ぐのはさすがに身体に悪そうだな、とエイクは思った。まず清潔な水が潤じゆん沢たくにあることが第一条件だが、あるいはそんな国もどこかにあるのかもしれない。

　もっとも服を脱いでの混浴は道徳的にマズいので、エイクとしてはこの文化で構わない、とも思ったが。

「それにほら、妾わらわ、いつも全ぜん裸らだよ？」

「そう言われるとなにかとんでもない気がしますね……」

　鱗うろこ部分も多いレニュイなので、全裸と言われてもピンとこなかった。

　水浴びが好きなのか、広い浴場でばちゃばちゃと尻尾しつぽが跳はねている。いまにも泳ぎだしそうなレニュイと対照的に、フォーグス神父は目を閉じて冥めい想そうでもしているようだった。どちらもできず、エイクは居心地悪く身を置くだけだ。

「おや、これはかなり広いでありますですね」

「エイク様ー、お待たせいたしましたわぁー」

　そこへ、なにかと姦かしましい女性陣じん。ほぼ人じん外がいばかりだが、ウンディーネを始め入浴に抵てい抗こうがないのか、するりと湯船まで入って来る。

「すみませんわエイク様。着替えに時間がかかってしまって」

「ざけんじゃないわよ……あんなに、あんなにあった……」

　一体なにがあったのか知らないが、シルヴァの後に続いてきたジェシカの目が虚うつろである。空中でなにか摑つかんでいるような仕草も見せるが、つっこむと強きよう烈れつな嚙かみつきが返ってきそうなのでエイクは黙だまっておくことにする。

　シルヴァ、ジェシカ、ヘルミーネの三人も、やはり白い木も綿めんの湯ゆ浴あみ着ぎをまとっていた。裾すその少し長いシュミーズのようなものだ。一応着衣とはいえ薄うす手でだし肩かたや胸むな元もとはよく見えてしまうので、エイクは努めて目を逸そらす。

　特に、シルヴァのそれは殺人的だ。

　薄手の生き地じは豊満な胸で押し上げられているし、そのせいで丈たけの足りないスカートのほうもきわどい部分まで露ろ出しゆつしている。下半身が白い湯に隠かくれて見えないのが幸いだが、だからといって下着姿に近い上半身が安全なわけがない。

　露出度だけで考えるのならば、サキュバスの衣い装しようのほうが高いかもしれない。だが、こちらはお湯の中でしかも薄手の湯浴み着。白い布が湯で張り付くせいで、その下の白い素す肌はだが透すけてしまうのは当然といえた。大おお雑ざつ把ぱに言うなら、全員がウンディーネのカディと同じ状態になっているのである。

　同じ理由でジェシカ、ヘルミーネもそれなりに肌が見えてしまっているが、温泉ということでさほど気にしている様子はなかった。エイクも、意識するから妙みような感情に悩なやまされるのであって、平常心で湯に浸つかっていればなにもやましいことはない、はずだ。

[image: ]

「……湯加減は。どう。どう？」

「え？　うわっ」

　金色のクラゲが漂ただよって来た。

　一いつ瞬しゆんそう思ったが、目の下から全部を湯に沈しずめたカディだった。長い金きん髪ぱつが温泉に浸かるせいで別の生物のようにうねうねと揺ゆれている。

　さすが水中は得意なのか、そのまますいすいとエイクに寄って来た。

「ちょっと。ちょっと熱い？　必要なら冷たい水を足すけど。けど」

「い、いえ、僕は丁度いいかな」

「そう。そうなの。なにかあったら言ってね？　ね？」

「あ、ありがとうございます」

　言うだけ言って、カディはまたその頭を水中に沈めた。頰ほおが赤かった気がするのだがエイクの気のせいだろうか。金色のクラゲが向かう先は尻尾しつぽでばしゃばしゃと水を叩たたき、ご機き嫌げんに入浴を堪たん能のうしているレニュイだ。

「まあ、感謝されてるんでしょ。結構長い時間スコップで掘ほってたし」

「ジェシカ」

　いつの間にか隣となりに座っていたジェシカが、つまらなそうに言う。温泉のせいかこちらも頰が上気していた。白い湯ゆ浴あみ着ぎが張り付く様子は扇せん情じよう的だが、まだシルヴァよりも気楽にその姿を見ていられる。

　下手に劣れつ情じようを抱いだけないのは、同様ではあるが。

「最初は殺されかけても、真しん摯しに対応していれば理解してくれるってこと。いいじゃない、やったことをちゃんと評価してもらってるんだから」

「この間は、誰だれにでも良い顔をするな、とか言っていませんでしたか」

「それはまた別の話なのよ」

　ジェシカがちょっと居い心地ごこち悪そうなのは、エイクと同様、あまり入浴の習慣がないからだと思われた。

「相手によって態度を変えるエイクなんて見たくないわ」

「心配しなくてもそんな器用なことはできませんよ」

「そう。そうね。そんじゃ──あっちのドジ女もなんとかしたほうがいいんじゃないの？」

「はい？」

　ジェシカの指し示す方向には、シルヴァ。いつもほわほわした表情のシルヴァだが、今は温泉にいるせいかその顔が更さらにとろけている。いや、それはいい。エイクにはその気持ちがわからないが、入浴の習慣があれば温泉でもリラックスができるのだろう。

　問題は。

「シルヴァさん、角！　角！」

「はわ……？　エイク様、どうかいたしまして……？」

「角、隠かくせていませんよ！」

　この場にいるものたちには知られてもいい。幸いというか、アガタはこの場にいない。

　だが、だからといって気を抜ぬいていいことにならない。

「あ、あら……？　ええと、えい！　えいっ！」

　ぽやっとしていたシルヴァだが、こちらの緊きん迫ぱく感が伝わったか、立ち上がって力を込める。いや、傍はた目めには、どこにどういう風に力を込めているのかわからないが。

「んー……！　えい！」

　何度も声をあげてみせるが、シルヴァの外見に変化はなかった。

「え、エイク様ぁ……」

「ちょっと気を抜きすぎです。もう一回、集中して」

　涙なみだ目めでこくりと頷うなずくシルヴァだった。

　彼女なりに疲つかれが溜たまっていたのだろう、と思う。異い端たん審しん問もん官かんとの同居生活は、シルヴァにもかなり気を張らせたはずだ。温泉で休息したことで、張りつめていた緊張の糸が切れてしまったのかもしれない。

　一いつ旦たん、湯から上がって、再び集中できるようにするべきだろうか。そう思った瞬しゆん間かん、洞どう窟くつを進んで来る固い足音が、エイクの耳に届いた。

　シルヴァがびくりと震ふるえる。一いつ行こうの中で温泉に入っていないのは一人しかいない。

「失礼するである、エイク」

　湯気にまみれた浴場に、外がい套とうをまとうアガタがその姿を現した。湿しつ気けの多いこの場所では、実に不便そうな服装だが、本人に気にした様子はない。

「あちらのほうにも温泉が湧わいていて、放ほうっておくと溢あふれそうである。先ほどの作業で疲つかれているとは思うが一応確かく認にんして────む？」

　隻せき眼がんが、シルヴァを射抜いた。

　一瞬、すべて終わったと思ったエイクだが、よくよく見ればシルヴァの角は消えていた。窮きゆう地ちにあって集中力を取り戻もどしたのかもしれない。

「シルヴァ、姿が……」

「な、なんのことですの？　ええと、ほら！　ほら、角なんて生えていませんわよ！」

　怪あやしい言動この上ないが、シルヴァの角は隠されてしまえばその存在がわからない。触ふれてもわからないのはエイク自身が確認済みだ。

　が──。

「尻尾しつぽ」

　あ、と声が出る。それはシルヴァやエイクだけでなく、事態の趨すう勢せいを見守っていたジェシカたちの声も混じっていたかもしれない。

　角にばかり気をとられて、シュミーズの裾すそから覗のぞく尻尾しつぽのことをすっかり忘れていた。鞭むちのようにしなる悪あく魔まの尾おを、異い端たん審しん問もん官かんが見逃のがすはずもなかった。

「隠かくし忘れであるな」

「う、うう……」

　涙なみだ目めになるシルヴァ。説明を求める視線のアガタ。

　エイクは大きく息をついた。厳格な審問官から逃れられると思ったことが、そもそも間ま違ちがいだったのかもしれない。フォーグス神父のほうを見れば、彼も黙だまって首を振ふった。抵てい抗こうをするな、という意味にもとれた。

「……事情をお話しします、アガタさん。ですので、少しお時間いただけますか」

「着き替がえる時間くらいなら」

「感謝します」

　湯に全身を沈しずめ、顔を覆おおって泣きだすシルヴァをどうやって慰なぐさめようか考えつつ、エイクは頭を下げるのだった。

　あとはもう、聡そう明めいな審問官の裁定を、罪人のごとく待つしかなさそうだった。




　全員、温泉から上がり、着替えを済ませる。

　そうしてようやく、落ち着いて話ができる状態になった、と思う。

　アガタに説明するのはエイクだった。時折フォーグスから補足や弁護も受けつつ、シルヴァが淫いん魔まではあるが真しん剣けんに修道女を目指していること、現在までの生活で大きな問題を起こしてはいないことなどを訴うつたえる。

　エイクとして助かったのは、ジェシカからの口くち添ぞえである。『真ま面じ目めにやってるわよ』というぶっきらぼうな一言だったが、教会とは関係ない人間の証言として、アガタには好意的にとってもらえた、気がする。

　レニュイは腕うでを組んでただ話を聞くばかり。ヘルミーネは手て持もち無ぶ沙さ汰たなのか湯ゆ浴あみ着ぎやタオルの片付けをしてくれている。カディは空気を読んだのか姿を消していた。

「……あらかた把は握あくしたである」

　すべての話を聞き終え、アガタは小さく頷うなずいた。

「隠し事をしているという天使様の言葉、正しかったであるな。最初から、なんだか様子がおかしいとは思っていたが……」

「こちらも必死だったこと、ご理解ください」

　アガタは答えない。厳しい顔で考えを巡めぐらせているようだが、どのような裁定が下るかはわからない。

　淫魔を、修道女と称しようし教会に連れ込んだ。現状を、最悪の言葉で表現すればそうなるし、だとすれば火あぶりの対象は教会に住むもの全員だ。そして今のアガタには、目の前の全員を灰にできる権限がある。

　アガタがその権利を行使するとなれば、この場を切り抜ぬけるためには、レニュイのすべて薙なぎ払はらう力を頼たよる以外に術すべがない。文字通りの最終手段だが、後々のことを考えれば最良手段ではなかった。

「わ、わたくしは！」

　まだ目元が腫はれているものの。

　シルヴァが声をあげた。少し上うわずってはいるが、力強い声。

「せ、精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばっているつもりですし、不ふ埒らちな考えも、も、持っていませんけれど……でも、わたくしがいることが不都合だというのなら、すぐに出て行きますわ！　だから、だからどうかエイク様たちを罰ばつするのは！」

「待て。まあ待て」

　今にも摑つかみかからんばかりのシルヴァを、アガタは手で制止する。

「誰だれもまだ罰するとは言っていないである。エイク、確かく認にんするが……本当に、シルヴァンシアは正しく神の道を修めていると？」

「は、はい」

「押し倒たおされたりしたことは」

「まだ慣れない頃ころ、一度だけありましたが……それだけです。以降はなにも」

　正直に言うべきだと判断した。ここで噓うそを言ってもその場しのぎでしかないうえに、下手をすれば天使の声によって噓と看破される可能性がある。

「……まあ、よかろう」

「は？」

「人じん外がいの相談を受けているという話も聞いていた。となればこの現状も必然。特異な事例であるが、異い端たんと決めつけるまでに至らぬ。自分が見ていたのは短い間だけだが、エイクもシルヴァもよく励はげんでいたし、淫いん魔まであるというだけで罰するのもな」

「本当ですかっ」

　寛かん大だいな措そ置ちだ。異例といってもいい。

　だが、同時に公平でもあると感じた。実際、アガタの前でシルヴァは問題らしい問題を起こしていないのだから、出しゆつ自じだけで処罰されるなど本来はあってはならない。

「先日も言った通り、自分はあくまで別件の調査に来ただけである。ましてや生活態度に問題のない修道女をことさらに取り上げるつもりはない」

「あ、ありがとうございますわ……」

「助かります、アガタさん」

　シルヴァとエイクが揃そろって頭を下げる。

「勘かん違ちがいするな。なにか問題があれば飛んで来るつもりである」

　隻せき眼がんでエイクが射抜ぬかれる。お前もしっかりしておけという警告だろうと思われた。事実、シルヴァが間違いを起こすとしたら、高確率でエイクも共犯だ。一人で関係など結べはしないのだから。

「第一、別に黒ではないとしただけ、悪あく魔まであることに変わりは──」

　それは、なんの前まえ触ぶれもなく。

　言葉の途と中ちゆうでがくんと、アガタの首が折れ。まるで突とつ然ぜん支える力を失ったかのように。

「……アガタ、さん？」

　返事はない。

　俯うつむいて下を向いたアガタは、なにも言わないまま。妙みような沈ちん黙もくが溶よう岩がん洞どうを満たした。

　エイクは慌あわてて皆みなを見るが、全員が同じように困こん惑わくした顔だった。ただ一人、ヘルミーネだけが、まとめた荷物を抱かかえたまま、アガタを見て怪け訝げんそうに一言。

「子供？」

　そう、呟つぶやいた。

　どういう意味か聞き出そうとした、その時だった。

「ひ」

　嫌いやな声だと、そう思った。

「きひひひひっ！」

　次の瞬しゆん間かん、アガタが外がい套とうを脱ぬぎ捨てて飛び下がる。まるで猿さるのような挙動。エイクは事態の急転についていけなかった。

　眼帯が。

　アガタの眼帯が、外れている。

「伏ふせろッ！」

　フォーグスの鋭するどい声と共に、エイクの身体からだが引き倒たおされた。

　轟ごう音おん。

「ばァ────かじゃねえのか、てめえらぁ」

　エイクがいた位置を、まるで砲ほう弾だんのように飛んで行ったのは、岩がん塊かい。遅おくれてシルヴァやジェシカが悲鳴をあげる。

　何が起きているのか。

「異い端たんを見逃のがすわけがねえだろ。全員まとめて地獄に落ちな」

　アガタが、見たこともない嘲あざけりの顔でそう言った。その周囲に浮いているのは、大小様々な溶岩石だった。やはり、怪あやしげな力で操あやつっているのか。

　アガタの外套の下にあったはずの拘こう束そく衣い。そのすべてのベルトが外れており、両腕うでは自由になっていた。右手の親指を下に向けて、きひひと笑う。その品のない仕草や声に、もはや理知的な審しん問もん官かんの面おも影かげはなかった。

　そして。

　外れた眼帯の下に隠かくれていた右目には、大きな裂れつ傷しようがあった。

「なにかに憑つかれていますです！」

　ヘルミーネが声をあげた。だとすれば、突とつ然ぜんの豹ひよう変へんにも納なつ得とくがいく。

　これは、アガタではない。

「貴方あなたは……誰だれ、ですか」

「ああん!?　聞いてたんじゃねーのか！　天使様だよ！　さあ拝め！」

　天使の声。アガタの度たび々たび言っていた、不可思議な声の正体。

　だが、このようなものが天使であるはずがない。ならば何者だ？　天使の名を騙かたるのは、悪あく魔まか、あるいは幽ゆう霊れいの類たぐいか。いずれにせよ真っ当な相手ではあるまい。

「この女はな、俺と契けい約やくしていたんだ」

「なに……」

「俺はこいつを審問官にしてやる代わりに、この女はどんな悪事も見逃のがさない！　そういう契約だ！　だが淫いん魔まの修道女見逃すなんて、もうこれは重大な契約違い反はんだ！　だから契約にのっとり俺がこの女の身体からだを頂いた！」

　アガタの声で、アガタではない何者かが喋しやべる。

　もし人じん外がいのものが天使を名乗り、ずっとアガタの手助けをしていたのだとしたら、彼女の高い地位や、天使が理由となる自分への鞭むち打うちなど、いくつかの謎なぞが解けるように思った。信しん仰こう心しんに篤あついアガタを利用し、好きなようにからかった挙あげ句くに妙みような契約まで結ばせたとしたら。

　天使などとは程ほど遠い、邪じや悪あくのものであると思われた。

「きひひひ。実体のない状態から生なま身みの身体に変われたんだ。せっかくだから色々させてもらおうか。こいつは異い端たん審問官様だし。まずはてめえらから車輪刑けいだ」

　岩が、削けずられていく。

　どういう類の力なのか。アガタを名乗る天使は、両腕うでを演奏指揮のように振ふるう。それだけで岩がん塊かいは削られ、余分な岩をこそぎ落とし、形を馬車の車輪のごとく成型した。岩で出来た大車輪。

　それが二つ。

　アガタの両側がわを、まるで盾たてとなって守るかのように生まれていた。

「納得いかねえって顔だな？」

　古くの刑けい罰ばつの一つに。

　巨きよ大だいな車輪で人体を押し潰つぶすというものがあるという。

「なんならジェントの街ごと告発してやるよ！　悪あく竜りゆうを祭る異端だらけの街だってなあ！　そうすりゃ街一つ火あぶりだからみんな平等だろう！　これこそ神の慈じ悲ひじゃねえか！」

　車輪が、来る。先ほどの岩がん塊かいと同じく、砲ほう弾だんに近い速度で。

　避さけられるような速さではなかった。それはこの場にいる誰だれにとっても同じだったろう。

「…………ふぅん」

　いや。

　ただ一匹ぴきだけ、例外がいた。おそらく規格外。相手がなんであろうとも関係なく粉ふん砕さいするだろう、超ちよう越えつ的な味方が。

　車輪が、止められていた。

　エイクたちをかばうように立ったアザンレニュイが、その竜りゆうの腕うでで、岩製の車輪を押しとどめていたのだ。

「いきなり出て来て教会のみんな処しよ刑けいするってのもじゅーぶん頭にくるけどぉ、この上、ジェントの街にまで手を出すって？　しかも、妾わらわのことをダシにして？　ふぅん、そっかぁ、なるほどねぇ」

　肌はだが粟あわ立つ。

　圧あつ倒とう的な超越生物が、怒いかりも露あらわに、天使を名乗るなにものかを睨にらみつけていた。

「千年早いんだよぉ、微び生せい物ぶつが」

　レニュイが、手の力だけで、岩の車輪を粉々に砕くだいた。

　ばらばらと崩くずれる岩を尻尾しつぽで打ち払はらう。守護竜を怒おこらせればただでは済まない。アガタを乗っ取ったものなど一いつ瞬しゆんで消し炭だろう。だが、それは。

「レ、レニュイ！　待ってください！」

「なんでよぉ、妾、守護竜だし。ジェントがこんなヤツに好き勝手されるの我が慢まんできないよ」

　今にも火でも噴ふきそうだ。事実、レニュイから放たれる熱と威い圧あつ感が尋じん常じようではない。こちらまで巻まき添ぞえを食らいそうだが。

「アガタさんは乗っ取られているだけです！　アガタさんごと殺すつもりですか!?」

「別によくない？　まとめて灰にしちゃえば」

「ダメです！」

　当然ながら、レニュイにとってはどうも人命が軽い。自じ称しよう天使は事実上アガタを人質に取っているようなものだったのだが、レニュイの前には意味をなさないかもしれない。

「せめて取り押さえるだけにしてください！」

「めんどーだなぁ……でもエイクが言うし、仕方ないか」

　そう言って踏ふみ出した瞬間、レニュイの足がぐらついた。

「え」

　竜が、その場で盛大にすっ転んだ。びたんと全身を岩がん盤ばんで強打する。竜でなければ怪け我がではすまないだろうが、レニュイはあううとか呻うめくだけだった。

「ちょ、レニュイ!?」

「ごめぇーん……頭くらくらするぅ……のぼせちゃったかな」

　起き上がったレニュイは鼻血を出していた。温泉に十分浸つかったのち、ほんの一いつ瞬しゆん垣かい間ま見みせた本気のせいで身体からだの熱が上がったのか。ここぞというタイミングでどうしてこうなるのか。

「ちっ」

　それを隙すきと見たのだろう。

　自じ称しよう天使がその身を翻ひるがえす。追つい跡せきしようとしたが、どこかから飛んできた礫つぶてがエイクを阻はばんだ。額をかすめた礫の痛みに呻うめくが、その間にもう彼女の姿はどこにもなかった。

「覚えておけよ！」

　ただ、声が響ひびく。

　アガタの声が、溶よう岩がん洞どうの中でうわんうわんと反はん響きようしていた。重なる声は、どこか異界のものの存在を連想させる、この世ならざる声に聞こえた。

「ぼやぼやしていると本当に街ごと告発しちまうぜ！　止めたかったら三日以内に俺の名前を言い当ててみろ！　それがお前たちとの契けい約やくだ！」

　額から血を滲にじませつつ、エイクはそんな声を聞いていた。

　名前を言い当てる。できなかったら不利益を被こうむる。そうだ、そんな昔話があった。

　アガタに取り憑ついたものは、契約を不ふ履り行こうにさせることで得を得ようとする、そんな人じん外がいだ。

「レニュイ……大だい丈じよう夫ぶですか」

「うーん。ちょっと、無茶かな」

　だくだくと鼻血を垂たらす守しゆ護ご竜りゆうは、まだ余よ裕ゆうがありそうにも見える。

「皆みなさんも大丈夫ですか？」

「あたしたちはなんともないわ。だけど……」

　ジェシカやヘルミーネに怪け我がはなさそうだ。先ほど、岩がん塊かいの一いち撃げきからエイクをかばってくれた神父も、厳しい表情で自じ称しよう天使を探している。だとすれば、あと心配なのは。

「う、うえっ、え、エイク様、すみませ……」

「泣かないでください。シルヴァさん」

　アガタに正体がバレた時よりも、更さらに大泣きしているシルヴァだった。エイクは慰なぐさめようとするが、それよりシルヴァの泣き声が大きい。

　もはや泣きすぎてなにを言っているのかわからなかった。

「わたくし、わたくしぃ……！」

「シルヴァさん……」

　なんと言ったものか。

　この事態はシルヴァのせいではないと心を尽つくして説得するか。どうしたものかとエイクが思っていると、突とつ然ぜん、シルヴァが修道服を脱ぬぎだした。

「なっ」

　ぐしゅぐしゅと泣きながら、前の釦ボタンを一いつ瞬しゆんで外すシルヴァ。その下から出てくるのは露ろ出しゆつ度の高いサキュバスの衣い装しよう。

　そして、普ふ段だんは隠かくしているはずの、巨きよ大だいな黒い翼つばさ。

「それは──」

　なにをするつもりかと、聞く暇いとまもなかった。

　シルヴァはそのコウモリのような翼で空くうを撃うつ。ばさりばさりという翼の音と共に、溶よう岩がん洞どうを飛んで行った。天てん井じように出来た穴まで一瞬で到とう達たつする。

「っ！　待ってください！」

　エイクは上空の淫いん魔まに手を伸のばしたが、彼女は振ふり返りもしなかった。

　羽ばたきの音と、シルヴァの泣き声がしばらく溶岩洞に満ちたが、やがてそれも消える。伸ばした手はなにも摑つかむことなく、ただ所在なげにそこにあった。

「……逃にげた？」

　ジェシカが、ため息と共にそう言った。

　どうすればいいのかわからず、エイクは伸ばした手を、だらりと下げるしかない。

「なに考えてるのよ、あのバカ……」

　誰だれもジェシカの言葉に答えられない。あまりに事態が動きすぎて、皆みなが次の行動を考えられなかった。

　硫い黄おうの匂におい満ちる溶岩洞に、不ふ愉ゆ快かいな沈ちん黙もくが降りていた。













　　四人目．インプ







　あるところに、貧しい粉こなひきがいた。

　その粉ひきはとある偉えらい王に、『うちの娘むすめは藁わらをつむいで金きんに変えられる』と噓うそをつく。それを信じた王は、粉ひきの娘を娶めとることを条件に、娘に藁をつむがせようとした。しかし当然藁を金に変えられるはずもなく、閉じ込められた塔とうの中で娘は泣きだす。

　三日後にできないままだと、娘は王に殺されてしまうのだ。

　そこへ現れたのは、小人。いや、書物によっては妖よう精せいだったり悪あく魔まだったり、とにかく正体の判然としない何ものか。

　閉じ込められ、どうにもならず泣くだけの娘に、小人は提案する。

　将来、王と娘の間に出来る子供を対価にもらえるなら、藁を金につむいでやる、と。

　それ自体はただの契けい約やくにすぎない。善も悪もない。ただの行こう為いとその対価。

　契約は果たされ、娘は王に完成した金を見せることで妃きさきとなる。そして間もなく二人の間に子供が生まれると、契約に従って小人が現れる。子供を奪うばわれたくない妃は、必死で小人に嘆たん願がんする。

　するとここでまた、小人は約束をする。

　三日後までに自分の名前を当てられたら、子供は連れて行かない、と。

　名前などわかるはずもない。妃は様々な手段で色々な名前を集め、小人に『この名前ではないか？』と尋たずねるが、どのような名を言ってみても正解にはならなかった。

　しかし、ある日、王が森で奇き妙みような小人を見たと語る。小人自身が、子供を手に入れられる嬉うれしさのあまり、自分の名前を歌っていたのだという。

　その名もまた、地域や伝承によって差異がある。

　しかし概おおむね、言いづらい複雑な名で、けれども偶ぐう然ぜん主人公がその名前を知ることで、約束は反ほ故ごになる。小人は名前を当てられた悔くやしさで自身を引き裂さいたともいう。

　これが、エイクの知る伝承。

　トム・ティット・トット。あるいはルンペルシュテルツヒェン。小人の名がそのまま題となるこの昔話の類型は、契約の内容や細部に差こそあれ、概ねこのような形で語られる。

　アガタの身体からだを乗っ取ったと思われる子鬼インプの、数少ない手がかりだった。




「インプ。契約を迫せまりその対価をもって人に害をなす。この存在は……精せい霊れい？　悪あく魔ま？　一体」

「どうとでも言えるにゃ」

　ベーコン入りパンを手て渡わたしで与あたえながら、エイクは問うた。自警団の詰つめ所しよ、その訓練場にすっかり居ついた謎なぞかけ獅じ子しは、にゃしししと笑う。

「契けい約やくは悪あく魔まの専売特許にゃし、小人だとするなら妖よう精せいといってもいいかもにゃ？　にゃんだっけ、お前のとこの教義だと、洗礼を受け損そこねた子供が妖精ににゃるんだったかにゃ？」

「はい。原罪は許されず、しかし罪を犯していないもの、という括くくりですね。天国にも地じ獄ごくにも行けないため妖精になった……あくまで説の一つですが」

「異い端たんだ異教だ言っていても、結局は人の作った枠わく組ぐみを、人以外にも当てはめようとしているだけにゃ。結局、お前らは目に見えているものを正確には理解してなくて、頭の中で線引きをしようとしてるだけなんだにゃ」

　自じ称しよう、叡えい智ちと王権を司つかさどる神しん獣じゆうが、パンくずのついた前足を舐なめながら言った。なぞなぞは苦手なくせに、異常現象に対する分ぶん析せきはエイクから見ても的を射ていた。ニャクスの叡智は、とんちのような小細工ではなく、もっと深い哲てつ学がく的思し索さくにおいて真価を発揮するのかもしれない。

「だからそこから外れたものを不気味に思うし、向こうもそれを承知で不気味に振ふる舞まうのかもしれないにゃ？」

「妖精か悪魔か、ということでは括れないと？」

「そのインプが何者か知りたいのなら、名前を知るしかないと思うにゃ。大きな括りではなく個々を見る。いや、見てほしいという想おもいが、名前当てこんなことをさせるんじゃないかにゃ？　案外、天使だって自称も噓うそじゃないかもしれないにゃ？」

　どうしてここまで考察ができるのに、なぞなぞは普ふ通つうのものしか言えないのか。得意げなニャクスを見て本気で疑問に思うエイクだった。

　自警団の詰所に、すっかり居ついたスフィンクス、ニャクス。

　溶よう岩がん洞どうで事件が起こり、アガタを乗っ取ったインプ、そして泣きながら飛び去ってしまったシルヴァの行方ゆくえを摑つかめないまま、一日が過ぎていた。シルヴァも心配ではあるが、まず対処すべきは三日以内に名前を当てなければ街を告発すると宣言したインプだ。あの様子を見る限り、審しん問もん官かんの権限を最大限にまで悪用すると思われた。

　実力行使も考えたが、頼たのみのレニュイは温泉でのぼせてしまい、身動きがとれない。フォーグス神父は温泉の効能でそこそこ回復したものの、あの異能のインプとどこまで渡り合えるかは想定しにくかった。もちろんエイクを含ふくめた残りは戦力外。

「……住民を逃にがさんのかにゃ？」

「それも考えましたし、フォーグス神父と相談しました。しかし三日では時間が足りません。アガタさんは真ま面じ目めに職務に取り組み、街の信用を得ていました。今いま更さら、アガタさんが街を告発するから逃げろと言っても、どれだけの人が信じてくれるか……そもそも逃げたところで、行く当てもありませんし」

　町に住む人間は、なかなか街を離はなれたがらない。当然だ。

　仮に避ひ難なんが間に合ったとしても、行き場がなければ死ぬだけだ。寒さによる凍とう死し。野犬や狼おおかみの襲しゆう撃げきや、ヴァーバンシーのような魔ま物ものの誘ゆう惑わく。あるいは盗とう賊ぞくの乱暴。行き場のない者たちが死ぬ理由などいくらでもある。

　よほどのことがない限り、避難など無理というのが神父の考えで、エイクも同意見だった。

「せめて、告発を画策しているという証しよう拠こがあればよかったんですが……」

「仕方ないにゃ。名前を当てるのを精せい々ぜい頑がん張ばるにゃ」

　にゃししと笑うスフィンクスだった。そうだ、エイクに住民を説得する力はない。ならばあのインプの名を当て、凶きよう行こうをやめさせるほかはない。ニャクスは知ったことではないとばかりに顔を洗っている。他人ひと事ごとで静観するつもりらしい。

　名を当てる。

　アガタの経歴に、天使を騙かたっていたインプのヒントがあるかもしれない。

　だからエイクは自警団の詰つめ所しよに来たのだ。手にあるのは字がびっしり書き込まれた羊皮紙。副長のギオが王都から送ってきた追加の資料。アガタ・カバナーとその家族に加えられた、尋じん問もんおよび拷ごう問もんの記録をまとめたものだった。

　だが、抜ぬけがある。

　記録によれば拷問は相当なものだ。おそらくアガタの肉体にも痛々しい跡あとが残っているだろうし、異い端たんの罪について幼いアガタは自白すらしている。おそらくは拷問に耐たえかねありもしないことを話すことになってしまったのだろう。悲ひ惨さんではあるが珍めずらしくはない。異端審しん問もんでは日常茶さ飯はん事じだ。

　問題は。

　その自白を覆くつがえす証拠も証言もないのに、アガタが処しよ刑けいされるまでに至らなかったこと。拷問されれば処刑までは、ほとんどの場合確定路線だというのに。

　アガタとその家族は、拷問の記録はあるのに処刑はされていない。他ほかの多くの被ひ害がい者と、なにが違ちがった？　また気になるのは、そのあたりの記録がぼろぼろと歯抜けしていることだ。一体なにがあったのか。

　拷問から処刑に至るまでの間に、記録を残した者にとって都合の悪いなにかが起きたとしか思えない。一体、なにが。

「処刑されなかった……つまり、教会側がわが見逃のがした？」

　アガタを見逃した。

　あるいは、見逃さざるを得ないようなことが起きた。それは一体。

「いや、違う……今は、インプのこと……」

　童話においても、インプは名前を当てさせる。絶対に当てられないと高を括くくっていても、その言葉や仕草にどこかヒントがある。

　問いを出した者にとっては不本意でも。

　アガタにこだわり、アガタを騙だまし続けたインプの名のヒントが、必ずどこかにあるはずだ。

「あら、エイク？」

「……ジェシカ？」

　そんな風に頭を抱かかえて悩なやんでいると、訓練場に入って来る姿があった。赤毛の三つ編みは間ま違ちがえようもない。

「どうしたんですか。仕事で？」

「まあそんなとこ。自警団のおっさんどもにまとめてパンの配達。糧りよう食しよく用の保存パンをね。まあ味は微び妙みようなんだけどさ」

　普ふ段だん通りの会話。だが、ジェシカはどこか居い心地ごこち悪そうにしていた。

「……まだ帰って来ないのね、あの女」

「シスター・シルヴァのことですか」

　エイクは頷うなずく。ジェシカの姿を見て、ニャクスはその獅し子しの身体からだを赤毛の少女へと擦すり寄せていった。すっかり懐なついているのは、ジェシカが餌え付づけに成功している証あかしだろう。なぞなぞが下手なせいか常に空腹のスフィンクスは、逆に食事をくれる人間には心を開くらしい。

「エイク、大だい丈じよう夫ぶ？　こないだの審しん問もん官かんもそうだけど……結局、あの濡ぬれ女おんなの相談も終わってないんでしょ？　考え事ばっかして、知ち恵え熱ねつ出して……とか、そんなの洒落しやれになんないわよ」

「知恵熱ですか。そういえばジェシカ、昔高熱を出したことがありましたよね。全然熱が下がらなくて、うわ言でなにか言っていて。覚えてますか？」

「あのね、あたしは今の話をしてんのよ」

　ジェシカに詰つめ寄られる。真しん剣けんな表情だった。

「新人シスターいなくなって、街の命運誰だれにも言えずにアンタが背負い込んで、あの色ボケ竜りゆうはのぼせて鼻血出して倒たおれたまんま。神父だってできることは限られてる。ねえ、大丈夫？　そんな一人で頭抱えて悩むくらいなら、あたしに頼たよってくれても……」

「街の命運が、僕だけにかかっているなんて思っていませんよ」

　エイクは、読んでいた資料を丸めながら立ち上がった。ついでに服についた埃ほこりを払はらう。シルヴァは心配だが、エイクにはやらねばならないことがある。

「いざ異い端たんの告発となれば、ジェント伯はく爵しやくや、その直属の自警団が黙だまっていません。審問官が相手ですからフォーグス神父も大聖堂と共同して行動を起こします。もちろん、その前になんとかできればそれに越こしたことはないですけれど」

「……だったら」

「はい。だから、手伝ってもらっていいですか、ジェシカ」

　ジェシカは、一いつ瞬しゆんだけ目を丸くしたが、やがて頭をがしがしとかいた。家の仕事もあるだろうし、決して暇ひまではないはずだ。が、シルヴァや街の人間を心配する彼女に、少しくらい頼たよるのも悪くないだろうとエイクは思う。

「あとニャクスにも。お願いできますか？」

「うにゃ？　構わんけどお腹なか空すいたにゃ。それなりに食い物が欲しいにゃ」

　今パンを食べたばかりのはずだが、この上まだ要求するのか。エイクは呆あきれながらも、ニャクスに向けて頷うなずいた。

「多分、それなりに満たされるとは思いますよ」




　ジェントから一時間。

　いや、ジェシカはニャクスの背に乗って楽に移動していたから、時間はもっと短縮されただろう。エイクは再び、昨日騒そう動どうがあった溶よう岩がん洞どうを訪おとずれていた。

「心配。心配。レニュイ様は？　どうして来てくれないの？　無事？　無事？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。まあ冬に温泉入ったとか、久々に全力を出したとかで、体温調節が上手うまくいっていないだけみたいです。竜りゆうですしすぐに回復しますよ」

　溶岩洞で出で迎むかえてくれたカディに、エイクは答える。エイクにしてみれば厄やつ介かいな変態竜だとしても、カディを始めとした湖の生物には慕したわれていたのだろう。

　カディのためにも、レニュイにはすぐに回復してほしいなと思う。

「で、まあ、レニュイの代わりに馬ば力りきのありそうな方に来てもらったんですが……」

「うにゃ────ッ！　肉がいっぱいだにゃあ！　これ食ってもいいのかにゃ？　にゃ？」

　溶岩洞に設置された氷ひ室むろ。そこで保存されている肉を見て、ニャクスが目を輝かがやかせていた。レニュイに捧ささげられた生いけ贄にえだ。

「待ってくださいニャクス。まずはここの片付けを」

「うー……面めん倒どうだにゃあ。まあ報ほう酬しゆうあるならやってやるにゃ」

　エイクたちが昨日、必死になって整備した溶岩洞だったが、インプが謎なぞの力でもって岩がん塊かいを投げ飛ばしたせいで、またぼろぼろになっている箇か所しよがある。湖にまで温泉が浸しん透とうすることはないだろうが、放置もできない。

「とりあえず、今あるぶんの保存食で、ニャクスを雇やとうというのはどうですか、カディさん？」

「……不ふ愉ゆ快かい。不愉快。レニュイ様の代わりにあのスフィンクスを、ってこと？　それに保存食は私たちのものではない。レニュイ様の許可は取ってあるの？　反対！　反対！」

「もちろん許可は取っています。教会の居い候そうろうになってしまったことで、レニュイも保存食の処分に悩なやんでいたようでして」

「う、うー……」

　認めたくないのか、カディが涙なみだ目めで唸うなる。さすがウンディーネだけあるというか、良くも悪くもその性質は湿しつ潤じゆんで、女め々めしいように思う。一方のレニュイは面めん倒どうくさがりの大おお雑ざつ把ぱで、意外とさらりとしている面もあるから、カディを苦手に思ったのか。

「……じゃあ。じゃあ、食事が尽つきたら。どうするの？　の？」

「その時はまた相談に乗りますよ」

　とりあえず納なつ得とくしたのか、カディは氷ひ室むろの中に入って行く。区切られた空間の中は一見、他ほかの溶よう岩がん洞どうとどう違ちがうのかわからないが、そこだけ冷えた空気が漂ただよっているのはエイクでもわかった。

　カディは肉に手を出そうとしたスフィンクスを叱しかり、なにやら指示している。さっさと働けと言っているのだろうか。ニャクスの空腹と、カディたちの悩なやみ。とりあえず両方を一度に解決する方法ではあると思う。

　少なくとも、頻ひん繁ぱんに温泉の様子を見に来なくても大だい丈じよう夫ぶだろう。

「……ふーん。なるほど？　こんな時まで問題ごとの解決？」

「ええと、ジェシカ、棘とげを感じるんですが」

「こんな時まで他人に気ぃ遣つかってどうすんのよ！　街が大変なんじゃないの!?」

「わ、わかっています」

　ジェシカも焦あせっているのが知れた。が、彼女自身はアイデアがないのだろう。昨日も、普ふ段だんの仕事があるからと、騒そう動どうの後は戻もどるしかないジェシカだったのだ。

「ニャクスとカディさんのことは、あくまでついでにすぎません──探したいものがあって」

「なによ」

「アガタさんの眼帯。それと外がい套とうです。脱ぬぎ捨てられているはずですから」

　ジェシカが胡う乱ろんげな顔になる。そんなものをどうするのか。疑問を含ふくんだ視線がエイクに刺ささる。

「それがなんなのよ。確かに捨てて行ったわよね」

「これまで脱がなかったんです、絶対に」

　眼帯。そして外套。その下に拘こう束そく衣いも身につけていたはずだが、アガタは室内だろうとなんだろうと、人前でそれらを脱ぐことはなかった。温泉に入りたがらなかったのも、身体からだの傷を見せたくないからか？

　いや、一度だけ外套は脱いでいた。

　天使の声を聞くと言って、シルヴァに自分を鞭むちで打たせた時だ。

　あれがただの性せい癖へきなどではなかったと、今ならわかる。ならば眼帯と外套を脱ぐのにも意味があったのかもしれない。アガタの言う天使様と、なにか関係があるとすれば。

「探すのを手伝ってもらいたいのですが」

「……はいはい。頼たよれって言っちゃったしね」

　温泉の熱気が満ちる溶岩洞で、二人が移動する先はレニュイの作った浴場だ。あたりを見回すが、外がい套とうも眼帯も落ちてはいなかった。もともと段差もあれば足あし下もとも濡ぬれているので、探たん索さくには気を遣わなくてはならないだろう。

　ジェシカが転ばないかとはらはらしながらも、エイクもアガタの落とし物を探す。

「マント、あったわよ」

「本当ですか」

　すぐさまジェシカが見つけてくれた。まあ嵩かさ張ばるものだから見つけるのは難しくないかもしれない。

「ぐしょぐしょだけど……これ、なんかのヒントになるの？　別になんか書いてあるとか、そういうことはないみたいよ？」

　ジェシカが外套の裏地までひっくり返すが、特になんの変へん哲てつもない外套だった。ジェントでも同じようなものはいくらでも手に入りそうだ。

「こっちじゃないとすると、眼帯のほう、かな……」

「見当たらないんだけど」

「まさか、浴場の底に沈しずんでいるとか、でしょうか」

「温泉白いから手て探さぐりになるんじゃ……って、入るの!?」

　エイクは上着を脱ぬぐと、そのまま躊躇ためらわず温泉の中に入る。白はく濁だくし見通しの悪い温泉の底に小さな眼帯が沈んでいないかと手を差し入れてみるが、返ってくるのは硬かたい岩がん盤ばんの感かん触しよくだけだった。

　服や靴くつに温水が染しみ込んでくる感触に耐たえつつも、エイクは更さらに捜そう索さくを続行する。

　ふと見ると、ジェシカもいつの間にか浴場に足をつけていた。袖そでをまくり、スカートを腰こしのあたりで結んで濡れないようにしている。二人で濡れて帰ることになるな、とエイクは思った。

「……ねえ、エイク」

　眼帯を探しながら、ジェシカが口を開いた。

「なんでしょうか」

「シルヴァは探さないわけ？　あっちはどうでもいいの？」

「そんなわけないじゃないですか。彼女のことも心配していますよ」

　手になにか当たった。眼帯かと思ったが違ちがう。ただの小石だった。白はく濁だくの温泉に視界を奪うばわれるだけで、こうも目的のものが探しづらくなる。目に頼たよって生きていることを思い知らされる。

　では。アガタは。

　片目を封ふうじていたアガタは、なにに頼っていたのか。

「そりゃ心配よね。正体バレちゃって、泣きだして、逃にげ出したんだものね」

「棘とげがありますね、ジェシカ」

「……だって。ドジで抜けてて、すぐ泣くヤツだと思ったけど、こんなにあっさり逃げ出すとは思わなかったんだもの」

　引きこもり生活が嫌いやだと、ヘルミーネとの対決の時も全力を尽つくしていたし、審しん問もん官かんが来たとしても怯おびえることはなかった。すぐに逃にげ出すはずはないという点は、エイクも同意見である。

　なのに。今回はどうして。

「ねえ──もしかしたらあたし、嫌なこと言うかもだけど」

「なんでしょうか？」

　ジェシカの表情は見えない。

　本当ならば今すぐにでもシルヴァを探しに行きたいが、それよりやらねばならないことがあるのだ。アガタのこともあるし、そもそもどこを探せばいいかも思いつかないエイクである。

　だが、ジェシカはシルヴァに対して、また別の思いがあるのかもしれないと思った。

「アイツ、もう探さなくていいんじゃないの」

「探さなくていい、とは？」

「だって、自分から逃げたのよ。誰だれだって嫌なこと、上手うまくいかないこと、あるわよ。アイツもそれを承知で修道女になったはずでしょ。なのにすぐ泣いて、逃げて。わざわざ追いかけても、きっと無む駄だよ。戻もどって来るわけないわ」

　孤こ児じだったジェシカが言えば説得力がある。

　エイクはそう思ったが、すぐにばしゃばしゃと音がした。見れば、ジェシカが頭を抱かかえてなにか唸うなっている。うー、とか、あー、とか。いかにも私悩なやんでますみたいな仕草。

「あ！　ええと、えっと！　ごめん今のナシ！　あたし酷ひどいこと言ってる！　ええっと、ダメだよね、探さなくていいなんて。こんなことここでアンタに言うのも、なんか、卑ひ怯きようっていうか──」

「いえ」

　エイクは首を振ふる。

　確かにジェシカの言っていることは、少し酷いかもしれないが。

「正論ではあると思いますよ。ジェシカ」

「ふえ？」

「神の道を志願したのです。途と中ちゆうで投げ出すことは許されません。信しん仰こうするだけなら別の仕事をしながらでもできます。それでも、あえて教会での務めに邁まい進しんするのなら、相応の覚かく悟ごが要いりますし。僕も、修道女になりたくない人を無理に連れ戻すことはできません。もし万が一、シルヴァさんが嫌だと言うのなら、残念ですが仕方ないことです」

「……そ、そうかな。あたし、変なこと言ってないのかな」

「全然。きっぱりとしていてジェシカらしいです」

　どういう意味よ、と睨にらんでくるジェシカだった。

　修道院からの脱だつ走そう者は意外に少なくないと聞く。修道士の全員が自分の意志で神の道に入ったのではないし、固い覚かく悟ごで修しゆ行ぎように臨のぞんでも体力や精神力がついていかないこともあるだろう。フォーグス神父も、若い頃ころは剣けんを持って従軍神父などやっていたのだから、所属していた教会から見れば優等な修行者ではなかったのではないか。

「そういうフォローが欲しいんじゃないんだけどな……」

「？　なんの話ですか」

「なんでもないわよっ！　独ひとり言ごと聞くな！」

　独り言を言っているくせに理り不ふ尽じんだと思うが、真っ赤になって怒おこるジェシカに深入りするとろくなことにならないのはよく知っていた。

　が、エイクが黙だまると、今度はジェシカがまた口を開く。どうやら沈ちん黙もくには耐たえられないらしかった。

「じゃあエイク。だからシルヴァを探さないの？　ほっとけばいいってこと？」

「いえ、そんなことはありませんが、街の危機のほうが優先です。アガタさんをなんとかしないと、たくさんの人が処しよ刑けいされる可能性がありますから。シスター・シルヴァがどうしているかは心配ですが、今すぐ彼女に命の危機、ということはないはずです。ただ、理由はそれだけではなくて……」

　白い湯の中を手て探さぐりしても、なかなか目当てのものは見つからない。あるいはここではないのか。流されてしまったのかなどと、この作業が徒労に終わる可能性が浮かんできた。

「さっきの話は、シスター・シルヴァが逃にげたと決めつけてしまった場合に成り立つ話です」

　あの時のシルヴァはなにも言わずに飛び去って行ってしまった。ジェシカもそうだが、彼女がどういう考えだったかは、推すい測そくするしかない。

　だから。

「僕は、シスター・シルヴァが逃げたとは思っていません」

「なんのこと？」

「アガタさんに正体を見破られ、嫌いやになったから逃げたのではないと信じています。シルヴァさんが逃げても解決しないことは本人もわかっているはず。ましてやインプに乗っ取られたアガタさんになにを言われたところで、逃げ出す理由にはならないと思うのですが」

　もちろん泣なき癖ぐせを持ち、事あるごとに服を脱ぬごうとするシルヴァだ。混乱していて勢いのまま飛び出してしまった、などということは十分に考えられる。

　だが、それなら落ち着いてから戻もどって来るだろう。そうしないのはなにか理由があるのではないか。

　エイクと同じで、彼女も奔ほん走そうしているのではないか。エイクはそう信じたいし、そうだとすればシルヴァはこの場にいないだけ。修道女を辞やめるつもりなど毛頭ない。

「……逃げたんじゃないならなんだっての」

「なにか事態を打開する方法を模も索さくしているのかもしれません。僕たちと同じで」

「あの天然がぁ？　そんなことできるの？」

「まだなんとも言えません。確証もありませんし。ただ、淫いん魔まであるシルヴァさんが教会に来た時には相応の覚かく悟ごがあったはずです。僕はそれを信じます──懺ざん悔げ室の中でそれを聞いたのは、僕だけなんですから」

　激しい水音がしたと思った次の瞬しゆん間かん、熱い水がばしゃりとエイクにかけられた。衣服を浸しん透とうしてくる温水に思わず呻うめく。

　ジェシカが温泉をかけてきたのだ。

「な、なにをするんですか！」

「うっさいバカ！」

「なぜ怒おこって……」

「知らなくていい！　なんでもない！　いいからさっさと探しなさいよ！」

　ジェシカの理り不ふ尽じんが最大級だった。子供の頃ころであればやり返したろうが、さすがに今はそこまで幼くはない。仕方がないからと、結局湯に手を沈しずめて眼帯を探す。帰りに風邪かぜをひかないことを祈いのるばかりだ。

「…………ん？」

「あった？」

「いえ、これは眼帯ではないようなのですが、ええと」

　手に触ふれたのはなにか柔やわらかいもの。岩ではない。生物の皮ひ膚ふに思えた。

　温泉に生物がいるのかと思って、とりあえず引き上げてみる。するとまず見えたのは金色のワカメのようなもの。やがて、首から下を温泉に沈しずめた三さん白ぱく眼がんの女と目が合った。

　カディだった。

「……なにしてるんですか」

「なにって。なにってなによ。なんだか探し物しているようだったから手伝ってあげようと思ったのに。こんな扱あつかい酷ひどいわ。酷いわ」

　ただでさえ普ふ段だんから水に濡ぬれているのに、今は顔に張り付いた金きん髪ぱつからどこか感情のない瞳ひとみが覗のぞいていて正直怖こわかった。人を水に引き込む精せい霊れいというのは結構多いが、なるほど夜の河川からこんなものが顔を見せれば確かに怖い。

　カディから手を離はなすと、全身を濡らしたウンディーネは髪かみをかき上げた。

「で？　で？　なにを探せばいいの？　の？」

「えー……アガタさんの眼帯です。先日のアガタさんが豹ひよう変へんしたの、見てらっしゃいましたよね？」

　ぼちゃんと、一瞬でカディの姿が温泉へと沈む。まるで質量を失って水に溶とけたようにも見えたのだが、数秒もしないうちにまたその金髪を見せてくる。

「見つけた。見つけた」

「はや……」

「あってる？　あってる？」

　差し出してくる革かわ製の眼帯は、確かにアガタの使っていたものだと思われた。

「ありがとうございます。助かりました」

「なによー、濡ぬれる必要なかったじゃないのよ、もー」

　そう言うジェシカが濡れてるのは脚あしと腕うでだけである。エイクはジェシカのせいで全身濡れてしまっているのだが、そんなことは忘れたかのように彼女はこちらに近づき、眼帯を覗のぞき込んでくる。

「これで徒労だったら許さないんだから……」

「いえ」

　眼帯の裏側がわ。

　目に当てる側のほうに、なにか文字が書いてあるのが見えた。これだ、とエイクは思う。必ずしも自信があったわけではないが、どうやら読みは当たってくれたらしい。

「徒労ではないようです。これは」

「ちょっと。早く読みなさいよ」

　読み書きが苦手なジェシカが言った。エイクと同様、基き礎そ的な部分は神父から教わっているはずなのだが、その後も読書などで勉学を続けたエイクと、パン作りに情熱を注いだジェシカの差ということだろうか。

「ええと……『悪あく竜りゆうに吞のまれたＳに捧ささぐ』とあります」

「ちょ！　それ！　頭文字イニシヤルじゃない！　だったらもう決まりでしょ！　Ｓで始まる名前がアイツよ！　あとは片かたっ端ぱしから言っていけばどれか当たるわよ！」

「…………」

　エイクは判断がつかず、黙だまるしかなかった。

　Ｓがあのインプの名だとして、ならば悪竜に吞まれたということはどういう意味だろうか。竜は移動する災さい害がい。生いけ贄にえに捧げられたとでも？　それとアガタとどういう関係があるというのだ。

　竜の襲しゆう撃げきなどあれば間ま違ちがいなく記録に残る。アガタの出身である寒かん村そんの資料にもそんなものはなかったはずだ。延々と続く拷ごう問もんと処しよ刑けい、それによって崩ほう壊かいしていく村の様子しかなかったのだが。

「あのインプは、眼帯にイニシャルを刻むほど、アガタさんにとって大事な存在ということなのでしょうか……」

「あー、そういや、そんな感じには見えないわよねえ」

　Ｓというアルファベット。

　これが本当に名前を表すのか、それとも何か別の言葉を省略して書き込んだのか。スペースのない眼帯の裏側がわ、革かわに染しみ込ませるように書かれたインク文字を、エイクはじっと見つめていた。少しかすれているのは年月によるものか。

　悪あく竜りゆうに吞のみ込まれた名前。

　もう一つだけ、エイクには心当たりがあった。

「帰って、調べたいことができました。ちょっと自信がないので」

「ちょっと。ちょっと。お礼はないの？　ないの？」

「ありがとうございますカディさん。また改めてお礼を」

「キス。キスでも、いいのよ？　よ？」

「申し訳ありませんが、聖職者なので」

　ぶう、とカディが膨ふくれた。懺ざん悔げ室を開いている関係で、人じん外がいの女性とも多く会話することのあるエイクだが、これほど惚ほれっぽいのは珍めずらしい。ウンディーネの特性なのだろう。この惚れっぽさに匹ひつ敵てきするのはリャナンシーくらいかもしれない。

「デレデレしてんじゃないわよエイク！」

「していませんジェシカ。それではカディさん。失礼します」

　どぷんと温泉に沈しずんだかと思えば、カディは水中から手だけを出してひらひらと振ふってきた。挨あい拶さつのつもりらしいが、遠とお目めから見たら溺おぼれかけた人間に見えるかもしれない。

　Ｓというのが誰だれか、まだわからないものの。

　アガタが眼帯の裏にまで書き込み、常に見つめていた相手だ。インプの名なのか、それともまったく違ちがう存在なのか。これを元に、答えに辿たどり着けるならそれに越こしたことはないのだが。

「……わかりそう？」

　濡ぬれた外がい套とうを小こ脇わきに抱かかえながら、ジェシカが問うてくる。正直なんとも言えなかったが、エイクは小さく頷うなずくしかなかった。

「頭使うしか、取とり柄えがないものですから」

「そんなこと、ないでしょ」

　ジェシカはそう言ってくれるが、体力もなく剣けんもろくに振るえないエイクは、こういう事態に対して非力だ。考えることしかできないなら、せめて持てる知識を動員するしかない。

　名前を当てたら負けを認める。

　油断しているインプの足あし下もとを掬すくうしか、今は街を守る方法が思いつかないエイクだった。




　アガタは、夜の街かい道どうを進んでいた。

　道は、端はたには雪が積もっているものの、中央は概おおむね雪かきがなされたようで通行に支障はない。晴れている夜だから尚なお更さらだ。

　女一人の夜道など犯罪に巻き込んでくださいと言わんばかりだが、今のアガタを見ればむしろ偸ちゆう盗とうの類たぐいのほうが逃にげ出すと思われた。どこから調達したものか、彼女の左右には巨きよ大だいな鉄製の車輪が浮かんでいたからだ。

　車輪。

　古代の刑けい罰ばつにおいてしばしば用いられる道具である。受刑者の磔はりつけに用いることもあれば、車輪自体の重量によって押し潰つぶすこともある。

　異い端たん者の処刑は火刑が主であるため、車輪など用いられることはない。アガタ──いや、彼女の身体からだを乗っ取った子鬼インプは、どこでそんなものを手に入れたのか。ただひたひたと、夜道を行くだけ。

　車輪も意思持つように、彼女に追つい随ずいする。

　月の光に、アガタの銀ぎん髪ぱつがよく映はえていた。

「どちらへ行かれますです？」

　ふと。

　どこからともなく声が響ひびく。

「きひ。教会だ」

「お忘れ物なら、こちらに持って来てございますですよ」

　一歩、アガタが下がる。

　すると同時、虚こ空くうからなにかが降ってきた。どさりとインプの目の前を通過して落ちるそれは、アガタの荷だ。教会に放置していたままの旅道具一式であった。そのまま動かなければ脳天にその重量が叩たたきつけられていただろう。

「誰だれかと思えば家付き妖よう精せいかよ」

　背はい囊のうを見て笑うアガタ、の姿を借りたインプ。

　見上げれば、街かい道どうの樹木の枝にシルキーが腰こしかけていた。傷を持つ右目でインプに睨にらまれても、シルキーは別にどうとも思わないらしく、ただ足をぶらぶらさせるのみ。

「教会は全部てめえの領域ってか」

「まあ、道は限られますですし。通る者がいれば少しはわかりますですよ」

「家の周りまで察知できるってか。きひ。エイクも便利な女を囲ってやがるな」

「まるであの女たらしのために教会に居ついているような言い方は、やめてほしいでありますですね」

　きひひひと、インプが声をあげて笑う。ヘルミーネは事態の趨すう勢せいに興味はないらしく、樹上から楽しそうに彼女を見下ろした。

「小さな小さな子こ鬼おにさん。貴女あなたは誰でありますですか？」

「それを当てるのが条件だろうが。もう忘れたのかよ」

「そういう意味ではありませんですよ？」

　にやにや笑うヘルミーネと、それを不快そうに睨にらみつけるインプ。

「二人とも。人聞きの悪い話はやめていただけませんか」

　額を押さえるのはこの男の癖くせなのだろうか。難しい顔をしている。

　思えばアガタが教会に来てから、この男は気苦労が絶えない様子だった。インプにとってはそういう姿を見るのはとても楽しい。

「本当のことだろうが、ああ？　この女たらしがよ」

「失敬な……」

　見れば、エイクの背にこそこそ隠かくれる姿もあった。ジェントの商店街で何度も見た顔だ。隠れているくせに勝かち気きな表情はそのまま。

「パン屋も一いつ緒しよか。は。ご苦労なことだな」

「少し聞きたいのですが、インプさん。我々についての知識は、貴女あなたのものなのですか？　そこまで教えた覚えはありませんが」

「おいおい、俺はずっとアガタと一緒だったんだぜ？　てめえらなんざよくわかってる。知識を共有してるわけじゃねえが、アガタの視点で見てきたもの、すべて覚えてるぞ」

「……でしょうね」

　ぴくりと、アガタの眉まゆが動いた。

　今のエイクの頷うなずきはどういう意味なのか。どこまで勘かん付いているのかはわからないが、仮にインプの正体に気付いているとして、それで名前までぴたりと言い当てることができるのか。

「これで全部か。神父とドラゴンはどうした？」

「レニュイはまだ寝ねています。どうも体調回復が上手うまくいかないようでして。神父は教会の中でお待ちです。今日のうちはまだ僕に任せてくださるそうです」

「はっ。告発がされたらいよいよ神父の出番ってか？」

「狙ねらいはこれなんでしょう？」

　エイクが取り出したのは羊皮紙である。細かい文字で書かれたその紙。文章の最後にはアガタのサインまでがされている。王都に提出するはずの調査報告書。

　ジェントに関して問題ないと記された、アガタ直筆の正式な文書だ。

「これを取りに教会にまで戻もどって来た。アガタさんのサイン付きで内容を修正すれば、そのまま中央教会への告発文になります。まあ新しく書き直しても良かったんでしょうが……こうした公文書は羊皮紙が相応ふさわしいと言いますし」

「わかってるじゃないか。ならさっさと返せよ」

　エイクは首を振ふる。まあそんな気がないのはインプにもわかっていた。

　三日で街を告発するというインプの宣言はつまり、告発文を作って中央教会へ送るということだ。アガタの教会内での地位は盤ばん石じやくなのだから、彼女の一言で事態がは容易たやすく動く。

「返さないならそれでもいい。どうせ筆ひつ跡せきもこの女のものだからな。公文書なんざいくらでも作れるさ」

「……そうでしょうね」

　ささやかな抵てい抗こうであることは、エイクも自覚していたようだ。

「しかし何故なぜそこまで、街の告発にこだわるのですか？　街全体を処しよ刑けいして、それでなにか得するとも思えないのですが」

「得なんざ、確かにないな」

「目的がわからないんです」

　インプはわずかに、この見習い神父に対する警けい戒かいを強めることにした。

　目的を聞く。なにがしたいのかを問う。

　そこから逆算して、インプの正体を知ろうとしているのかもしれない。まあ間ま違ちがった思考法ではないだろうが、生あい憎にく、アガタの身体からだを奪うばったインプにはあまり効果的とはいえない。

　童話の子鬼インプの中には、口を滑すべらせて名前を当てられてしまった例もある。

　同じ轍てつを踏ふまないように、インプは慎しん重ちようを期して答えた。

「なにもねえよ」

「なにも？」

「そうだ。悪戯いたずらってのが妖よう精せいや、その眷けん属ぞくのやることだろう。俺も一いつ緒しよさ。生活をしている連中が気に食わない。わからないか」

　エイクは首を傾かしげた。

「日々の糧かてを得るために職に就つき、労働する。ただそれだけの人の営みっていうのを、邪じや魔ましたくてたまらないんだ。俺たちは。食事をしたり夢を見たり。なんだかとっても人間らしくて──だからちょっと、いじめてやりたくなるのさ」

「こ、こっちはいい迷めい惑わくよ！」

　パン屋の娘むすめが叫さけぶ。まあそうだろうなとインプは思う。人の子であるうちはわかってもらえないし、インプも理解してほしいとは思わない。

　嫉しつ妬ともなければ憎ぞう悪おもない。ただインプは、なにかを成そうとしている者を見ると悪戯したくなる。妨ぼう害がいしたくなる。物語の悪戯子鬼インプ。旅人の邪魔をする謎なぞかけ獅じ子しと同様に、ただただ障害としてのみ現れる。

　そういうものだ。

　そういう存在に、成り下がってしまったのだ。

「シルキーなら少しはわかってくれそうだけどなぁ？」

「ちょっとだけ、でありますですね。お手伝いすることも好きなので」

　樹上のシルキーは、やはりどこか楽しそうに眺ながめている。こちらも小こ童わらわを見るような目で腹立たしい。どうせ家がなければどこにも行けない妖よう精せいなのだから、近きん隣りんの家をすべて燃やしてしまえとインプは考えた。そうすればこいつも消えてなくなるかもしれない。

「で？　悪戯止める方法は一つだぞ、見習い神父さん。俺の名前はわかってるんだろうな？」

「ええ、もちろん」

「はっ」

　インプは鼻で笑った。

　知るはずがない。そう簡単に類るい推すいできる名前ではない。

　見習い神父は毅き然ぜんとしているが、一方、隣となりのパン屋は不安そうな顔を隠かくせずにいるのがいい証しよう拠こだった。確証まで至っていないのだ。

「勘かん違ちがいしてないか、女たらし。何度もチャンスがあると思うなよ。一度きりだ。不正解だったらこの女、もう完全に俺が乗っ取ることになるぜ」

「ご安心ください──名前は、おそらくわかっていますから」

　自信があるのか。

　だがせめて、隣の女にもその自信を伝えるべきだったかもしれない。パン屋は三さん白ぱく眼がんでこちらを睨にらみつけつつも、見習い神父を完全に信用しているわけではないようだった。

　見習い神父の自信の根こん拠きよは、それだけ脆ぜい弱じやくということなのだろう。

「ちょ、ちょっとエイク！　本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

「はい。任せてください。なぞなぞは苦手でも、こういった問題についてならどうにか」

　微笑ほほえむエイク。

　まるで子供の悪戯いたずらを叱しかる大人のようだった。もちろん街一つの異い端たん告発など悪戯では済むはずがなく、規模でいうならばドラゴンの襲しゆう来らいにも似る災さい害がいであろう。

　それをわかっているのかいないのか。

「はっ。そうかそうか。ちっとは自信があるみたいだな」

「ええ」

「なあ、おい、まだ気付いてないのかよ」

　少しくらい自信があったところで、インプは名を当てられるとは思っていない。

　だがそれを抜ぬきにしたところで、インプは負けると考えてはいなかった。契けい約やくというのは常に結ばされたほうに不利なのだ。ましてや子鬼インプとの理り不ふ尽じんな契約は。

「どうして俺が、神父とドラゴンの所在を最初に確かく認にんしたと思う？」

「？　どういう意味ですか」

「こういうことだよ！　決まってんだろ！」

「っ!?」

　最初から、エイクに解答権など与あたえるつもりなどなかった。

　インプは車輪を操あやつり、エイクに向かって飛来させる。勘かん付づいているかもしれないヤツに喋しやべらせるはずもない。名前を当てればやめてやるというのは契約の内だが、大人しく答えを聞いてやると約束した覚えはない。

　なにか手がかりを得たのかもしれない。それで名を当てられるなどとは思わないが。

　いずれにせよ、殺してしまえば答えを言う口も封ふうじることになる。

「車輪で潰つぶれちまえ、クソ神父！」

　豪ごう速そくで回転し飛来する車輪に、人間の身で太刀たち打うちできるはずもない。

　いや、もしかしたらエイクごときでも、一度車輪をかわすことくらいはできるかもしれなかった。もちろん、続くはずの連れん撃げきをどうにかできたとはインプも考えない。が、人間、窮きゆう地ちには意外なほど幸運を発揮することもあると、インプは知っていた。

　だが。

「くっ！」

　エイクがまずやったのは、自分の身を守ることではなく、背後のジェシカを力の限り突つき飛ばすことだった。

　立派だ。

　大変立派な無私の行こう為いだが、それはあったかもしれない生存の機会を逃のがすことになる。窮地において他者の心配とは実に聖職者らしいが、それだけだ。車輪は間ま違ちがいなくエイクを叩たたき潰すことになる。

　更さらに言うなら、それでジェシカは助かるか？

　ここでエイクが死ねば、インプの告発を誰だれも止められなくなる。名前を当てることはできず、結果的に街ごと魔ま女じよ狩がりの渦うずに吞のまれてしまえば、ジェシカも無事では済まない。

　立派なだけで、無意味な自己犠ぎ牲せい。

　処しよ刑けい場で転がる肉にく塊かいに変わってしまえと思いながら、得意の念力でもって車輪を操あやつった。あの火か竜りゆうに頼たよらなかったのがエイクの敗因だろう。

「きひひひ！」

　頭上でヘルミーネの驚おどろいた気配がする。

　だが、遅おそいだろう。

　もうエイクは、とっくに押し潰されてしまったはずだった。街かい道どうの地面が粉ふん砕さいされ、轟ごう音おんごとエイクが消え去る。立ち上る土つち煙けむりの向こうで、過か剰じように破損してしまった肉塊と化してしまったはずだ。

「誰かの代わりに死ねて満足か。意味がなくて可哀かわい想そうにな」

　ブーメランのように手元に戻もどってくる車輪を見ながら、インプはそう言った。

　頭は良いが頭の悪いエイクは、こちらの名前に見当をつけることができても、インプがこのような暴挙に出ることまでは見抜ぬけなかったのだろう。お人ひと好よしだから懺ざん悔げ室などやっているのだろうが、そういう相手は正せい攻こう法ほうの暴力手段に弱い。

　ましてや、自己犠牲でくたばってしまっては。

　だが。

「……あ？」

　戻ってきた車輪に汚よごれがないことで、インプは違い和わ感かんを覚える。

　血もない。肉片も骨片も付着していない。

　土つち煙けむりが晴れる。

　その向こうに死体などどこにもないと知って、インプは啞あ然ぜんとした。

「どういう……」




「こういうことですわよ」




　艶えん然ぜんとした声が、そこであがった。

　思わず目を凝こらす。土煙の晴れた先に、闇やみに紛まぎれるような黒い翼つばさが見えた。街かい道どうのどこにもエイクたちはいない。車輪によって陥かん没ぼつした地面はあるが、そこに死体などない。

　代わりに。

　黒い翼を広げてわずかに空中に浮かぶ姿があった。黒い翼に黒い衣服、ただし不必要なほどに肌はだを露ろ出しゆつさせた衣服。

「なっ」

　翼の主は、エイクを抱かかえ上げて浮かんでいた。

　すんでのところで助けた、らしい。ついでにパン屋の娘むすめも、別の翼持つ者に抱えられて浮かんでいた。誰だれかは考えるまでもない。ここで邪じや魔ましてきやがった。

「あの、貴女あなたは……」

「しっ。お話は後で」

　エイクは邪魔してきた女に言いたいことがありそうだったが、別の黒い翼の女がそれを遮さえぎる。

「知らなかったようですけれど……子こ鬼おにと違ちがって、悪魔はちゃんと約束、守るのですわよ？」

「契けい約やく主義者の小悪魔どもが！」

　悪態をつくインプ。だが、悪魔がエイクを助けに来ることを予想できなかったのは自分の不覚だ。

　まあ、それはいい。

　問題は、他ほかにも二つほどあった。

「なんだてめえら、その格好は……！」

　一つは翼を広げて街道に降り立つ悪魔が、三人もいること。

　もう一つは。

「わかりませんの？」

　悪魔がその顔に、仮か面めん舞ぶ踏とう会かいで見かけるような、実に派手な蝶ちよう型の仮面をつけていることだった。

　わかるわけがあるか、とインプは思った。




「好きなものは男性と快楽」

　エイクとジェシカを下ろしてから、三人の悪あく魔まが並ぶ。

　真正面から見て左に立つ、一ひとつ縛しばりの髪かみ型がたの悪魔が、びしっとポーズを決めて言う。多分だが、次女。

「嫌きらいなものは禁欲と不自由」

　真ん中に立つ二つ結びの悪魔が、これまた俊しゆん敏びんな動作でポーズを決める。こちらは長女か。

「そして！　異い端たん審しん問もん官かんの立場を悪用しようとする小こ賢ざかしい子こ鬼おにですわ！」

　右側の仮面美女が、鞭むちを取り出しながら言った。おそらく三女だろう。

　顔を隠かくした悪魔たちが、状じよう況きように戸と惑まどっているのだろうインプに向けて、人差し指を突つきつけてみせた。

「悪あく辣らつな所業は、私たち！」

「「「仮面美少女Ｓシスターズ！」」」

「が許しませんわよ！　正義の鉄てつ槌ついを下してくれますわ！」

　仮面の悪魔──自じ称しようするところの仮面美少女Ｓシスターズが、それぞれ鞭を構えながらそう宣言した。月明かりの下でそんな格好をしている三人を、エイクはどういう思いで眺ながめればいいのかさっぱりわからなかった。

「ふふ、正義というよりも性せい戯ぎというべき？」
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「お、お姉様！　気持ちはわかりますが黙だまっていてくださいませ！　建たて前まえというものがございますわ！」

「ええっとぉ、あ、そこの神父様！　Ｓシスターズってボクが考えたんだよ！　Ｓにいくつ意味が込められているかわかるう？」

「お姉様！　集中してくださいな！」

　姉妹で姦かしましい。

　さしずめ淫魔サキユバス、修道女シスター、加虐趣味サデイズムなどの意味を取り揃そろえたのだろう。あるいは末妹の頭文字でもあるかもしれない。あまりの光景にどうでもいいことばかり考えてしまうエイクだった。

　いや、そうじゃない。

「えっと……ねえ、エイク。あれって」

「言わないでください。わかってますから。言わないで」

　目を丸くして、三姉妹の登場に驚おどろいているジェシカだが、エイクだって思いは同じだ。戻もどって来てくれると信じてはいたが、こんな、市し井せいの作家が描えがく怪傑ヒーロー活劇のような登場をするとは夢にも思わなかった。

　間ま違ちがいなく、エイクの知るサキュバス三姉妹。

　仮面をつけてはいるが、パティ、フェレン、そしてシルヴァの三人だ。

　修道女のやるべきことではないとか、そもそも姉と結けつ託たくしてなにがしたいのかとか、エイクの頭で言いたいことがぐるぐる回っていた。両手で頭を抱かかえたくなるのをぐっとこらえる。

　今は、街が告発されるかどうかの瀬せ戸と際ぎわなのだ。

「ちょっとシルヴァ！　アンタそんなアホな格好で一体なにやってんのよ！」

「こ、この姿はお姉様たちが……ではなくて！　今はＳシスターズですわ！　シルヴァではありませんのよ！」

　言い張るシルヴァだがさすがに無理がある。二人の姉どもが必死で笑いをこらえているのを見ると、やはりシルヴァは唆そそのかされたほうなのか。

「……パティさん。フェレンさん。もしや、シルヴァさんは実家に戻っていたのですか」

「ふふ、あらあら神父様。今は私たち、謎なぞの美少女Ｓシスターズですわ」

「ええ、そう。まあ妹がいきなり実家に来たから驚いたけどね？　妹をバカにされて放ほうっておけるほど温厚な性格じゃないのよ。だってボクたち、悪あく魔まなんだから」

　謎の美少女などと言っておきながら、正体を隠かくす気がほとんど感じられなかった。

「ふふ、それにしても、あの子があんなに必死になるなんて」

「ええ、街が大変なことになるって言ってたけど……実際どうだかね？　神父様のために血相変えたみたいにしか見えなかったけどぉ」

「よ、余計なことは言わなくていいのですわ！」

　地じ獄ごくにあるという、シルヴァの実家に戻っていたのか。ということはシルヴァは、アガタに正体がばれたことに落ち込んだのでも、自分の存在を迷めい惑わくだと思って身を隠かくしたのでもなかったのだ。シルヴァが逃にげたなどとは思っていなかったエイクだが、その信しん頼らいは正しかった。

「ふふ、ですからまあ、優やさしい姉のつもりですから。妹の涙なみだにほだされては、ね？」

「ええ、そう。わるーい子こ鬼おににちょっとお仕置きしてやる秘策を授さずけようってね！」

　その秘策が美少女なんとかだというのなら、それはそれで頭を抱かかえたくなるのだが。

「この、メス豚ぶたどもが……！」

　だが。

　こんなふざけた茶番を、インプが黙だまって見ているはずもなかった。アガタの時には見ることもできないだろう怒いかりの表情だったが、エイクもその気持ちは理解できる。

「下の口で語るしか能のねえサキュバスが！　よくも俺様の邪じや魔まをしてくれたな！　雑魚ざこはその辺で自じ慰い行こう為いでもして喘あえいでたらどうなんだ、ああ!?」

「まあ、なんて口の悪い」

　シルヴァが鞭むちをびしりと地に跳はねさせた。

「教えてあげますわ。淫いん魔まといってもね、いつでもどこでも喘ぐわけじゃありませんのよ？」

「ふふ、そう。私たちは甘美な夜の恋人。命と引ひき換かえの尊い快楽を与あたえるの。これでも誇ほこり高い淫魔、その日の恋人以外に媚び態たいなんて見せないのだから」

「ええ。てゆーか上も下も十分口は堅かたいよ！　でないと気持ちよくないでしょーが！」

「ぴーぴーきゃーきゃーうるせえんだよ！」

　インプが苛いら立だたしげに叫さけんだ。気持ちはエイクにわからないでもなかった。というか状じよう況きようが状況でなければ次女には説教したいところである。

「いい加減にしろ！　なんだぁてめえらが力ずくでやるっていうのかよ!?　閨ねやの中でしか働けねえ下級悪魔が！　なんならそこの神父と合体させてやるよ、汚きたならしい血と肉の塊かたまりにまでぶっ壊こわしてなあ！」

「できるものならやってみてくださいまし！　お姉さま方、打ち合わせ通りに！」

　彼女の言葉が終わらないうちに、シルヴァへと鉄の車輪が飛んでいった。

　エイクは咄とつ嗟さにジェシカの肩かたを抱だき、道の端はたへと逃げる。まだわずかに雪が残っているが、縦横に飛び回る車輪の餌え食じきとなるよりはマシと思われた。

　一方のシルヴァたちは、翼つばさを広げて軽快に逃げていた。

「うらあぁっ！」

「ふふ」「ええ」

　余よ裕ゆうだ。蝙蝠こうもりに似た形とはいえ、翼を持つのだから空は自分たちのものだと言いたげに。単純な力ではエイクにも負けるようなサキュバスたちだったが、数と空中戦が頼たのみとばかりにインプを圧あつ倒とうしていた。

「い、意外とやるわね……」

　ジェシカが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。なるべく彼女に被ひ害がいが及およばないようにと肩かたを抱だいた形になったが、そもそもそんな必要すらなかったかもしれない。

「エイク様ぁー」

　どこかのんびりした声で、おそらくシルヴァがこちらに声をかけてくる。

「とりあえず車輪をなんとかしますのでー、ちょっとお待ちいただけます？　こちらで引きつけておきますのでー」

「は、はあ」

「迂う闊かつに名前言わないでくださいませー。なりふり構わず車輪で狙ねらわれるかもしれないので、そのあたりに隠かくれていてくださいなー」

　荒あら事ごとに慣れているとは思えないのだが、一体どうするつもりなのだろうか。

　ジェシカを誘ゆう導どうしつつ、木の陰かげに身を潜ひそめるエイク。確かにインプに攻こう撃げき手段を残したままだと、また攻撃される可能性がある。今でこそインプの注意は三姉妹に向いているが、迂う闊かつに近づけばまた車輪が飛んでくるかもしれない。

　三姉妹に任せてみようかと思った。

「……お願いします！」

「「「はぁい」」」

　三姉妹からのんびりした返事。

　もちろんパティ、フェレン、そしてシルヴァの心配をしてないわけではないのだが、ひらひらと車輪をかいくぐる様子を見る限り、とりあえずインプの攻撃に捉とらえられる心配はないとエイクは判断した。そんな中で、淫いん魔まの一人、おそらくパティが鞭むちを浴びせた。

「きひひ！　効かねえなぁ」

「ふふ、なかなかタフじゃない」

　だが。

　鞭を浴あびても、インプに堪こたえた様子はない。その後も三姉妹が代わる代わる鞭を浴びせても同様だ。攻撃にひるむどころか、そもそも痛みを感じていないようにも見えた。

「どうした淫魔ども！　ぱたぱた飛ぶだけならそこらのコウモリと変わんねえぞ！」

　車輪が空中を切り裂さいて音を立てる。本来は重さで押し潰つぶす武器なのだろうが、速度と重量で人体をも断ち切ってしまいそうな威い圧あつ感があった。

「なんで効いてないのよ……」

「おそらく、身体からだはアガタさんのものだからでしょう」

　頭を上げそうになったジェシカを押さえつける。少しでも顔を出せば車輪の標的になる恐おそれがあった。エイク自身も身をかがめる。

　淫魔三姉妹に任せっきりなのは不ふ甲が斐いないと自分でも思うが、できることは限られている気がした。

「インプは操あやつっているだけです。身体からだのほうはアガタさんのままだとすれば、本体は痛くも痒かゆくもないということでしょうか」

「その本体、ってのはどこにいるのよ？」

「見える存在とも限りませんからね……」

　妖よう精せいや幽ゆう霊れいとすれば、人から身を隠かくすことは難しくないはずだ。姿がわかればエイクの推すい論ろんにも説得力を持たせられたかもしれないが、生あい憎にくと見えないものは仕方がない。

　この状じよう況きようでどう動きを止めるのか。

　当たれば即そく死しの車輪が飛び交かうなかで、翼つばさもなければ足も遅おそいエイクが飛び出しても邪じや魔まになるだけ、ということはわかっていた。しかしだからといってクーヴェリュード三姉妹に任せっぱなしというのも問題だ。彼女たちの本職とて誘ゆう惑わくと房ぼう事じ、戦せん闘とうではない。

「えへへ、大だい丈じよう夫ぶだって、神父様ぁ！」

　飛び回りながら、次女フェレンがにこやかな声で言う。

「ボクたちは戦いなんて野や蛮ばんなことしないよ、ただエロいことするだけだもん！　ねぇシルヴァ？」

「あの、わたくし、今は修道女なんですけども！」

「ごちゃごちゃうるせえぞ発情期の雌めすザルどもがぁ！」

　とても聖職にある身としては聞くべきではないような言葉が交かわされる。そして二つの鉄車輪と、三本の鞭むちの応おう酬しゆう。

　ふと、思った。

「なんで……」

「え？」

「なんで、鞭を使っているんでしょうか」

　今いま更さらながらの疑問だった。淫いん魔まの武器として、鞭は相応ふさわしいのだろうか。

　いや、古こ今こんの男性の求めに適てき宜ぎ応じるサキュバスだから、鞭を用いた性行こう為いについても心得があるのだろうし、それを戦闘に活いかすことだってできるだろう。

　だが、本当にそれだけなのか？

　わざわざ派手な登場をしてきた三姉妹なのだ。なにか別の勝算があるのではないか。

「とっとと……死にやがれ！」

　車輪が、二つ同時に動く。

　狙ねらわれたのはシルヴァ。左右から同時に、回り込むように飛来する車輪だが、これを沈しずみ込むようにかわす。戦闘の心得はなくても、空中ならばお手のものだというように。

　そのままインプへと接近し、鞭の一いち撃げきを叩たたき込む。

「そこですわね！　食らいなさい！」

「だから効かねえって……がっ!?」

　数多あまたの攻こう撃げきを受けようとも、平然としているインプ。

　そのはずだったのだが。

　インプの身体からだが、がくりと沈しずんだ。まるで力が抜ぬけたかのように。

「な、なんだ今の……!?」

　もちろんそれは一いつ瞬しゆんだ。すぐに立て直そうとするが、今度は長女パティの鞭むちが背後から浴びせられる。肉を叩たたく強きよう烈れつな音と共に、インプが倒たおれ込む。

　そこからは一方的だった。

　動きを止めたインプへと、三姉妹の鞭の嵐あらし。それに抵てい抗こうできず、ただ地にうずくまって鞭を受けるだけのインプ。その構図を、エイクはどこかで見た覚えがあったのだが──。

「なんだ……!?　なんで身体が動かねえ……!?」

「ふふ、さあて」「ええ、なんでかしらね？」

　ただ一人の異い端たん審しん問もん官かんを、三人の淫いん魔まが鞭で叩き続ける。苦痛を感じていないはずのインプなのに、身体の操作に手こずっている。

「エイク様ぁー。終わりましたわぁー」

「あ、は、はい」

　やがて、気が済んだとばかりにシルヴァがこちらに向かって手を振ふる。姉二人は鞭をインプに巻きつけて、あっさりと拘こう束そくしていた。両手両足を封ふうじられようと、あの妙みような念動力を使うことに関係ないはずなのだが。

　車輪は落ちたまま。

　インプは荒あらい息のまま、地に伏ふせている。

「ざけんな……なんで、身体が」

「ふふ、言ったでしょう？　私たち、戦いなんて野や蛮ばんなことはできないの。ただただ快楽と房ぼう事じを味わわせてあげるだけ。一夜の夢、人の世の遊ゆう戯ぎが私たちの得意技わざ」

　頰ほおに手を当てて、パティがくすくすと笑う。

「貴女あなた。被虐趣味者マゾヒストなんですってね？」

「ああ!?」

「あら、その身体を操あやつっている子こ鬼おにじゃなくて、身体の本当の持ち主のほう。ふふ、弱点さえわかっていればサキュバスにとって、ツボをつくなんて簡単なの」

「ええ、そう。だから身体のほうは、痛いわけでも辛つらいわけでもなく、ただ気持ち良くなってるから動けなくなっちゃったの。痛みで身体が震ふるえて、悦えつ楽らくに痺しびれて、どれだけ操ろうとしてもその力は伝達しないんだよね」

　解説を聞いているだけで頭が痛くなってくるエイクだった。

　つまり今のアガタの身体は、静止ではなく脱だつ力りよく。抵てい抗こうしたくともできない状態だということ。そしてその感覚は、ただ操っているだけのインプには伝わらない。だからなにが起きたのかわからない。

　魔ま法ほうのように力を奪うばわれたとしか思えない。

「ええ、ボクたちの得意技わざ。鞭むちで気持ち良くする技なんて百を超こえるほどに知ってるし？」

　性的な方法によって相手の動きを封ふうじるなど、まさに淫いん魔まの得え手てとするところだ。三姉妹がやっていたのは戦いではなく、ただただ鞭を使っての性行こう為いじみたものだということか。

「ふふ、気持ち良かったのね？　私もいっぱいいじめてあげられた。とても良かったわぁ」

「そうだった……中身が変態なこと忘れてたぜ……！」

　やはり、シルヴァに鞭打ちさせていたアガタは、個人的な嗜し好こうであのような行為に及およんでいたのか。天使の声を聞くという理由もあるにはあったのだろうが。

　パティに頰ほおを撫なでられ嫌いやそうなインプだった。だがどこか顔が赤い。やはり操あやつり主ぬしの意志とは別に、身体からだは鞭に叩たたかれて勝手に反応しているのだと思われた。

　ならばしばらくは大人おとなしいだろう。

「一人でも大変だってのに……この淫魔！　なんで仲間まで増やしてんのよ！」

　一方、インプには目もくれないジェシカは、シルヴァに詰つめ寄っていた。相変わらずジェシカが苦手らしいシルヴァは一歩ひいている。仮面越ごしの瞳ひとみがこちらに助けを求めているようだった。

「え、ええと、わたくしシルヴァじゃ……」

「これは一体なんの真似まね!?　ふざけてんの！　エイクがどんだけ心配したと思ってんのよ！」

「あっ……あうう」

　仮面を剝はぎ取られた下には、いつも通りシルヴァの顔があった。姉二人も飽あきたのか、さっと外して素す顔がおを見せる。こうして比べてみると本当によく似た姉妹だった。

「ええと、ジェシカさん、仲間ではなく……姉のパトリシア、フェレンシアですわ。お姉様がた、こちら、お世話になっているジェシカさん」

「また教会に居ついたりしないでしょうね」

　姉二人はなにがおかしいのかくすくすと笑っている。そんな二人をジェシカは胡う乱ろんげな瞳ひとみで睨にらみつけていた。

「あの、エイク様、それでこの子の名前ですけれど……」

「ええ」

　エイクは全身に鞭を巻きつけられ、すっかり簀す巻まき状態になったインプに顔を寄せた。片かた膝ひざをつくと上うわ目め遣づかいで睨み返してくる。

　まるで捕とらえられた狂きよう犬けんのような目。右目に傷を負ったアガタの身体。身じろぎすらしないのは、インプがアガタの身体を上手うまく操あやつれないからか。

　まだまだ未み熟じゆくなエイクだが、これも悪魔祓ばらいの一つになるだろうか。

「名前は──マルガリータ」

　静かにその名前を告げた。竜りゆうに吞のみ込まれたＳの名前。

「マルガリータ・カバナー。アガタさんの妹か姉……多分、妹と思われる女性です」

　エイクは懐ふところから眼帯を取り出した。その裏に書いてある文字を見せた。インプの視線は眼帯の裏に吸い込まれるように注がれていた。

「だ、誰だれよそれ。正解なの？　ていうかなんでそこまでわかるの？」

「根こん拠きよは三つあります」

　エイクは指を立てる。

　正直、十割の確信はなかったのだ。だがインプの表情で不安は拭ぬぐわれた。この名前で間ま違ちがいない。

「一つは、言うまでもなくこの眼帯。『悪竜に吞まれたＳに捧ささぐ』とあります。シルヴァさん、聖典にある竜に吞まれた聖女、わかりますね？」

「は、はい。聖マルガリータですわ」

「その通りです。なのにここにはＳとある。僕も最初、このＳというのが個人名かと思いましたが、違ったんです。Ｓはシスター。つまり姉し妹まいのこと。アガタさんもまた聖女から名を取っていますし、これがアガタさんの姉妹を指しているんじゃないか、というのがこの推すい論ろんの出発点です」

　聖マルガリータは、竜に吞まれたが生せい還かんしたという奇き跡せきの女性。

　聖人や聖女にあやかり名前をつけることは珍めずらしくないし、それが姉妹なら同様の名づけ方をされたとしてもなんらおかしくはない。

　だが、これではまだアガタの姉妹の名がわかっただけだ。インプと関係はない。

「もう一つは、自警団の資料です。そこにもマルガリータという名前がありました。アガタさんの出身の村で、魔ま女じよ狩がりの結果、処しよ刑けいされた子供たちの内の一人の名前です」

「処刑って……」

　資料の中にマルガリータの名前を見つけ、エイクは推すい論ろんの正しさを再確かく認にんした。やはりマルガリータは、アガタの姉妹であったことに疑いはない。

「悪竜に吞まれたという言葉は、魔女狩りの比ひ喩ゆだと考えています。竜は災さい厄やくの象しよう徴ちよう、街一つが滅ほろびるような大きな災厄の犠ぎ牲せいとなったＳ、という意味かと」

　村一つが消しよう滅めつする災害。伝染病も飢き餓がも怖こわいし、それこそ竜は災害だが、同じくらいの災害として魔女狩りを並び称しようした。だから眼帯の裏にそのあたりのことが書かれていた。アガタにとっては思い出したくもない過去かもしれない。

　問題はここから。

　マルガリータがずっとアガタに取り憑ついていたインプだという、その証しよう拠こだ。

「ただ、おかしいことがありました。アガタさんに行われたはずの拷ごう問もんやその記録が曖あい昧まいなんです。また同様に、マルガリータについても。アガタさんとマルガリータの関係を示す直接的な記述もありませんでした。姉し妹まいというのは推すい測そくできるとしても、ならば何故なぜこんなことになったのか」

「ふふ、そういうのは」「ええ、決まっているよね？」

「パティさん、フェレンさん、察しがいいですね。僕も同意見ですよ──おそらく、なにかしらの不正があったのでしょう。審しん問もん官かんのほうで」

「「だよねえ」」

　人間を小こ馬ば鹿かにする悪あく魔まの笑いで、淫いん魔ま姉妹はくすくす笑う。

「よくあることですが、審問官は被ひ疑ぎ者しやに取引を持ちかけます。『お前が魔女だと自白すれば、家族は助けてやろう』などと言うらしいです。手て柄がらになりますから、審問官にしてみれば処しよ刑けいできる相手は多いほうがいい。たとえ相手が五歳前後の子供であろうと、取引をエサに自白を引き出そうとします」

　話しながらも、エイクは思う。もしこの推論が正しいとしたら。

　マルガリータという子供は、家族のために自分は処刑されても構わないと思ったのだ。子供であるからどうしてその結論に至ったかははっきりとはわからない。そうだとすれば生前はごく普ふ通つうの、そして心優やさしい少女だったのではないか。

「しかし多くの場合、こういった取引は自白を引き出すための方ほう便べんで、審問官にも家族を助ける気などありません。マニュアルにも、『自白をさせるためなら審問官は噓うそをついてもいい』とあります──度し難がたいことですが」

　話しながら、吐はき気けのする思いに囚とらわれる。

　アガタの身体からだを乗っ取ったマルガリータは、どういう思いだったのだろう。幼くして異い端たん審問などという理り不ふ尽じんなものにさらされ、そして処刑された。理由もなく、ただ悪戯いたずらするのが目的だと、そう言い切った。

　生前は家族のために自分を犠ぎ牲せいにするほどの、幼い聖女だったのに？

　アガタの眼帯に書かれていたマルガリータへの祈いのりが、せめて救いだと思いたいエイクなのだが。

「ここからは僕の推論です」

「やめろ」

　マルガリータが、かすれた声でそう言った。もうアガタの喉のどさえも、満足に動かせないがゆえの声に思えた。

「もう十分だ……やめろ」

「間ま違ちがってはいないんですね？　ならばここから先の話もそれなりの信しん憑ぴよう性が出てくると思います。貴女あなたはなにを守ろうとしたんですか」

「……俺は」

　マルガリータが黙だまる。それを見て、エイクは続けた。

「マルガリータは拷ごう問もんの過程で、審しん問もん官かんから先ほどのような提案を受け、そして処しよ刑けいされた。ただ、彼女はそれで終わらなかった。契けい約やくが果たされるかどうか。家族がきちんと守られるかどうか、見届けるつもりだった。事実、アガタさんもその家族も、拷問はされても処刑は免まぬかれています。多分──マルガリータが死後、契約に重きを置く子鬼インプに変じたから」

　契約にこだわるのはそれが理由だ。

　洗礼を受けた子供でも、異い端たんだとして、罪人だとして処刑された。地獄にも行けず天国にも行けないマルガリータは、子鬼インプになるしかなかった。

　名前当て鬼。そのすべてがマルガリータのような起源を持つかはわからない。

　だが、エイクはニャクスとの会話を思い出していた。大きな括くくりではなく個々を見る。インプとしてではなく、マルガリータとして彼女を見る。

「情報が足りないため、マルガリータの死後に村で何があったかはわかりません。けれど審問官が契約をそのまま履り行こうしたとも考えにくい。死後インプとなったマルガリータが、自分の家族を守るためになにかしたのかもしれませんが……」

　記録がないことが、その時の混乱を端たん的てきに示しているのではないだろうか。記録に残せないような酷ひどいことがあったのかもしれない。

「そして三つ目」

　唇くちびるを嚙かむマルガリータに、エイクは言った。

「ずっとアガタさんに、天使の声として付き従っていたこと。なにか理由があったのだと思ってはいましたが──やはり姉妹だから、見届けていたかった。結局そういうことなのかもしれません。違いますか」

「違ちがう！　ふざけるな、俺は、俺、はぁ……！」

　マルガリータの声がなにか反論しようとするが、言葉が続かないらしい。

「でもエイク様？　この子、アガタさんに天使の声を騙かたって悪戯いたずらしていたのでは……？」

「どうなんでしょう。インプらしい悪戯といえばそうですし、そうした悪戯を通して姉と遊びたかっただけかもしれません。享きよう年ねん五歳前後。口は悪いですが、行動原理は子供のそれと大差ないかもしれませんね」

　アガタの姿で、男のような口調で話すから誤解する。

「インプとなったマルガリータさんは、魔ま女じよ狩がりから家族を守った。『家族を守るために命を差し出す』という契けい約やくを履り行こうしました。次は、アガタさんと契約をしたのではないですか？」

　マルガリータが目を見開く。

　レニュイの巣すにおいて、本人が言ったのだ。審問官にしてやる代わりに、どんな悪事も見逃のがさない。そういう契約だった、と。

　エイクは想像する。そんな具体的な契約ではなかったのではないかと。

　マルガリータの死の直後。まだ幼い頃ころのアガタと、インプとなった妹が交かわした契約とはどんなものだったのか。

「正しく生きていれば、ずっと傍そばにいる──そんな、ありふれた約束だったのでは？」

「てめ……！」

「貴女あなたは処しよ刑けいされたのに、悪あく魔まの修道女はアガタさん本人によって見逃のがされようとしている。これはマルガリータ、貴女にとっては許せないことだった。なにせ自分が無実の罪で処刑されたというのに、明らかな罪人は見過ごされようとしている。だから逆上し、こんな手段に出た。違ちがいますか？」

「ふざけるな！　理由なんかない！　俺は、俺、はぁ……あ！」

　エイクを殺さんばかりの目。今にも嚙かみつきそうなマルガリータ。だが、やがて声はかすれ、目を見開いて腕うでを伸のばす。

　だが、もう時間切れだったのだろう。

　ぱたりと、まるで死んだかのようにアガタの手が下がった。

「ちょ、だ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「大丈夫だと思います。パティさんフェレンさん、鞭むちを外してもらえますか」

　そう言っただけで、しゅるしゅるとアガタの身体からだを拘こう束そくしいていた鞭が巻き取られていく。鞭を身体の一部のように扱あつかうのもまた、淫いん魔まとしての技術の一つなのだろうか。

「気絶してるだけですね。教会に運びましょうか。すみませんヘルミーネさん！　下りて来て手伝ってもらえますか！」

　木の上に座っていたままのヘルミーネ。なんだか明後日あさつての方向を呆ぼう然ぜんと見ていた彼女だったが、呼ばれてはっと我に返る。そのまま軽快な身ごなしで街かい道どうまで下りて来た。

「……これで、一段落？　エイク」

「ええ、名前はきちんと当てたはずですし……シルヴァさんも、戻もどって来てくれましたし」

　エイクがそう言って笑うと、シルヴァは真っ赤な顔で頭を下げた。

「す、すみませんエイク様。なにも言わずに飛び出してしまって」

「そうよアンタ！　逃にげ出したかと思うじゃないの！」

「ちゃんと考えがあってのことだったのですけれど」

「頼たよる相手間違えてるわよ！」

　ジェシカが遠えん慮りよなくずけずけと言う。まあ確かにエイクも、仮面美少女Ｓシスターズはどうかと思うが。一方パティとフェレンは、ジェシカに言われてもくすくすと笑っているだけだ。

　人の悪口などどうとも思っていない、歴戦の淫魔の風格だった。

「まあジェシカ。戻って来てくれたんですから」

「え、エイク様。状じよう況きようが状況とはいえ、あの、このようなはしたない格好で」

「最初は淫魔に戻ってしまったのかと思いましたよ」

　ヘルミーネの協力を受け、アガタを背負いながらエイクは言う。貧弱なエイクだが、小こ柄がらなアガタを背負うのは難しくなかった。

「逃にげ出したほうが良かったのよ。残念だわ」

「こうは言っていますが、ジェシカも結構、シルヴァさんを心配してくれてたんですよ」

　本当のことを言うとジェシカに側頭部をはたかれた。照れることはないのに、赤面症しようのジェシカの顔色は月明かりでもよくわかった。

「早く帰りましょう。皆みな心配しています。神父にも経緯を話さないと、シスター・シルヴァ」

「はい！」

　そうして、帰路につこうとするエイクだったのだが。

　たった一人、ヘルミーネだけが、教会とは反対側がわの方向を見つめていることに気付いた。先ほどからどうにも上うわの空そらが多い。

「ヘルミーネさん？」

「あ、はい。今行きますです。温かいものでも飲みますです？」

「まあ、いいですわね。わたくし寒くて寒くて」

「そりゃあんた、ほぼ裸はだかなんだから。凍とう死ししないほうがおかしいわよ……」

　アガタを背負いながら、賑にぎやかな女性たちの話し声を聞く。

　その喧けん噪そうのなかでよく聞き取れなかったが、意識を失ったアガタがなにかを呟つぶやいた、ような気がした。背負っているから唇くちびるが動いたのだけは理解できたが、ほんのわずかの声量でははっきりとした声として届かない。

　ただ、エイクは。

　アガタが小さく、マルガリータと呟いたような、そんな気がした。

　名前を当てろと言ってみせた子こ鬼おに。

　童話では、悔くやしさのあまり自らの身を引き裂さいたというが。

　竜りゆうに吞のみ込まれたマルガリータは、その身をどうしたのだろうか。それだけ、エイクには気がかりだった。

　だがエイクには、彼女の姿が見えない。

　今ここにいてくれればいいと、ただそう願うエイクだった。













　　エピローグ







　ジェントの街そのものが、異い端たんとして告発されることは避さけられた。

　街の住民は、存続の危機にさらされていたことなど知らずに、本格的な冬の到来に備そなえていた。一方で丘おかの上の教会では、アガタが意識を取り戻もどすまで様々なことがあった。

　淫いん魔ま姉妹は、早々に地じ獄ごくに帰ってしまった。

　フォーグス神父への挨あい拶さつくらいはしたが、終始ふざけた様子でまともな挨拶ではなかった。淫魔だからといえばそれまでだが、フォーグスもエイクも、インプを止めた功労者である二人を罵ののしるわけにもいかず、結局、好き放題にひっかき回して去って行ったパティ、フェレンだった。初めてエイクの部屋を訪おとずれた時と同じである。

　一方のシルヴァは、逃にげ出す意思などなかったこと、姉二人に助けを求めたことをきちんとフォーグス神父に説明した。もちろんフォーグスもシルヴァのことは心配していたために、お咎とがめなどあるはずもない。むしろインプの策さく謀ぼうを防いだことを功績として褒ほめていた。

　その後、ヘルミーネの作ってくれたひよこ豆スープを手に、エイクは意識を失ったアガタの看病をしていた。ジェシカやシルヴァは疲つかれてしまったのか早々に眠ねむってしまったので、ヘルミーネやフォーグス神父との交代態勢になったが。

　アガタ本人は、異変などもなく、ただただ静かに眠っているだけだった。

　目を覚ましたのは翌日の昼。

　しかし当然というか、インプに乗っ取られた時の記き憶おくはなく、エイクが経緯を説明してもどこかきょとんとしているだけだった。

　眼帯の件についても。

「妹は、確かにいた。エイクの言う通り処しよ刑けいされたである」

　エイクが返した眼帯を目につけながら、アガタはそう言っていた。

「だが、それと天使の声はなにも関係がない。妙みような邪じや推すいはやめることであるな」

「ですが、アガタさん」

　まるでこれ以上聞くなと言われているような気がしたが、エイクは更さらに踏ふみ込んだ。アガタの細い目に射抜ぬかれてもやめるつもりはなかった。

「貴女あなたは過去、インプと契けい約やくをしていたはずなんです。幼少期だからということもあるかもしれませんが、覚えていませんか？　その契約が今回の事件の発ほつ端たんになったのかも」

「──迷めい惑わくをかけたな」

　隻せき眼がんとなったアガタは、身体からだを乗っ取られる前と同じように、ただ平へい坦たんな声で言った。質問に答えるどころか、逆に余計な詮せん索さくはするな、と言われているような気もした。

「数日中に、王都に戻もどるである」




　来た時と同様に、旅装を整えたアガタは、教会の面々に一礼した。

「色々と世話になったである。特に神父、重ねて礼を」

「うむ。近くに来た時はまた寄ってくだされ」

　フォーグス神父の言葉に、アガタは少し笑って頷うなずく。

　また歩いて帰るつもりなのだろう。勉学もできるうえに体力もある。王都のエリートとはこういうものかと思わせる風格がある。

　ただ、来た時と一つ違ちがうのは、荷物を詰つめ込んだ背はい囊のうだった。来る時は異様な力で浮かして運んでいたものを、アガタは両手で持ち上げてから背に負った。インプが消え去ったことで、彼女の力もなくなってしまったのだろうか。

　長旅用の荷は、エイクから見ても重そうだ。もう拘こう束そくはしていないのか、外がい套とうの下から伸のびる手は自由になっている。

「アガタさん、やはり途と中ちゆうまで手伝いを」

「必要ないである。自分の荷を運ぶのに馬や人に頼たよっていては、偉えらぶっていると思われる」

　自分にも他人にも厳しいのだろうアガタは、そう言った。

　しかし、荷が重いのはアガタのせいばかりではない。出しゆつ立たつの挨あい拶さつに街を回る過程で、商店街の人間からあれもこれもと土産みやげを持たされたらしく、そのせいで荷が膨ふくれている。ジェシカからもパンをもらったらしく、道中の食事の心配はなさそうだった。

「シルヴァ。淫いん魔まの身で修道女、なにかと不便もあろうが……めげることなく励はげむである」

「はい、ありがとうございますわ」

「なにか不適切な行こう為いに及およべば飛んで来るであるからな？」

「こちらを見て言わないでください……」

　誰だれも彼も、エイクとシルヴァの仲を疑いすぎだ。少しは聖職者として信しん頼らいしてほしい、とエイクは思う。こっちが理性を保つのにどれだけ苦労しているか。

「ジェントの街の件、きちんと報告しておく。もちろん処しよ刑けいだ拷ごう問もんだと物ぶつ騒そうな話にするつもりはないであるから、安心してほしい。もちろんシルヴァの件も内密に」

「すみません。なにからなにまで」

「こちらも、迷めい惑わくをかけた」

　眼帯をつけたほうの目を、アガタはそっと押さえる。傷持つ目がうずくのだろうか。

　やがて一礼し、アガタは街かい道どうに向かって行った。フォーグスがにこやかな表情で手を振ふる傍かたわらで。

「街道まで、見送ってきます」

「わ、わたくしも行きますわ」

　エイクが言うと、シルヴァもすぐに後に続く。フォーグスはなにも言わずに、ただ少しだけ頷うなずくのみだった。

　意外と歩くのが早い。ざっざっとリズミカルに雪交じりの土を踏ふみながら進むアガタの背を追いかけた。エイクはまだしも、シルヴァは既すでに息切れしている。白い息がシルヴァの体温を示しているようだった。

「見送りなど、不要であるぞ？」

「いえ。お世話になりましたから。それに、聞きたいことが」

「まだなにかあるのか……」

　アガタはどこかうんざりしたように言った。

　インプのことに触ふれるのは、アガタの過去を掘ほり起こすこと。

　思い出したくもない凄せい惨さんな事象を、思い起こさせる可能性がある。それでも、エイクは聞いておかねばならないと思った。たとえアガタがここに来たのが偶ぐう然ぜんだったとしても。

　あの姿の見えないアガタの妹は、人じん外がいとなっても、助けを求めているように思えたから。

「天使の声というのは、いつ頃ごろから聞こえたものですか？」

「……村で魔ま女じよ狩がりがあったことは、知っているであるか？」

　エイクは頷く。街かい道どうを行きながら、いつも以上に平へい坦たんなアガタの言葉を聞いていた。

「妹の処しよ刑けいがあった。村の者が異い端たん審しん問もんの名のもとに毎日火あぶりされる中で、自分と親は放ほう免めんになった。ただ一人の妹、マルガリータを除いては」

「…………」

「妹が焼き殺された死体となったのを、ただ見ていたである……そんな時、天使を名乗る声が聞こえた。最初は聞き取るのも苦労するような、たどたどしい言葉だったが、やがてはっきりと聞こえる時が増えてきた」

　つまり、マルガリータが死んでから。

　天使がインプであり、インプがマルガリータであるというエイクの推すい論ろんと一いつ致ちする。死してから彼女は、姉に取りすがる人じん外がいのものと変じたのだろう。そうしてから言葉を覚え、アガタにはっきりと命令までするようになったのか。

「契けい約やくをしたはずだと言ったな、エイク。そのために今回のことが起きたのだと」

「はい。僕はそうではないかと考えています。契約ではなく、約束でもいいですが」

「約束……」

「具体的に取り交かわしたものでなくてもいいんです。なにか、心当たりは……」

　アガタが眼帯に触ふれた。死んだ妹への祈いのりが書かれた眼帯。何故なぜずっと、そんなものをつけているのか。祈りなら墓ぼ碑ひに刻めばいいし、持っていたいのなら妹の遺品でもいい。眼帯に、なぜ隠かくすように、あんな詩的な文章で書かねばならなかったのか。

「眼帯の文章には気付いたのであるな、エイク？」

「え？　あ、は、はい」

「何故なぜこんなものを書いたと思う？　わざわざ眼帯に」

　エイクは答えられなかった。確かに、あんな文章を何故、という思いはあった。結果的に名前を当てるヒントになったわけだが──。

「この外がい套とうと眼帯は、妹の遺品から作ったものであるがゆえだ」

「……遺品」

「焼け残った衣服から外套を。履はいていた靴くつを眼帯に流用した。もっともほんのわずかだが。それでも死んだ妹と共にあると思っていた。これが約束というのなら、そうかもしれない。違ちがうであるか？」

　道理で肌はだ身み離はなさないはずだ。

　そんな重要なものなら、それこそ祈いのりの文章だって書き込むだろう。

「二度とあんなことが、肉親が死ぬような魔ま女じよ狩がりが起きないように、正しく生きる。自分は正しく高潔に生きていく。妹の分まで──そうした祈りを込めて作ったである。言葉を交かわしたわけではないのだが」

「いえ、十分でしょう」

　すぐ傍そばにいたはずのインプなら、その祈りだって耳にしていたに違いない。実際、アガタは正しく生きていた。ジェントの街を、不正なく調査し、間違いのない結果を持ち帰ろうとしていたのだから。

「だが、妹は怒おこったのであるな」

　隻せき眼がんで見つめるのは、シルヴァだ。

「修道女にして淫いん魔ま。そういうこともあろうと思ったが……妹は許してくれなかったのであろう？　正しく生きられなかった姉に怒ったのである」

　エイクは言葉に詰つまる。シルヴァも言葉を返せないようだった。アガタの認にん識しきが正しいからだろうか。

「……ここまででいい」

　雪交じりの道で歩きづらいはずなのに、そんなことは一いつ切さい感じさせずに進んで来たアガタだった。なにかから逃にげるような、いや、それはさすがにエイクの根こん拠きよのない感覚か。

「妹ともども、世話をかけたな。今の話は内密に頼たのむ。知られたくないことであるからな」

「そ、それはもちろん」

　エイクには何も言えない。

　妹、マルガリータが、アガタのことをどう思っているのか。それこそ想像でしかなにかを言えないし、そんなことでアガタが慰なぐさめられるとも思えない。だが、このままでいいのか。

　このまま街かい道どうを行かせてしまって、良いのだろうか。

　ではな、と簡潔な挨あい拶さつで去ろうとするアガタの背中に、どういう言葉をかければいいのか、迷っている間にも、淀よどみないアガタの足取りは街かい道どうを進んで行って──。

「あ、あのっ」

　小さな声だった。

　声をあげたのは、シルヴァだ。

「わ、わたくしも、ええと、姉とは不仲といいますか！　ずっと実家に引きこもっていた時は、その、わたくしが何故なぜそんなことしているのかわかってもらえなかったことがありますの！」

「……？」

「それに、この間は姉たちが教会に来て、本当にふざけてばかりの姉たちで……！」

　振ふり返ったアガタの目は、シルヴァの意図が読めない様子だった。

　それはそうだろう。エイクもまた、シルヴァがなにを言いたいのか察せずにいた。シルヴァは顔を真っ赤にして、胸の前で手を握にぎる。

「でも、先日のように、助けてくれたりしますから！　その」

「はっきり言うである、シルヴァ」

「妹さんも、いつかアガタさんのこと！　わかってくれると思いますわ！　ちゃんと生きているお姉さんなんだって、理解してくれると思いますの！」

　言うだけ言って、シルヴァはエイクの背に隠かくれた。何故隠れる必要があるのかわからなかったが、あるいはアガタに怒おこられると思ったのかもしれない。お前ごときが妹の心しん中ちゆうを代弁するな、と。

　義兄弟は多くとも、本当に血の分けた兄弟のいないエイクには言えないことかもしれない。

「……だ、そうです」

「心に留めておこう。姉は間ま違ちがっていないと、もし機会があれば妹に言うことにする──どこにいるかもわからんがな」

　確かに、インプがどうしているのかエイクにもわからない。そもそも童話のように自らを引き裂さいて死んだのか、どこかにいるのか。いるとして、どうやってその姿を見つけるのか。

「王都に来れば歓かん迎げいするである。そうだな、神学校へ入学する気があるなら推すい薦せん文を認したためても構わない。もっとも、それにはまだまだ勉強をしてほしいところであるが……」

　くつくつと笑うアガタにエイクはなにも言えない。確かにこの女性と比べれば、エイクなど勉強不足も甚はなはだしい。

「達たつ者しやでな」

「はい。失礼します」

　エイクは深く一礼する。シルヴァも少しだけ顔を出して、アガタの後ろ姿に手を振った。

　アガタは振り返ることもなく、ただ街道を進んで行った。

　その後ろ姿。外がい套とうを翻ひるがえす様子。

　いくらインプに正しくないと言われても、誰だれに恥はじることもないと思えた。




　妖よう精せいの国、というものがある。

　人には見えない妖精だけの国。そもそも妖精は人の目には見えないが、たまに妖精が人を連れ去って妖精の国で働かせる時、たとえば片方の目にだけ軟なん膏こうを塗ぬって見ることができるようにする、ともいわれる。

　端たん的てきに言えば、妖精の視界は人のそれと違ちがうのだ。

「……こんなところにいましたですか」

　ヘルミーネは。

　アガタの見送りにも参加せず裏庭の掃そう除じをしている時に、それを見つけた。いや、見つけたというなら、溶よう岩がん洞どうの騒そう動どうの時からずっと目もく撃げきしていたのだ。

　それは子供だった。

　粗そ末まつな衣服。布切れをまとっただけというようにも見える。元々はきちんとした衣服だったのかもしれないが、あちこち焼け焦こげている。特に服の下のほうは焼失しているように見えた。

　足も無事ではなく、強きよう烈れつな火傷やけどのために皮ひ膚ふが変形していた。どう見ても生きていられるような怪け我がではないが、多分もう死んだものなのだろうとヘルミーネは考えていた。

　エイクたちには姿が見えなかったようだが。

　ヘルミーネは、アガタの豹ひよう変へんの時からずっと見ていた。アガタを操あやつっていたインプの正体。処しよ刑けいされた幼おさな子ごマルガリータ。

「お姉さん、行ってしまうですよ」

　ヘルミーネにだけ見えるということは、やはり妖精の類たぐいなのだろう。首なし妖精が訪おとずれていればまた話は違ったかもしれないが、残念ながら彼女は最近、雪のために足が遠のいていると思われた。

　マルガリータはどこか虚うつろな目で、じっとヘルミーネのことを見返してくるだけ。

　アガタを乗っ取っていた時の過激さはなく、ただ両足を抱かかえて座り込んでいた。

「まあ、私にはどうでもいいことでありますですが」

「…………」

「お姉さんに構ってほしかったのでは？」

　教会裏手の窓の桟さんなどに積もった雪を、持って来た箒ほうきで払はらい落とす。水分の少ない雪はさっと地に落ちた。

「悪戯いたずらでもなんでも、思いっきりやればいいでありますです。妖精なのですから」

「…………」

「ん。妖精ではないのでありますです？　まあなんでもいいでありますです」

　名前を当てろ。

　約束は守れ。

　まさしく子供の喚わめき散らすことだ。自分が何者であるか、契けい約やくを果たされるに足る一個人であるのか、自らを承しよう認にんされたいがための行動。

　童話のトム・ティット・トット。あるいはルンペルシュテルツヒェンも、元来は子供だったのではないかと思う。そもそも子供と妖よう精せいが関かかわる童話も山ほどある。

「ちょっとくらい懲こらしめられて、それで懲りるくらいなら妖精はいらんでありますです」

　焦こげた服の少女は、しばらく黙だまってじっとこちらを見ていたが。

　やがてすっくと立ち上がり、とてとてと覚おぼ束つかない足取りで進んで行った。向かうはきっと街かい道どうのほうだろう。また姉のもとで諸もろ々もろの悪戯いたずらをするのだろうか。今度は天使を騙かたらず、なにか別のものになって？

　妹だと名乗ることができる日がくるのだろうか。

「まぁ、それで悩むのだったらまたこっちに来ればいいでありますです。人じん外がい専門の相談室がありますですし」

　ちょっと良いことをした気分になって、鼻歌など歌ってみせるヘルミーネ。そのまま教会裏の雪を払はらい落としていく。

　トラブルが起きた時にエイクが駆かり出されることになるだろうが、まあそんなことはヘルミーネの知ったことではなかった。

「──こちらにいましたか、ヘルミーネさん」

　そんな風に思っていると、裏庭にエイクがやって来た。

「おや、便利屋神父。冷れい徹てつ審しん問もん官かんサマのお見送りはもうよろしいでありますです？」

「またのうのうと暴言を……」

　便利屋なのは本当だろう。色々なものに頼たよりにされているエイクなのだから。もっともそのうち、ちゃんとした人間はどれだけいるだろうかとヘルミーネは思うが。

「アガタさんは出しゆつ立たつされましたよ。ちゃんとお見送りに来てください、ヘルミーネさん」

「それは失敬。掃そう除じがありましたですし」

「客人の見送りも家事の一いつ環かんですよ」

　マルガリータの背中を押してやった自分の功績も知らないくせに、好き放題言ってくれるとヘルミーネは思う。

　丁度マルガリータと入いれ違ちがいにやって来たエイクだからと、ヘルミーネはちょっと思いついた。

「エイク。今来た時、誰だれかとすれ違いましたです？」

「は？　いえ、誰とも会っていないと思いますが……？」

「それならいいでありますです」

　やはりエイクには、あのインプの姿は見えなかったらしい。

　人外ばかり相手にしているが、ちゃんと悩なやみ事ごとを話してくれる存在ばかりではない。あのマルガリータも、結局裏庭では無愛想を貫つらぬいていて、なにを考えているのだかわかったものではないのだ。

　わかるとすれば本人と、ずっと一いつ緒しよにいたらしい異い端たん審しん問もん官かんだけと思われた。

「なんなんですか」

「気にするんじゃねえでありますです～」

　これからエイクに訪おとずれるかもしれない苦労を考えると、自然と顔が綻ほころぶヘルミーネだった。

　生あい憎にく、妖よう精せいはみんな性格がねじ曲がっているのだ。まっすぐな気性なのはあの首なし妖精くらいと思われた。

　面おも白しろい騒そう動どうが起こればいいと、ヘルミーネは一人笑いを嚙かみ殺すのだった。




　アガタの見送りを終えた後。

　教会に戻もどったエイクは、シルヴァを発見した。なにやら慌あわてた様子でばたばたと自室を出入りしているので、怪け訝げんに思う。

「なにをしているんですか。シスター・シルヴァ」

「あ、エイク様。申し訳ありません、ちょっと荷造りを」

「は？」

　まさかまた出て行くのか。どういう理由で。

　混乱しそうになるエイクを前に、シルヴァは慌てて手を振ふった。勘かん違ちがいされそうになったのだと気付いたらしい。

「あ、違いますわよ。ええと、少しだけ実家に戻ろうと思いまして」

「それは……またどうして」

「だって今回の件、お姉様方にも頼たよってしまいましたし……それに、いつまでも家出状態では良くないと思いまして。神父様には先ほど、許可を」

「あ、ああ。里帰りですか」

「そんなところです」

　にっこりと微笑ほほえむシルヴァだった。もしかすると、アガタとその妹による騒動を見て思うところがあったのだろうか。

「教会としても、もちろんご家族の許可がもらえれば、シルヴァさんを預かる点でも良さそうなものですが……ええと、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　帰っても」

「それが姉の話ですと、お父様もお母様も、むしろわたくしが、なにかしら職に就つこうとしていることを喜んでいるそうで」

「聖職ですが」

「この際なんでもいい、と」

　家庭内のシルヴァ、どれだけの扱あつかいだったのだろうか。淫いん魔まなのに修道女になることを歓かん迎げいされるとは。それほどシルヴァの引きこもりが酷ひどかったのか、あるいは淫いん魔まにとって聖職者が増えてもさしたる脅きよう威いではないということか。

「ともあれ一度、家族とはきちんと話しておこうと思いましたの」

「そうですか……すぐに戻もどられますか？」

「三日とかかりませんわ。わたくしも修しゆ行ぎよう中の身ですから」

　地じ獄ごくがどこにあるかはエイクにもわからないが、三日で往復できるような距きよ離りなのか。あるいは人の考える距離とはまったく違ちがう概がい念ねんなのか。悪魔の常識は計り知れない。

「エイク様も一いつ緒しよにいらっしゃいますか？　家族に紹しよう介かいしたいので」

「いえ、血の一いつ滴てきまで搾しぼり取られそうなので」

　淫魔ばかりのところにのこのこ行けば、破は戒かいどころか命が危ないとも思われた。そもそも地獄行きの時点で倫りん理り的に問題がある。

　一方のシルヴァは残念ですわ……と呟つぶやいていた。彼女は里帰りだからいいようなものの。

「でも……そうですね。せっかく三人姉し妹まいなんですから、仲良くしたほうが」

「エイク様も、姉妹と仲良くなさってくださいな」

「え……ああ、そうですね」

　孤こ児じであるエイクには義理の兄けい弟てい姉妹しかいない。しかも皆みな教会を出て行ってしまったため、頻ひん繁ぱんに会えるのはジェシカを始めとするジェント在住の数人だけだ。

「たまにはジェシカさんにも優やさしくしてあげないと、怒おこられてしまいますわよ？」

「いつも怒られてばかり、という気もしますが……」

　特に辛つらく当たっているつもりはない。というか、ジェシカに辛く当たられている気はするエイクだったが。

「なんだか雰ふん囲い気き変わりましたか、シスター・シルヴァ」

「え？　そ、そうですか？」

「ええ、少し……」

「お姉さま方に影えい響きようされてしまったかしら、久しぶりでしたので」

　なにやらぶつぶつと呟いている。

　まあ、仮面美少女Ｓシスターズなどという盛大な茶番を見た後だから、そう感じるだけかもしれない。最近は大分教会に慣れてきたように感じるし、そのためだろうか。

「でもエイク様も、ちょっと変わったような」

「そうですか？」

「大変なことばかりだったからかしら？　お手伝いできることがあれば……いえ、先日のように、わたくしに無理と思うようなことでも言ってくださいませ。でないとまた飛び出しちゃいますわよ」

「それは……困りますね。本当に、心配して、気が気でなかったんですから」

「て、照れるようなこと言わないでください！」

　真っ赤になるシルヴァだった。エイクも言ってしまってから、少し今のはマズかったかな、と思う。まるで口く説どいているような。

　頭を振ふって気を取り直す。やましいことはなにもない。

　聖職者なのだから。立派な人間であるべきなのだから、知人の心配だって当然する。気を揉もむのも当たり前のことだ。

「せ、せっかくだから荷造り手伝いますよ」

　浮うわついた態度を反省しつつ、エイクはそう言った。少し頰ほおが熱い気もするが気のせいだと思うことにした。

「は、はい。お願いしますわ」

　シルヴァが頭を下げたので、エイクも室内に入る。三日の里帰りにさしたる荷物もないだろうが、今回の功労者であるシルヴァにエイクもなにかしたかったのだ。

　なるほど、家を出た家族。つまりジェシカたちも大事にしなければいけないのは間ま違ちがいない。

　が、だからといって今一いつ緒しよに暮らしている者をないがしろにするわけにもいかない。シルヴァやヘルミーネ、レニュイ。家族というべきかは微び妙みようなところであるが──特に完全な居い候そうろうのレニュイは──それでも同じ空間にいるのだから。

　アガタは、もう妹には会えないのだろうか。

「…………ん？」

「エイク様？」

　なにか、音がした。

　窓に石が当たるような、かつんという音。

「どうかなさいまして？」

「……いえ、きっと気のせいですね」

　悪戯いたずら好きの子こ鬼おにが、なにか悪さでもしたのかと思った。

　エイクには姿が見えないから、わかるはずもない。

「懺ざん悔げ室、今夜は開けましょう。シルヴァさん、それまではいられますか？」

「あ、は、はい。帰るのは明日にするつもりで……でも急に、何故なぜ？」

「今日は誰だれか、来る気がします」

　精せい霊れいの中には冬の訪おとずれとともにやって来るものがいる。

　先ほどの小さな物音。

　今日は忙いそがしくなるぞという、子鬼の忠告のように思えたエイクなのだった。










あとがき




　こんにちはオア初めまして。折おり口ぐち良よし乃のです。今回はページ数が少ないのでガンガンいきます。

『シスターサキュバスは懺ざん悔げしない』の二巻をお送りいたします。ちょっと人じん外がい度高め（特にスフィンクス）でお送りいたしましたが、いかがでしたでしょうか。

　しょうもない思いつきの作品が形になって二巻が出るのも、一巻を買ってくださった皆みな様さまのおかげでございます。

　今回のテーマは『ＳとＭ』です。いや、ええと、拷ごう問もんとか異い端たんとかだけでなく、シスターのＳとかそういうことも含ふくめて、ですが。




　モンスター娘むすめの在り方について、編集Ｋさんと論争してしまった巻でもあります。

　どの程度のモンスターぶりなら萌もえを維い持じできるのか。人外度が高ければ娘ではなくなってしまい萌えより嫌けん悪お感が先に立ちますが、かといってサキュバスのような『角と翼つばさが生えている』程度ではコスプレの延長です。顔がモンスターなのはケモノ娘というまた別ジャンルです。

　狭せまい定義で言うならモンスター娘とは、デュラハンのイザーナ、スフィンクスのニャクスあたりに限定し、『顔および上半身は人間の女性だが、そのほかはモンスターであり、かつそのモンスター特有の個性を有する存在』かなあ、などと思っています。

　萌えと人外の両立で悩なやんでおりますが、今回もたくさん出てくる人外娘に萌えていただければ作者としては幸いです。




　では、この本に関かかわってくださった方に感謝を。

　編集ＫさんとＭさん。いつもお世話になっております。なんとか専業作家をやっていけるのはお二人のおかげです。

　そして絵師のＫｅＧケージさん。一巻に引き続き感謝しております。普ふ通つうの女の子を描かくより大変なことが多いと思いますが、どうか次巻もよろしくお願いします。

　そのほか、何気なくいつも格好のネタをくれる家族、細かいところまできっちり指し摘てきをくださった校こう閲えつさま、そして誰だれよりも読んでくださった皆様へ、最大限の感謝を。




　……一巻の一番人気、イザーナの出番がなかったですね。

　でも次巻では活かつ躍やくする（予定）です！　お楽しみに！





折口良乃
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折おり口ぐち良よし乃の

モン娘好きな24歳。最近ＲＰＧのモンスターを倒すことに罪悪感が生まれてしまう。みんなこの作品のネタにできそう。いち早く敵キャラを全てモン娘にしたダントラは偉大だと思う。
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イラスト／ＫｅＧ

愛媛県出身、現在埼玉で絶賛引きこもり中。

午前中が一番集中できるけど、午前中に起きるのが苦手。

朝型人間なのに夜更かし癖があるのは問題です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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